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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う

埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行

にあたりましては、皆様方のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本書は『京都府遺跡調査報告集』として、平成19・20年度に実施した発掘調査

のうち、京都府土木建築部（現・建設交通部）の依頼を受けて行った蔵垣内遺跡第

11次の発掘調査報告、京都府乙訓土木事務所の依頼を受けて行った長岡京跡右京

第953次の発掘調査報告、大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡の発掘調査報告、

長岡京跡右京第910・940次・友岡遺跡・伊賀寺遺跡の発掘調査報告、京都府建設

交通部の依頼を受けて行った魚田遺跡第７次の発掘調査報告の５本を収録したも

のです。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関心と理解

を深めるうえで、ご活用いただければ幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、京都府教育委員会などの各

関係機関、ならびに調査にご参加、ご協力いただきました多くの方々に厚く御礼

申し上げます。

平成21年３月

財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 田 正 昭　　
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例 言

１．本書に収めた概要は下記のとおりである。

　　１．蔵垣内遺跡第11次

　　２．長岡京跡右京第953次

　　３．大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡

　　４．長岡京跡右京第910次（7ANOIR-5・NNT-3地区）・941次（7ANOOD-5・OIR-7・

　　　NNT-4地区）・友岡遺跡・伊賀寺遺跡

　　５．魚田遺跡第７次

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および報告の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者
1. 蔵垣内遺跡第11
次

亀岡市千歳町国分四
反田・広垣内・正田・
内垣内

平19.10.15～平20.3.10 京都府土木建築
部（現・建設交通部）

岡㟢研一

2. 長岡京跡右京第
953次（7ANGNU-3
地区）

長岡京市西の京地内 平20.9.24～12.3 京都府建設交通
部

柴　暁彦

3. 大山崎大枝線道
路改良事業関係遺
跡

長岡京市下海印寺伊
賀寺、調子２丁目、調
子３丁目、乙訓郡大山
崎町字円明寺小字松田

平20.5.7～7.30 京都府乙訓土木
事務所

岩松　保
中川和哉
森島康雄

4. 長岡京跡右京第
910次（7ANOIR-5・
NNT-3地区）・941
次（7ANOOD-5・
OIR-7・NNT-4地
区）・友岡遺跡・伊
賀寺遺跡

長岡京市友岡西畑、
下海印寺伊賀寺・下内
田

平19.7.26～平20.1.30
平20.4.24～10.31

京都府乙訓土木
事務所

増田孝彦

5. 魚田遺跡第７次 京田辺市大住大峯 平20.10.6～11.12 京都府建設交通
部

村田和弘

３．本書で使用している座標は、原則として世界測地系国土座標第６座標系によっており、方

位は座標の北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。但し、長岡京

域の調査については、過去の調査との関係から、旧座標を用いている。

４．本書の編集は、調査第２課調査担当者の編集原案をもとに、調査第１課資料係が行った。

５．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査第１課資料係主任調査員田中

彰が行った。
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- （2）１トレンチ東端部サブトレンチ内検出崖面（南西から）

- （3）２トレンチ崖面ＳＸ29全景（東北東から）

図版第11-（1）２トレンチ土壙墓ＳＫ07・06・21・09（南から）

- （2）２トレンチ土壙墓ＳＫ21・09（西から）

- （3）２トレンチ土壙墓ＳＫ02（東から）

図版第12-（1）２トレンチ土壙墓ＳＫ27（東から）-（2）２トレンチ土壙墓ＳＫ19（北から）

- （3）２トレンチ土壙墓ＳＫ11（西から）

図版第13-（1）３トレンチ全景（南から）- （2）３トレンチ全景（北から）

図版第14-（1）３トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ20全景（南東から）

- （2）３トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ20床面遺物出土状況（北西から）

- （3）３トレンチ炉跡ＳＫ19完掘状況（北東から）

図版第15-（1）出土遺物１- （2）出土遺物２

図版第16-（1）出土遺物３- （2）出土遺物４

図版第17-（1）出土遺物５- （2）出土遺物６
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図版第18- 出土遺物７

図版第19- 出土遺物８

୬Ҫ地区

図版第20-（1）調査トレンチ前景（南から）- （2）東壁土層（西から）

ௐࢠ地区

図版第21-（1）１トレンチ全景（北から）- （2）２トレンチ全景（西から）

- （3）２トレンチ東壁（西から）

ԁ໌寺地区

図版第22-（1）長岡京跡右京第939次・松田遺跡２トレンチ全景（南東から）

- （2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡1トレンチ全景（北東から）

- （3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡３トレンチ全景（南東から）

図版第23-（1）長岡京跡右京第940次・硲遺跡３トレンチ東壁（西から）

- （2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡４トレンチ全景（南から）

- （3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡４トレンチ西壁（東から）

図版第24-（1）長岡京跡右京第940次・硲遺跡４トレンチ南壁（北から）

- （2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡５トレンチ全景（西から）

- （3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡出土遺物

̐ɽ௕Ԭژ跡ӈژୈ࣍���ɾ࣍���ɾ༑Ԭ遺跡ɾ伊賀寺遺跡

図版第１-（1）調査地全景１～３トレンチ（上が北）

- （2）調査地全景１～８トレンチ（上が北東）

図版第２-（1）調査地全景３・４トレンチ（上が南東）

- （2）調査地全景１～３トレンチ（上が北西）

図版第３-（1）１・２トレンチ調査前全景（南西から）

- （2）３・４トレンチ調査前全景（北東から）

- （3）１トレンチ全景（南から）

図版第４-（1）２・３トレンチ全景（北から）

- （2）２トレンチ土坑ＳＫ149検出状況（北東から）

- （3）２トレンチ土坑ＳＫ149遺物出土状況（南東から）

図版第５-（1）２トレンチＳＫ149完掘状況（北東から）

- （2）２トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ40（北から）

- （3）２トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ40（西から）

図版第６-（1）２トレンチ溝ＳＤ02・30全景（西から）

- （2）２トレンチ土坑ＳＫ150（北から）

- （3）２トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ179（北西から）
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図版第７-（1）２トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ180（南西から）

- （2）３トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ120・121（南西から）

- （3）３トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ120（西から）

図版第８-（1）３トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ121（南西から）

- （2）３トレンチ土坑ＳＫ140（南から）

- （3）３トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ190遺物出土状況（西から）

図版第９-（1）３トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ190完掘後（南西から）

- （2）４トレンチ全景（東から）- （3）４トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ130（北から）

図版第10-（1）４トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ175（南東から）

- （2）４トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ175（北西から）

- （3）４トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ175遺物出土状況（東から）

図版第11-（1）５トレンチ調査前全景（南西から）-（2）５トレンチ西半分全景（東から）

- （3）５トレンチ東半分全景（南西から）

図版第12-（1）５トレンチ掘立柱建物跡ＳＢ330（北西から）

- （2）５トレンチ土坑ＳＫ222（南から）

- （3）５トレンチ土坑ＳＫ222完掘状況（南から）

図版第13-（1）５トレンチ土坑ＳＫ298（南から）-（2）６トレンチ調査前全景（南から）

- （3）６トレンチ全景（北から）

図版第14-（1）６トレンチ全景（北西から）- （2）７トレンチ調査前全景（南から）

- （3）７トレンチ全景（南から）

図版第15-（1）７トレンチ土器溜まりＳＫ221・不明遺構ＳＫ263（北から）

- （2）７トレンチ不明遺構ＳＫ263（東から）

- （3）７トレンチ土器溜まりＳＫ221（東から）

図版第16-（1）７トレンチ土器溜まりＳＫ221遺物出土状況（北から）

- （2）７トレンチ土器溜まりＳＫ221二耳壺出土状況（西から）

- （3）７トレンチ土器溜まりＳＫ221完掘状況（東から）

図版第17- 出土遺物１

図版第18- 出土遺物２

̑ɽాڕ遺跡ୈ̓࣍

図版第１-（1）調査地遠景（西から）- （2）調査前全景（南西から）

- （3）第１トレンチ重機掘削作業風景（東から）（上が西）

図版第２-（1）第１トレンチ全景（西から）- （2）第１トレンチ人力掘削作業風景（北西から）

- （3）第１トレンチ東壁断面（西から）

図版第３-（1）第１トレンチ北壁断面①- （2）第１トレンチ北壁断面②
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- （3）第２トレンチ全景（西から）

図版第４-（1）第２トレンチ溝状遺構掘削作業風景（南から）

- （2）第２トレンチ溝状遺構完掘状況（南から）

- （3）第２トレンチ溝状遺構完掘状況（東から）

図版第５-（1）第２トレンチ南壁断面（南から）- （2））第２トレンチ南壁と溝状遺構（北から）

- （3）第３トレンチ全景（西から）

図版第６-（1）第３トレンチ南壁と溝状遺構（北東から）

- （2）第３トレンチ南壁と溝状遺構（北から）

- （3）出土遺物
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１.蔵垣内遺跡第11次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

ճの発掘調査は、亀岡Ԃ部線地方道路建設にઌ立ち、京都府土木建築部（現・建設交通部）のࠓ

依頼を受けて、当調査研究センターが実施した。道路は、ܡ川下流にՍかる保௡ڮから、千歳町

ӡಈ公Ԃ付近で現在の府道に߹流するϧートがܭըされた。道路建設に伴うࠓճの調査ର৅地は、

亀岡市千歳町国分内を南北にॎ断する෯໿８̼・૯Ԇ長໿900̼のൣғである。このൣғにかか

る遺跡は、ೄ文࣌代から中世にかけてのෳ߹遺跡である蔵垣内遺跡と、ԣ穴式ੴࣨを内部主ମと

する古෿࣌代後期後半からඈௗ࣌代中ࠒにかけて形成された国分古෿܈である。

調査を実施するにあたって、ศٓ上、調査ର৅地を南から北へＡ～̡の12地区に分けた。また、

ॾ৚݅により਺ճに分けて調査した地区については、地区名－਺字で表記した。

ճの調査は、Ａ・Ｄ－１・̚－１・Ｇ地区で実施した。このൣғにかかる遺跡は、蔵垣内遺ࠓ

跡である。当遺跡は、東西1
000̼・南北1
250̼のൣғで広がり、国Ӧ೶地࠶編੔උ事業 ň亀岡

地区ŉ に伴い、平成16～18年度にྡ઀地の発掘調査が行われ、ͦ のৄ細が明らかになりつつある。

発掘調査は、当調査研究センター調査第２課第１係長小஑׮・ઐ໳調査員岡⃻研一・調査員౵

井ਸ࢙が担当した。調査面積は、໿2
480ᶷ

である。発掘調査を行うにあたり使用した座

標は、世界測地系国土座標第６座標系によっ

ており、方位は座標の北をさす。また、国土

地理院発行地形図の方位は経度の真北をさ

す。

本報告の執筆は、岡⃻の΄か、ೄ文土器に

ついてはסໜ年（ಸ良大学学ੜ）が行った。文

੹については各߲の຤ඌに記した。

現地作業を実施するにあたり、京都府教育

委員会・亀岡市教育委員会をはじめとする関

係ॾ機関の協力をಘ、また地ݩ自࣏会・地ݖ

者・地ݩ住ຽの方々のご理解とご協力を௖い

た
ㅭ㉅１ㅮ

。記してँҙを表する。なお、調査に係る

経費は、全ֹ、京都府土木建築部（現・建設

交通部）が負担した。
第１図　調査地周辺主要遺跡分布図

（1�50
000　ʮ亀岡市遺跡地図ʯを改ม）
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亀岡ຍ地は、京都市が所在する京都ຍ地の北西にྡ઀し、ຍ地中ԝをܡ川が南流する。ܡ川東

川にฒ行する形でഅ路町から保௡町にかけて、௿位ஈٰがଓく。このஈٰ上に਺ܡ、地域では؛

多くの遺跡がଘ在する。ここ਺年ଓいた国Ӧ೶地࠶編੔උ事業 ň亀岡地区ŉ に伴う発掘調査によ

って、多くのことが明らかになりつつある。

Ҏ下、ܡ川東؛地域の主要遺跡を概؍する（第１図）。

ೄ文࣌代の遺跡としては、ૣ期の土器が出土した案࡯使遺跡、後期の土器が出土したं௩遺跡

がある。いͣれもแ含層出土遺物である。൩期の土器׹が、大෵遺跡で検出されている。

໻ੜ࣌代の遺跡としては、前期の竪穴式住居跡を検出した大෵遺跡΍、土壙墓を検出した஑৲

遺跡がある。中期前半の遺跡には、方形周溝墓が検出された஑৲遺跡がある。南୮೾地域を代表

する古いஈ֊の方形周溝墓܈である。ଓく中期後半には、അ路遺跡・࣌௩遺跡΍ं௩遺跡で方形

周溝墓がӦまれるようになる。࣌௩遺跡では円形΍方形の竪穴式住居跡も検出され、集མ域と墓

域が共ଘすることが明らかとなり、南୮地域の໻ੜ࣌代中期の集མの様૬が明らかとなった。後

期の遺跡としては、蔵垣内遺跡΍അ路遺跡から竪穴式住居跡が、஑৲遺跡から方形周溝墓がݟつ

かっている。

古෿࣌代の集མ遺跡としては、蔵垣内遺跡、࣌௩遺跡΍出Ӣ遺跡などから竪穴式住居跡がみつ

かっている。前期古෿としては、向山古෿が஌られるのみである。中期になると、中期後半に築

଄された๥主௩古෿΍ఱਆ௩古෿が、亀岡市と南୮市のڥ付近にଘ在する。྆古෿は、二ஈ築成

の方෿である。๥主௩古෿は、଄出しと二重周߼をもち、㟩製ਆ्ڸ΍෢۩などが෭葬されてい

た。近年の発掘調査で৽たに発ݟした࣌௩古෿܈は、中期後半から後期前半に築଄された古෿で

ある。ಛに１߸෿は、৥ྠ・෪ੴをもつट長墓の１جとߟえられ、६࣋ち人形৥ྠをはじめ、෢

器、അ۩΍೶工۩などが෭葬されていた。後期になると、前方後円෿が築଄される。後期ॳ಄に

築଄された保௡ं௩古෿（案࡯使１߸෿）は、全長53̼を測り、二重周߼をもつ。二ஈ築成の෿ٰ

には෪ੴを施し、ੴܕݟ木製඼を立てる。後期前半に築଄された千歳ं௩古෿は、ࡾஈ築成の෿

ٰと二重周߼をもち、୮೾地域を代表するໍ主෿とߟえられている。

古෿࣌代後期後半からඈௗ࣌代前半にかけて、਺多くのԣ穴式ੴࣨを内部主ମとする古෿が築

かれるようになる。蔵垣内遺跡北部に所在する国分古෿܈もこの࣌期のものであり、࠷近の発掘

調査によってԣ穴式ੴࣨが27جҎ上֬ೝされ、ͦの૯਺がܹ増したとこΖである。中でも、国分

45߸෿はീ֯形をఄす。このような多֯形෿は、ఱྕߖ΍׭人層の墓に࠾用されるが、近年地方

における調査事例から、ඈௗ࣌代にみられる෿ٰ૷০の例として、多֯形にめ͙らͤるྻੴが報

告されている。45߸෿も෿形にീ֯形を࠾りೖれており、中ԝと関࿈した༗力者の墓と位置ͮけ

られている。

ඈௗ࣌代には、஑৲遺跡からഅ路遺跡にまでٴͿᕲᕱ用水路と竪穴式住居跡΍掘立柱建物跡が

Ӧまれるようになる。ͦのଞに蔵垣内遺跡΍Տ原৲遺跡においても住居跡がೝめられた。この࣌

期に、かなり広ൣғにわたって大ن໛な水田։発と集མの形成がなされたようである。
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ಸ良࣌代には、亀岡市域は୮೾国に含まれる。஑৲遺跡からࡤ΍溝によってғまれた区ը内に、

とされ、出土܈ᦰతな様૬のೱい建物׭。がみつかった܈の掘立柱建物跡ܕըతに配置する大ܭ

遺物からಸ良࣌代前半の୹期間でഇઈした୮೾国府関࿈の施設܈ともߟえられている。中ࠒには

各地に国分寺・国分ೌ寺が建立される。蔵垣内遺跡にྡ઀するஈٰԑ辺部に国分寺と国分ೌ寺が

ଘ在する。ࡾ೔市遺跡では、国分寺૑建࣌のנをম成し、水ӡをར用して国分寺までӡんでいた

ようである。またಸ良࣌代の山ӄ道は、国分寺・国分ೌ寺から஑৲遺跡の׭ᦰతな施設にかけて、

ஈٰにԊう形でଘ在したとするઆが༗力とされている。しかし、山ӄ道に関࿈する遺構の検出に

はࢸっていない。

平҆࣌代の遺跡は、അ路遺跡から掘立柱建物跡がみつかっている。この中に૯柱建物もあり、

૔܈ݿがଘ在したՄೳੑがある。

中世になると、蔵垣内遺跡から掘立柱建物跡΍土坑などがみつかり、中世後期の୮೾国分寺に

関࿈する遺構とߟえられた。これは、在地ྖ主層の居ؗもしくは寺院関係の施設である子院とࢥ

われる
ㅭ㉅２ㅮ

。

次に、೶地੔උ事業に伴う発掘調査によって明らかになった蔵垣内遺跡内での各࣌期の遺構の

広がりを概؍する（第２図）。ここに記す地区名は、ࠓճの第11次調査࣌に設定したものである。

̚・Ｄ地区付近では、ೄ文土器がแ含層から出土した。̡・̢地区付近から໻ੜ࣌代後期の竪

穴式住居跡がみつかり、この付近に後期の集མがల։する。Ｇ・̚地区の東ଆには古෿࣌代前期

の竪穴式住居跡がみつかり、この࣌期には遺跡南東部の府道Ԋいに集མがӦまれるようになる。

古෿࣌代後期後半からඈௗ࣌代前半にかけては、̟～̢地区付近にかけて、古෿が築かれるよう

になる。また、ඈௗ࣌代からಸ良࣌代ॳ಄には̘～Ｇ地区付近にかけて竪穴式住居跡がల։する。

ଓくಸ良࣌代中ࠒになると国分寺・国分ೌ寺が建立され、̘・Ｄ地区付近にಸ良࣌代の遺構がଘ

在する。国分寺南東໿400̼付近の̘地区付近からは正方位の建物܈がみつかり、׭ᦰతな施設

であるとߟえられた。平҆࣌代の遺構はرബであり、当࣌の様૬については不明な఺が多い。中

世になると、̞地区西ଆに遺構が集中することから、この付近に中世国分寺に関࿈する子院など

の施設がଘ在するとߟえられている。

ճの調査地は、ஈٰԑ辺部のＡ地区とＤ～Ｇ地区間にあたることから、ೄ文土器をแ含するࠓ

層が一部かかり、ඈௗ࣌代からಸ良࣌代にかけての集མ跡などを検出するとことが༧૝された。

̏ɽௐࠪ֓ཁ

ʢ̍ʣ̖ 地区（第２～４図）

この地区は̘地区南ଆのஈٰ中ஈ域にあたり、̘地区より໿６̼௿い。̘地区付近では、೶地

੔උ事業に伴う発掘調査で竪穴式住居跡΍掘立柱建物跡を多਺ೝめている。調査։࢝前は50DN

΄どのஈࠩが࿈ଓするஈ々地形をఄしており、ͦの南ଆはஈٰ崖となることから、遺構はさ΄ど

遺ଘしていないとߟえられた。調査ର৅地に、遺構の༗ແを֬ೝするための試掘トレンチを３か

所設定し掘削した。ͦの݁Ռ、ஈ々地形は後世のもので、南に向かって؇΍かに下がる地形がೝ
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第２図　調査トレンチ配置図
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められ、この܏斜面を掘り込Ή形で竪穴式住居跡の一部と柱

穴などを検出した。この݁Ռを౿まえて、ஈٰ中ஈの路線部

分全域を֦ுした。Ａ地区北端は、҉஡׊色土΍ೱ஡׊色土

の遺物แ含層が໿30DN堆積しており、แ含層上位に੺色ম

土がܘ໿30DNのൣғでݟられる所もあった。ম土に伴う明

֬な土色のҧいはೝめられなかったが、住居跡などの遺構が、

แ含層を੾る形でଘ在したՄೳੑがߴいとࢥわれた。ＳＨ

315付近から南ଆは、遺物แ含層はೝめられなかった。ࠓճ

検出した遺構は、แ含層下位あるいは地山面を掘り込Ή形で

検出した遺構で、土器ج１׹・竪穴式住居跡７１ྻࡤ・ج৚・

溝１৚・土坑２ج・柱穴܈などである。また̘地区とのൺߴ

ࠩが໿６̼あることから、どのあたりでٸ斜面になるか旧地

形࡯؍のための試掘トレンチをＡ地区北端に設定し掘削し

た。Ａ地区北端から北方４̼付近から໿30 の˃܏斜でஈٰが

ଘ在することがわかった（第４図Ｂ－Ｂʅ）。

�ʣ໻ੜ࣌୅　この࣌代の遺構は、土坑ＳＫ358である。

౔̨̠޵���（第５図）　Ａ地区中ԝ付近から検出した。掘

形は、東西0.44ʷ南北0.37̼、深さ໿0.2̼である。ͦこに໻

ੜ࣌代中期のᙈ（１）をԣにし、ᙈのମ部片（２）を֖にした状

第４図　A地区土層断面図第３図　A地区遺構配置図
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ଶで出土した土器׹である。中の土から、骨などはೝめられなかった。

ग़౔遺෺（第６図）　１は、ޱԑ部が؇΍かに大きく֎反するᙈである。ମ部֎面は上半がୟき

のちϋέ調੔、下半はϔラ削りを施す。内面はମ部上半部が斜めのϋέ調੔、中位はԣ方向のϋ

έ調੔、下半をॎ方向のϋέ調੔を施す。２は、ޱԑ部が大きく۶ۂするᙈである。ମ部֎面は

ॎ方向のϋέ調੔、内面はφσ調੔を施す。

�ʣඈௗ࣌୅　この࣌期の遺構は、竪穴式住居跡ＳＨ327・315の２جである。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第７図）　Ａ地区北端で検出した住居跡である。ͦ のن໛は、5.0ʷ5.0̼、

深さ໿0.2̼、̣37˃̚ を測る。北東辺中ԝにᜱが付く。ᜱのن໛は、長さ1.0̼、෯1.1̼を測る。

྆କ部の内法は、໿0.4̼である。南西辺中ԝ付近をআいて、周壁溝がめ͙る。周壁溝の్੾れ

る所が住居への出ೖりޱであったとࢥわれる。周壁溝のن໛は、෯໿30DN、深さ໿10DNである。

主柱穴は、各ίーφー周壁溝دりに設けられ、ܘ໿30DN、深さ໿20DNを測る。住居内埋土中か

らਢܙ器ഋ （֖４）・ഋ਎（５）・￼のମ部片が出土した。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第７図）　Ａ地区北ଆで検出した住居跡である。試掘調査で住居跡の一

部を֬ೝした。住居のن໛は、5.0ʷ5.1̼、深さ໿0.2̼、̣ 42˃̬ を測る。北西辺中ԝにᜱが付く。

ᜱのن໛は、長さ0.8̼、෯1.1̼を測る。྆କ部の内法は、໿0.4̼である。ᜱ付近をআいて෯

40DN、深さ໿20DNの周壁溝がめ͙る。主柱穴は南の２か所はίーφー周壁溝دりに、北の２か

所は中ԝدりに設けられ、ܘ໿30DN、深さ໿20DNを測る。ᜱ内から土ࢣ器ᙈ（８）、ᜱ右ଆの周

壁溝付近から土ࢣ器壺（７）、南西辺中ԝ付近の床面から土ࢣ器片とともにਢܙ器（６）٭、埋土中

からਢܙ器ഋ （֖３）が出土した。

ग़౔遺෺（第８図）　３・４は、ഋＨ֖である。ఱ井部はϔラΩϦ後؆୯なφσ調੔する。５は、

第５図　4,358実測図 第６図　出土遺物実測図（１）
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第７図　4)327・315実測図
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ഋＨである。ఈ部はܽଛしてお

り不明である。ޱԑ部は内上方

に୹く立ち上がる。３～５はඈ

ௗ࣌代中ࠒに位置ͮけられる。

６は、ߴഋの٭部である。୹٭

で端部は下方にઑる。７は、土

器ᙈである。ମ部内֎面はϋࢣ

έ調੔を、ޱԑ部内面は、ԣ方

向のϋέ調੔を施す。８は、長

಑のᙈである。ମ部֎面はॎ方

向のϋέ調੔、内面はϔラ削り

を施す。

�ʣظ࣌ෆ໌　出土遺物がな

く࣌期ܾ定にはࢸらなかった遺構は、竪穴式住居跡ＳＨ311～314・328の５جである。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第９図上）　Ａ地区北ଆで検出した住居跡である。ͦのن໛は、3.5ʷ

3.5̼、深さ໿0.05̼、̣36˃̬ を測る。ඇৗに࢒りがѱく、東半分は調査地֎になるため、ͦの

全༰については不明である。主柱穴は、ίーφーدりから３か所で検出した。ͦのن໛は、ܘ໿

30DN、深さ໿10DNを測る。ᜱ΍周壁溝はೝめられなかった。出土遺物はないが、ＳＨ327と主

࣠が΄΅平行するから、ಉ࣌期の住居のՄೳੑがある。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第９図中）　Ａ地区北ଆで検出した住居跡である。ͦのن໛は、4.0ʷ

4.0̼Ҏ上、深さ໿0.1̼、̣19˃̬ を測る。ඇৗに࢒りがѱく、西ଆが調査地֎になるため、全༰

については不明である。主柱穴は、ίーφーدりから３か所で検出した。ͦのن໛は、ܘ໿

30DN、深さ10～20DNを測る。ᜱ΍周壁溝はೝめられなかった。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第９図下）　Ａ地区北ଆで検出した住居跡である。ͦのن໛は、4.6ʷ

5.0̼、深さ໿0.1̼、̣28˃̬ を測る。住居の東ଆが調査地֎になるため、全༰については不明で

ある。主柱穴はίーφー付近から３か所で検出した。ن໛は、ܘ໿30DN、深さ໿10DNを測る。

ᜱ΍周壁溝はೝめられなかった。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第10図上）　Ａ地区北ଆで検出し、ＳＨ311に੾られた状ଶで検出した。

住居のن໛は、5.0ʷ4.0̼Ҏ上、深さ໿0.05̼、̣ 15˃̬ を測る。住居の西ଆが調査地֎になるため、

全༰については不明である。北辺中ԝからᜱを検出した。ＳＨ327・315で検出したᜱのように、

内ଆが੺色にমけているという状況でなく、ᜱ内に୸がわͣかにࠞೖしていた。ᜱのن໛は、長

さ1.6̼、෯0.8̼を測る。྆କ部の内法は、໿0.3̼である。住居の֎までԎ道部はԆびていた。

ᜱの遺ଘ状ଶはѱかったが、Ԏ道部の状況がわかるものであった。東・南辺には、෯໿0.3̼、

深さ໿0.1̼を測る周壁溝がめ͙る。南東ίーφー付近のみ、ͦの෯が0.8̼と広い。主柱穴はί

ーφー付近から２か所で検出した。ن໛は、40～30ܘDN、深さ໿10DNを測る。

第８図　出土遺物実測図（２）
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第10図下）　Ａ地区北

ଆで検出した住居跡である。ͦのن໛は、8.0ʷ

9.2̼、深さ໿0.1̼、̣６˃̬ を測る。ඇৗに࢒

りがѱく、南北方向に長い住居であった。ࠓճ

検出した住居の中で࠷も大きく、ᜱ΍周壁溝は

ೝめられなかった。主柱穴は、６か所でೝめら

れた。ن໛は、掘形が0.4～0.8̼、深さ໿0.3̼

を測る。ଞの住居の主柱穴にൺ΂て、大きい。

柱痕跡は、ܘ໿0.2̼である。一辺が3.5～5.0̼

を測る住居܈の中に、この1جのみが਺ഒの઎

༗面積をもつ。これは、集会する場などଞの住

居とੑ֨のҟなる施設であったためとࢥわれ、

この住居跡を中心に集མがల։することもߟえ

られる。

Ａ地区北ଆに設定した　（第３図）���̨̙ߔ

試掘トレンチから検出した、東西方向の溝であ

る。全長໿１̼を֬ೝした。෯໿0.5̼、深さ໿

0.3̼を測り、埋土はೱ஡׊色礫土である。竪穴

式住居跡܈北ଆのߴ位ଆから検出し、調査地内

に溝のଓきがೝめられなかったことから、Ｂ地

区からのஈٰ੄にԊう形で築かれたとࢥわれ

る。竪穴式住居跡܈へのӍ水を๷͙ための溝で

あったとߟえる。

ப݀܈（第３図）　柱穴܈のうち、遺物が出土

したものはわͣかであり、また出土遺物も破片

であることから、࣌期ܾ定にはࢸっていない。

竪穴式住居跡が埋まってからのものも含まれる

ため、ඈௗ࣌代またͦれҎ߱の柱穴がଘ在する

ものと൑断される。Ａ地区南ଆ΄どͦのີ度は

。ബとなるر

ʢ̎ʣ̙ ʵ̍地区（第２・11図）

Ａ地区から北方໿110̼の交ࠩ఺付近をＤ地

区とし、ͦの北半部をＤ－１地区として調査し

た。この地区から検出した遺構は、方形周溝墓

掘立柱建・ج竪穴式住居跡１・ج土坑２・ج1 第９図　4)328・314・313実測図
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第10図　4)312・311実測図
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物跡１౩・柱穴܈などを検出した。また、

当地区北西部の੔地層からೄ文࣌代ૣ期の

土器΍ੴ器が出土した。

�ʣ໻ੜ࣌୅　この࣌期の遺構は、方形周

溝墓ＳＤ45と土坑ＳＫ39である。

調査地中ԝ　（第12図）��ุ̨̙ߔपܗํ

から、長さ໿4.8̼、෯1.0～1.4̼、深さ0.05

～0.15̼を測る溝を検出した。溝のఈから໻

ੜ土器ߴഋ・壺・ുなどが細片の状ଶで出

土した。ඇৗに࢒りのѱい溝からの出土で

あったが、多くの໻ੜ土器（第13図）をಘる

ことができた。ಉ市所在の࣌௩遺跡でみら

れた方形周溝墓܈での遺物出土状況にྨࣅ

することから、ＳＤ45も方形周溝墓周溝の

一部とߟえた。周溝墓の全༰・ن໛につい

ては不明であるが、周溝がわͣかにހ状を

なすことから、南をըする溝であるとࢥわ

れる。また、ಉ様の溝が西ଆにもみられる

ことから、この付近に਺جの方形周溝墓が

ల։したՄೳੑもߟえられる。

౔̨̠޵��（第14図）　調査地中ԝ付近か

ら検出した。ن໛は、1.2ʷ0.8̼、深さ໿

0.05̼を測る。土坑中ԝから໻ੜ࣌代中期の

ᙈが、ԣたわった状ଶで出土した。ᙈの半

分Ҏ上が後世の削平によってফࣦしていた。

ᙈはຎ໓しており、図化できなかった。

ग़౔遺෺（第13図）　９は、ޱԑ部の平ୱ

なുである。ޱԑ部֎面にϔラ状工۩によ

るѹ痕がೝめられる。10は、ఈ部の破片で

ある。５ܘDNの円柱状のఈ部から大きく։

く。11は、細ᰍ壺である。ᰍ部֎面には௚

線文と೾状文が交ޓに施され、ମ部֎面に

は流水文が施される。８৚を一୯位として

௚線文΍೾状文、流水文が施される。12・

13は、௚ޱ壺で、ಉ一ݸମである。֎面は 第11図　D－１・E－１地区遺構配置図
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斜め方向のϋέ調੔を、ମ部内面はφσ調੔を、

ఈ部内面にはϔラ削りが施される。14は、水平ޱ

ԑをもつߴഋである。٭部֎面には、ॎ方向のミ

ΨΩが施される。٭端部は下方にઑる。

�ʣඈௗ࣌୅　この࣌期の遺構は、竪穴式住居跡

ＳＨ105である。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第15図）　調査地北ଆで

検出した。住居南ଆがಸ良࣌代の土坑ＳＫ104によ

って削平されていた。ن໛は、໿2.6ʷ3.6̼、深さ

໿0.2̼、̣20˃̬ を測る。小ن໛な住居である。

北辺中ԝにᜱが付く。ᜱのن໛は、1.0ʷ0.9̼、྆

କ間の内法は0.3̼を測る。྆କ部からᜱ中ԝにかけて੺色にমけていた。東辺に෯໿0.2̼、深

さ໿0.04̼の周壁溝を設ける。主柱穴は、中ԝよりの４か所から検出した。柱穴のن໛は、ܘ

0.15～0.2̼、深さ໿0.2̼を測る。住居北ଆから、ਢܙ器ഋ（18・20）、土ࢣ器ഋ（21）・ು（23）な

どが細片化した状ଶで出土した。また、ᜱのକ付近から土ࢣ器壺（22）が完形で出土し、೩ম部か

第12図　4D45実測図

第13図　出土遺物実測図（３）

第14図　4,39実測図
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ら土ࢣ器ᙈの破片（24～26）が出土した。

ग़౔遺෺（第16図）　15は、ਢܙ器֖である。つまみはܽଛする。ఱ井部からޱԑ部にかけて؇

΍かに܏斜し、端部は下方を向く。16～18は平ఈのഋである。16・17のఈ部は、ϔラ੾り後ࡶな

φσ調੔する。18は、器ߴのߴいഋである。࿪みがஶしい。19・20は、ఈ部ԑ部より内ଆにྠ状

第15図　4)105・4,104実測図

第16図　出土遺物実測図（４）
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のߴ୆をめ͙らͤるਢܙ器ഋである。21は、土ࢣ器ࡼである。ఈ部内面には์ࣹ状に҉文が施さ

れる。ޱԑ端部は֎上方にઑる。22は、土ࢣ器ᙈである。ମ部֎面にはॎԣに、ޱԑ部内面はԣ

方向のϋέ調੔を施す。ମ部はٿ形である。24～26は土ࢣ器ᙈである。֎面はॎ方向のϋέ調੔、

内面はԣ方向のϋέ調੔とφσ調੔する。23は、土ࢣ器ುである。ޱԑ部は大きく֎反する。֎

面とఈ部内面にϋέ調੔を施す。16は柱穴から、ଞはＳＨ105から出土した。

̏ʣಸ良ʙฏ҆࣌୅　この࣌期の遺構は、掘立柱建物跡ＳＢ14と土坑ＳＫ104・50と柱穴܈であ

る。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第17図）　調査地中ԝ

で検出したଆ柱建物である。ن໛は、２間（3.5

̼）̫ ３間（4.7̼）、̣７˃̚ を測る。柱穴の掘形

は、0.7̼～0.3ܘ、深さ0.1～0.3̼を測る。΄場

੔උに伴う発掘調査で、この付近からಉ様の建

物܈を検出しており、׭ᦰతな施設がଘ在する

とߟえられている。ＳＢ14は、構成施設の1౩

とࢥわれる。

౔̨̠޵���（第15図）　ＳＨ105の南ଆを੾

る形で検出した。ن໛は、1.2ʷ1.5̼、深さ໿

0.3̼を測る。すりു状に掘られた土坑は、ＳＨ

105の床面を掘り込んでいた。҉஡׊色土の埋

土とともに、ݓ大から人಄大の礫が多ྔに埋ま

っていた。ͦ の埋土中からਢܙ器 （֖15）・ഋ（17・第17図　4#14実測図

第18図　4,50実測図 第19図　出土遺物実測図（５）
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19）が出土したことから、ಸ良࣌代とした。

また、埋土にࠞೖした状況でੴ （᭲33）が出

土した。

౔̨̠޵��（第18図）　調査地西ଆで検出

した。ن໛は、1.5ʷ2.4̼、深さ໿0.1̼を測

る。҉஡׊色土の埋土とともに、ݓ大ある

いは人಄大の礫が多ྔに埋まっていた。ͦの中からਢܙ器 （֖27）・ഋ（28）・ᙈ片（29～31）が出土

した。ੑ֨については不明である。

ग़౔遺෺（第19図）　27は、ਢܙ器֖である。ፏ平なつまみが付く。28は、ྠ状のߴ୆め͙らͤ

るਢܙ器ഋである。29～31は、ਢܙ器ᙈである。

ப݀܈（第11図）　調査地内から௚ܘもしくは一辺が0.2～0.5̼の柱穴が਺多く検出できた。࣌

期のわかる遺物としては、ਢܙ器ഋ（16）であった。また、ࠓճ検出した柱穴܈の中に、྘ᬵಃ器

が出土するものもあった。これは、当地区付近ではرബとࢥわれていたಸ良࣌代から平҆࣌代後

期にかけての遺構のଘ在をࣔࠦすものである。

̐ʣೄจ࣌୅

ೄ文࣌代の遺構は検出されなかったが、੔地層内΍土坑埋土中からೄ文土器・ੴ器が出土した。

ੴث（第20図）　32は੔地層内から、33はＳＫ104埋土内から出土した。いͣれもサψΧイト製

のԜج式᭲である。

（岡⃻研一）

ೄจ౔ث（第21図）　Ｄ－１地区の੔地層から、ೄ文土器が出土した。土器は、大きめなପ円と

ඛ形をしているԡܕ文で、内面に๮状工۩による௜線を施していることから、ೄ文࣌代ૣ期中葉

のԡܕ文を主文様とするߴ山寺式土器にൺ定できる。ԡܕ文は、ؙ๮に文様をூり込み、器面に

ԡしつけながら施文する文様である。出土土器の૯਺はे਺఺であるが、図ࣔできた９఺にはԡ

ԑ部΍ఈ部といったものは出ておらͣ಑ޱ。文を施文している（34～41はପ円文、42はඛ形文）ܕ

部片が主である。

34のପ円文の୯位としては重ෳしていてわかりにくいが３୯位であり、施文方向は右下がりで

ある。ପ円文の大きさは、長࣠1.2DN、୹࣠0.8DNఔ度である。施文の੾り߹いは、明֬ではな

いが上から下のॱに施文しているのではないかとࢥわれる。内面は丁ೡなφσ調੔を施し、Ԝತ

が΄΅֬ೝできない。35はຏ໓してわかりにくいが、ପ円文を施している。୯位は֬ೝできない

が、施文方向は右下がりとߟえられる。ପ円文の大きさは、長࣠1.1DN、୹࣠0.7DNఔ度である。

内面はφσ調੔を施す。36の文様の୯位は表面のຏ໓のため、２୯位までは֬ೝできた。施文方

向は右下がりである。ପ円文の大きさは、長࣠で1.1DN、୹࣠で0.65DNఔ度である。内面はφσ

調੔を施すが多গ粗い。37の文様の୯位は３୯位で、原ମ長が֬ೝでき2.6DNఔ度である。施文

方向は右下がりである。ପ円文の大きさは、長࣠で1.3DN、୹࣠で0.7DNఔ度である。内面は丁

ೡなφσ調੔を行っている。38の文様の୯位は３୯位で、原ମ長が֬ೝでき2.4DNఔ度である。

第20図　出土遺物実測図（６）
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施文方向は右下がりである。ପ円文の大きさは、長࣠で1.25DN、୹࣠で0.7DNである。内面は丁

ೡなφσ調੔を行うが、एׯԜತがݟられる。39の文様の୯位はຏ໓のためわかりにくいが、３

୯位であるՄೳੑがߴい。施文方向は右下がりである。ପ円文の大きさは、長࣠1.2DN、୹࣠

0.7DNである。内面はφσ調੔を行っているがຏ໓している。40の文様の୯位は分かりにくいが、

３୯位であるとࢥわれる。施文方向は右下がりである。ପ円文の大きさは、長࣠1.3DN、୹࣠で

0.8DNఔ度である。内面はφσ調੔を行っている。41は಑部の࠷もுるとこΖであり、小Ϳりの

ପ円文を施す。୯位は３୯位もしくはͦれҎ上であるとߟえる。施文方向は右下がりである。ପ

円文の大きさは、長࣠0.9DN、୹࣠0.55DNである。内面はφσ調੔を行っており、部分తにڧい

φσが目立つ。42はඛ形のԡܕ文を施しており、ᰍ部付近に位置する。୯位・施文方向は不明で

ある。ඛ形文の大きさは、長࣠3.3DN、୹࣠２DNである。内面の௜線は0.6DNで、ؙみをଳびて

いるため๮状工۩による施文であるとߟえられる。また右ݞ下がりに施文する。内面はφσ調੔

を行っている。

出土した土器の部位は಑部下半が主ମであり、ߴ山寺式にಛ௃తな内面௜線がগないのはͦこ

までಧいていないためとߟえられる。内面はφσ調੔であり、Ԝತがあまりなく丁ೡである。ԡ

第21図　出土遺物実測図（７）
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。本తにପ円文をఄしており、右下がりの施文方向であるج文はܕ

୯位は主に３୯位で、およͦの原ମ長のわかるものもある。ඛ形

文をఄする土器の௜線方向は、右下がりである。ತ部のॲ理が行

われていないこと΍、௜線の間ִがあるఔ度཭れていることから、

えられる。しかしߟ山寺式でも一൪古いஈ֊のものではないとߴ

ଞの土器のପ円文の୯位΍大きさ、41のପ円文が小粒で様૬がҟ

なることをྀߟすると、多গ࣌期෯があるのかもしれない。

（ໜ年　ס）

ʢ̏ʣ̚ ʵ̍地区（第11図）

Ｄ－１の北ଆにଓく地区である。この地区から検出した遺構は、

風౗木痕と柱穴܈である。

�ʣೄจ࣌୅　Ｄ－１地区の੔地層からೄ文土器がগྔ出土した

が、この地区からの出土は਺఺のみである。Ｄ－１地区でݟられ

た੔地層はこの地区ではബくなり、後世の削平をかなり受けてい

るとࢥわれた。

෩౗໦ࠟ　調査地南ଆから、木が౗れたࡍに大きく᎟ཚを受け

たൣғが਺か所でみつかった。南端から検出した風౗木痕の埋土

中から、ೄ文࣌代ૣ期の土器片が਺఺出土した。

�ʣظ࣌ෆ໌　調査地全域からまばらな状況で、柱穴を検出した。

ப݀܈（第11図）　調査地内から0.2̼ܘ前後の柱穴を検出した。

建物などの෮原にはࢸらなかった。

ʢ̐ʣ̜ 地区（第22図）

̚－１地区北ྡに位置する。この地区から検出した遺構は、掘

立柱建物跡１౩・土坑４ج・柱穴܈である。土坑については、土

器΍ম土などがೝめられたものについて報告する。

�ʣதੈ　この࣌期の遺構は、掘立柱建物跡ＳＢ65と土坑ＳＫ

41・39である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第23図）　調査地北ଆで検出した建物であ

る。ن໛は、２間（4.9̼）̫ ４間（8.6̼）、̣14˃̚ を測る。柱穴は、

໿0.3̼、深さ໿0.2̼を測る。出土遺物はないが、Ｄ－１地区でܘ

検出した掘立柱建物跡とൺ΂て、１間の長さが長く、柱穴のن໛

も小さい。また、΄場੔උ事業に伴う発掘調査で、この付近から

はנ器΍黒色土器などが出土する建物などがみつかっていること

から、中世の建物とߟえた。

౔̨̠޵��（第24図上）　調査地北ଆ、ＳＢ65の北໿４̼から検 第22図　G地区遺構配置図
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出した。土坑の断面は̪字形で、掘形のن໛は、１̼四方、深さ໿0.6̼を測る。埋土は、҉஡

のՄೳੑがあށ色粘質土であるが、下層には粗砂・小礫がࠞじる。水溜め場としてのૉ掘り井׊

る。埋土上層から人಄大のੴとともにנ器࿶（48）、白 （࣓49）と౐ੴ（52）が出土した。

౔̨̠޵��（第24図下）　調査地北ଆ、ＳＢ65の北໿７̼から検出した。ن໛は、1.2ʷ1.0̼、

深さ໿0.1̼を測る。部分తにম土がೝめられた。

ப݀܈（第22図）　調査地全域から、大小さま͟まな柱穴を਺多く検出した。出土遺物もগなく、

。期不明のものが多い࣌

ग़౔遺෺（第25図）　柱穴出土の43～45は、土ࢣ器ࡼである。44・45は、ʮてʯ字状ޱԑをఄする。

柱穴出土の46は、ਢܙ器࿶である。ఈ部には、ࢳ੾り痕が࢒る。土坑状のམち込みから出土した

47とＳＫ41出土の48は、נ器࿶である。47は、内面を៛ີにミΨΩ調੔する。48は、内面を粗く

ミΨΩ調੔する。49は、中国製の白࣓࿶である。50は、ᙈである。51は、נ質土器のᙈである。

֎面を֨子状にୟく。52は、౐ੴである。

̐ɽ·ͱΊ

ઌ行して実施された೶地੔උ事業に伴う発掘調査によって൑明したことҎ֎に、ࠓճの調査で

明らかになったことをྻ記する。

①当遺跡南ଆにあたるＡ地区は、ஈٰのԑ辺部に位置するが、この一ஈ௿いஈٰ面からも໻ੜ

第23図　4#65実測図 第24図　4,41・39実測図
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を検出した。亀岡市教育委員会が̚・Ｇ地区西ଆ܈代の竪穴式住居跡࣌΍ඈௗ׹代中期の土器࣌

໿200̼付近のಉじ地形から਺多くの遺構を検出していることから、南方から西方にかけてのஈ

ٰԑ辺部にまで遺構がల։することが明らかとなった。

②Ａ地区の土器׹に加え、Ｄ－１地区から໻ੜ࣌代中期の土器をแ含する溝がみつかり、方形

周溝墓であることがわかった。周辺から出土遺物はなかったがಉ様に࿷ۂする溝がみつかり、こ

の付近に໻ੜ࣌代中期の墓域がల։することがわかった。

ᶅＤ－１・̚地区からೄ文࣌代ૣ期のԡܕ文を施す土器が΍΍まとまって出土した。੔地層΍

埋土中からの出土であったが、ૣ期の土器が出土した案࡯使遺跡が当遺跡南ଆに所在することを

含めると、この付近に当࣌の遺跡がల։するとࢥわれ、ࠓճو重な資料をಘることができた。

（岡⃻研一）

஫１　調査参加者（ॱ不ಉ）

　　　調査ิॿ員　ఱ஑ࠤӫ子・田中ಸ௡子・ࡔ内༟ࢤ・҆井ཀ子・ക村大ี・୩上真༝ඒ・平田ཅ一・

ໜ年・෰部݈ଠ࿠・関め͙みס・二・魚୩య主・松Ӝਔफ・Ӭ井୓໵ߒါ໵・大黒௺ڮ

　　　੔理員　ؙ୩はま子・中島ܙඒ子・井上૱・஡Ԃ໼ᆹ子・ਗ਼水友Ղ子・ٱถ੓代・य़೔ຬ子・ງ川多௡子・

ࢤ૱垣真代・岡田ߴ

　　　作業員　島௡イト子・近౻正༟・広੉ल෉・小ઘ正உ・୩৲小ちΚ・̓ ౻ඒஐ子・ਿ崎੐෉・ീ木まΏみ・

山田༏・平໺かすみ・ڮ本ୢ彦・西村ᚸٷ・岡本੖子・松田弘和・ᖒ田܄・寺町ٛ則・ീ木ඒ代子・

ٱརಸ・中ܙ౻҆・井ͦと子י・子・名૔উܙ౻҆・井ळ෉・田中康ຽ・西田和則・໺々村ത子י

保੩෉

第25図　出土遺物実測図（８）
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஫２　村田和弘ʮ２．അ路遺跡第３次ʯ『国Ӧ೶地࠶編੔උ事業ʮ亀岡地区ʯ関係遺跡（平成15年度）発掘調

査概報』（『京都府遺跡調査概報』第114࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005

　　　ੴ崎ળٱʮ３．ࡾ೔市遺跡第３次ʯ『国Ӧ೶地࠶編੔උ事業ʮ亀岡地区ʯ関係遺跡（平成15年度）発掘

調査概報』（『京都府遺跡調査概報』）第114࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005

　　　ੴ崎ળٱ΄かʮ１．஑৲遺跡第７次ʯ『国Ӧ೶地࠶編੔උ事業ʮ亀岡地区ʯ関係遺跡（平成16・17年度）

発掘調査概報』（『京都府遺跡調査概報』）第123࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007

　　　Ҿ原ໜ࣏΄かʮ４．ं௩遺跡第７次ʯ『国Ӧ೶地࠶編੔උ事業ʮ亀岡地区ʯ関係遺跡（平成16・17年度）

発掘調査概報』（『京都府遺跡調査概報』）第123࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007

　　　ੴ崎ળٱ΄かʮ蔵垣内遺跡第４次・国分古෿܈（ᶗ）ʯ『国Ӧ೶地࠶編੔උ事業ʮ亀岡地区ʯ関係遺跡

（平成16・17・18年度）発掘調査報告』（『京都府遺跡調査概報』）第129࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター）2008
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２．長岡京跡右京第953次
（7ANGNU-3地区）発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

؀状線（第５工区）地方道路交付֎ճの発掘調査は平成20年度ࠓ （ۚ֗路）業務委ୗに伴い、京都

府建設交通部の依頼を受けて実施した。調査地は京都府長岡京市西の京地内であり、北ଆは京都

市とྡ઀している。長岡京跡では西二๥大路および大路東ଆ溝のਪ定地にあたる。また、上ཬ遺

跡の東ྡ઀地に位置する
ㅭ㉅１ㅮ

。調査面積は720ᶷである（１区570ᶷ、2区100ᶷ、３区50ᶷ）。

周辺域の調査では、長岡京市立長岡第े小学ߍ建設に伴う右京第22・25次の調査において、長

岡京期の遺構としては、長岡京跡で࠷大ڃの掘立柱建物跡がݟつかった。近年では෬ݟ向೔町線

道路৽築工事に伴う調査で、長岡京期の遺構としては一৚大路南ଆ溝・西ࡾ๥๥間東小路東西྆

ଆ溝・右京二৚ࡾ๥ീ町域の掘立柱建物跡、下層の上ཬ遺跡の成Ռとしてはೄ文࣌代൩期の竪穴

式住居跡΍土器׹墓などがݟつかっている。

現地の発掘調査にあたっては京都府教育委員会、長岡京市教育委員会、（財）長岡京市埋蔵文化

財センター、（財）京都市埋蔵文化財研究所および地ݩ自࣏会の方々にお世࿩になった。記してײ

ँのҙを表する
ㅭ㉅２ㅮ

。発掘調査は、調査第２課調査第１係長小஑׮、ಉ主査調査員柴暁彦が担当した。

なお、調査に係る経費は、全ֹ、京都府建設交通部が負担した。

̎ɽௐࠪͷ֓ཁ（第２～４図）

調査では右京第584次調査の東ଆྡ઀地（３区）とͦの北ଆの一ஈ下がった水田部分の２か所

（１・２区）に調査区を設けた。表土および耕作土

は重機によりআ去した。Ҏ下に各地区の概要をड़

΂る。

第１図　調査地位置図
（国土地理院　1�25
000　京都西南部） 第２図　調査トレンチ配置図
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̍区　耕作土をআ去すると൙ཞ原中で自然流路跡

4R95301を֬ೝした。この流路は北東から南東へऄ行し

て流れていた。堆積土はԫ灰色および҉灰色砂礫層であ

る。この層にはೄ文࣌代൩期から平҆࣌代、中世、近世

の遺物をแ含していた。この堆積層をআ去すると、地下

水中のϚンΨン分が௜ணしたᒵ஡色の砂礫層（５層）が堆

積していた。この層を重機により໿２̼掘削すると、人

಄大の礫層がଓき、遺構は検出できなかった。

̎区　෯５̼ʷ19̼の南北トレンチである。第１層下

の灰色粘質土層は４層（２－B～̳）に分層できた。出土

遺物により中世から近世の堆積土と൑断した。遺構は検

出していない。この灰色粘質土層をআ去するとᒵ஡色の

礫層となる。部分తに੨灰色の粘砂質土が堆積していた。

この層にはຏ໓したਢܙ器の破片が含まれていた。

̏区　第584次調査地の東ଆに෯1.3̼、長さ38̼のト

レンチを設定した。表土層をআ去すると、北ଆでは灰白

色粘質土、南ではԫ׊色粘質土の遺構検出面となる。北

ଆは֧ཚのみで遺構は֬ೝできなかった。南ଆでは溝２

৚を検出した。4D95302は、෯1.5̼を測る断面がࡼ状の

溝である。4D95303は、෯2.4̼、深さ0.3̼を測る。遺物

は古෿࣌代後期のਢܙ器ഋ਎の細片がある。また断ち割

りによって、この下層で自然流路跡を֬ೝした。堆積土

の砂礫中には土ࢣ質の土器片が含まれていた。

̏ɽग़౔遺෺（第６図、図版第４）

１区から出土した遺物を中心に図ࣔした。１はೄ文࣌

代൩期のઙുのޱԑ部片である。ޱԑ端部֎面に１৚の

௜線をめ͙らͤ、ͦの下に２৚一૊の山形௜線を上下に

૬ରさͤて施文している。଻土の色調はԫ׊色で֯રੴ

を含んでいる。࣎賀ཬᶘ式である。２～６はఈ部片であ

る。３・４はਢܙ器の削り出しߴ୆である。５は灰ᬵಃ

器である。７は斜֨子ୟきの平נ片である。ম成は؁く

ೈ質であり、色調はᒵ׊色をなす。端面は࢒ଘするが、

ຏ໓のためԜ面の布目痕跡は֬ೝできない。白๟期のנ

とߟえられる。８は調査中、３区西ଆの畑で表࠾したೄ文 第３図　調査地平面図
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第４図　１～３区土層断面図



京都府遺跡調査報告集　第 1úú ࡭

-2û-

代のᏏੴであ࣌

る。Ꮟଧ痕とࡲ

痕が֬ೝでき

る。９は໻ੜ࣌

代のຏ製ੴ݋の

ਕ部片である。

᭩は不明ྎなが

ら֬ೝできる

が、ܽଛ部とਕ

部はՏ川を流さ

れたことによる

ຏ໣がஶしい。

10はサψΧイト

製のεクレイύ

ーである。

̐ɽ·ͱΊ

ճの発掘調査では明֬な遺構は֬ೝできなかった。１・２区では൙ཞ原の自然流路内に流れࠓ

込んだ砂層および砂礫堆積から、ຏ໓した遺物が਺े఺出土した。ྡ઀する右京第584次および

第691次調査においてもݦஶな遺構・遺物はݟられͣ、調査地近辺は土地ར用がرബであったと

流を含Ή調査地上流域に白๟期ࢧは、小畑川のנճ出土した֨子ୟきの平ࠓ、えられる。ただߟ

の寺院౳のଘ在をࣔࠦするものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柴　暁彦）

஫１　ࠓճの調査地は長岡京跡Ҏ֎にはࠓཬ、井ϊ内、上ཬ遺跡のいͣれのൣғにも含まれない。

஫２　ௐࠪࢀՃ رඒ子・Ѩ保༔ܙ中島（শུܟऀ）

ݙจߟࢀ
山本ً雄　ʮ長岡京跡右京第22・25次調査報告書ʯ－長岡京跡右京二৚ࡾ๥二・ࣣ町、上ཬ遺跡－（『長
岡京市埋蔵文化財調査報告書』第11集（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1997
山本ً雄　ʮ右京第122次調査概報ʯ（『長岡京市埋蔵文化財センター年報』昭和57年度（財）長岡京市埋
蔵文化財センター）1983
岩崎　੣　ʮ右京第691次（７ANGNDʖ２地区）調査概報ʯ（『長岡京市埋蔵文化財センター年報』平成
12年度（財）長岡京市埋蔵文化財センター）2002
ീ木厚೭　ʮ長岡京跡右京第584次発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査概報』第80࡭（財）京都府埋蔵文化
財調査研究センター
上村和௚΄か　ʮ長岡京右京二৚ീ・۝町跡、上ཬ遺跡ʯ（『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告』
2006－34（財）京都市埋蔵文化財研究所）2007
๥一・ീ町跡、上ཬ遺跡ʯ（『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告』ࡾか　ʮ長岡京右京二৚΄ܿ　ڮߴ
2007－12（財）京都市埋蔵文化財研究所）2008

第５図　出土遺物実測図（10の黒ృりは৽しいണ཭をࣔす）
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３.大山崎大枝線道路改良事業
関係遺跡発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

京都府を南北に࿈Ͷる交通路の੔උがਐめられる中、大山崎町から長岡京市、京都市西部にか

けては京都第二֎؀状道路の建設がܭըされている。ͦれに伴い、第二֎؀状道路周辺の道路੔

උがܭըされており、ͦ の一؀として、京都府は府道大山崎大枝線道路の改良事業をਐめている。

ճの調査は、京都府乙訓土木事務所の依頼により、府道大山崎大枝線道路の改良事業に伴い実ࠓ

施したものである。調査地఺は、府道大山崎大枝線と京都第二֎؀状道路の઀߹部分の本調査地

１か所（伊賀寺地区）、第二֎؀状道路内の試掘調査３か所（樽井地区・調子地区・円明寺地区）、

。４か所である（第１図）ܭ

本調査を実施した伊賀寺地区は、長岡京市下海印寺下内田地内にあり、長岡京跡右京ࣣ৚ࡾ๥

े二町（৽৚๥ݺশでീ৚ࡾ๥े町ɿҎ下ಉじ）に位置し、伊賀寺遺跡内にある。調査ର৅地は小

ઘ川൙ཞݯよりも１̼近くߴいஈٰ上であり、平成15年度に実施した第二֎؀状道路関係遺跡の

第１図　調査地位置図（国土地理院1�25
000京都西南部）
１.伊賀寺地区R943次　２.樽井地区Ｒ943次　３.調子地区Ｒ938次　４.円明寺地区R939・940次
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試掘調査（右京第799次調査）により、ೄ文࣌代から໻ੜ࣌代にかけての遺構が分布していること

が൑明していた
ㅭ㉅１ㅮ

。調査は、೶業用水路・೶道の֬保の関係から、３か所のトレンチに分けて、ܭ

1
045ᶷを長岡京跡右京第943次調査として実施した。現地調査期間は５月７೔～７月30೔までを

要した。

試掘調査は、樽井地区と調子地区・円明寺地区で実施した。

樽井地区は長岡京市友岡樽井地内にあり、長岡京跡右京第943次調査として実施したもので、

長岡京跡右京ࣣ৚ࡾ๥े二町（ീ৚ࡾ๥े町）に位置する。小ઘ川の旧流路内の土砂を֬ೝした。

調査は７月22・23೔に実施し、調査面積は10ᶷである。

調子地区は、長岡京市調子２丁目にあり、長岡京跡右京۝৚ࡾ๥一町（۝৚ࡾ๥ࡾ町）に位置し

第２図　伊賀寺・樽井地区調査トレンチ配置図

付表１　調査一覧

地区名 調査次਺ 所在地 長岡京ਪ定地、遺跡名 調査面積 現地調査期間 担当
円明寺 右京第940次 長岡京市調子

３丁目
長岡京跡右京۝৚ࡾ๥二町（৽৚๥
๥四町）、硲遺跡ࡾশɿ右京۝৚ݺ

430ᶷ ５月14೔～
６月27೔

森島

右京第939次 大山崎町円明
寺小字松田

長岡京跡右京۝৚ࡾ๥二町（৽৚๥
๥四町）、松田遺ࡾশɿ右京۝৚ݺ
跡

150ᶷ

調子 右京第938次 長岡京市調子
２丁目

長岡京跡右京۝৚ࡾ๥一町（۝৚ࡾ
๥ࡾ町）

175ᶷ ５月７೔～
５月27೔

中川

樽井 右京第943次 長岡京市友岡
樽井

長岡京跡右京ࣣ৚ࡾ๥े二町（ീ৚
๥े町）、友岡遺跡ࡾ

10ᶷ ７月22೔～
７月23೔

岩松

伊賀寺 右京第943次 長岡京市下海
印寺下内田

長岡京跡右京ࣣ৚ࡾ๥े二町（ീ৚
๥े町）、伊賀寺遺跡ࡾ

1
045ᶷ ５月７೔～
７月30೔

岩松・
ੴඌ
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ている。長岡京跡右京第938次調査として実施した。調査地は、現調子集མの所在するߴ୆から、

̟Ｒ西೔本మ道がある南に向けて地形が下り、໿４̼のߴ௿ࠩを༗している。周辺の調査では、

௿地では右京第851次調査（調子地区）で໻ੜ࣌代中期・ঙ内期、中世にࢸるまでの多くの流路跡

が検出されている
ㅭ㉅２ㅮ

。またߴ୆では、右京第825次調査の14トレンチで平҆࣌代の溝౳を֬ೝして

おり
ㅭ㉅３ㅮ

、右京第851次調査（調子地区）では໻ੜ࣌代とಸ良～平҆࣌代の柱穴を֬ೝしている
ㅭ㉅４ㅮ

。ର৅

地内に２本のトレンチを設定したが、ݦஶな遺構・遺物は֬ೝできなかった。現地調査は５月７

೔から５月27೔まで要し、調査面積は175ᶷである。長岡京跡右京第938次調査として実施した。

円明寺地区は、長岡京市調子３丁目・大山崎町字円明寺小字松田にあり、長岡京跡右京۝৚ࡾ

๥二町（৽৚๥ݺশɿ右京۝৚ࡾ๥四町）・松田遺跡・硲遺跡に位置している。ର৅地が１市１町

にまたがっており、長岡京市分を長岡京跡右京第940次、大山崎町分をಉ939次調査として実施し

た。過去の周辺での調査では、長岡京関係の遺構は֬ೝされていないが、松田遺跡では໻ੜ࣌代

後期～古෿࣌代の竪穴式住居跡が、硲遺跡では໻ੜ࣌代後期と古෿࣌代の竪穴式住居跡などが検

出されている。調査は５ܭ本のトレンチを設定して調査したが、ݦஶな遺構・遺物は֬ೝされな

かった。現地調査は５月14೔から６月27೔まで要し、調査面積は右京第939次調査・松田遺跡が

150ᶷ、右京第940次調査が430ᶷである。

現地調査は調査第２課調査第３係長ੴ井ਗ਼࢘、主任調査員岩松保・森島康雄・中川和哉、ઐ໳

調査員ੴඌ੓৴が担当した。૯調査面積は1
800ᶷである。現地調査ٴび੔理作業にあたっては、

多くの方々の参加をಘた。また、長岡京市教育委員会、大山崎町教育委員会、京都府教育委員会、

地ݩ自࣏会をはじめ、多くの方々に、ごࢦಋ・ご協力をいただいた。厚くお礼申し上げたい
ㅭ㉅５ㅮ

。

̎ɽௐࠪͷ֓ཁ

ʢ̍ʣ伊賀寺地区ͷௐࠪ

�ʣݕग़遺ߏ

とは໿１̼のݯճの伊賀寺地区の調査ର৅地は、ஈٰ上に位置しており、西ଆの小ઘ川൙ཞࠓ

は中世Ҏ߱に田畑ݯ௿ࠩがある。平成15年度に実施した右京第799次調査では、小ઘ川の൙ཞߴ

として土地ར用されており、ஈٰ上には広ൣғにೄ文࣌代の遺構が検出されるものとਪ定され

た
ㅭ㉅６ㅮ

؀状道路関係遺跡֎ճ調査した地఺の北西ଆにྡ઀した位置では、平成19年度に京都第二ࠓ。

で右京第927次調査が実施されており、ೄ文࣌代中期後半の竪穴式住居跡΍古෿࣌代後期の竪穴

式住居跡が検出された
ㅭ㉅７ㅮ

。ճの調査では、ͦの関࿈遺構が検出されることが期଴されたࠓ。

伊賀寺地区では、೶業用水路と೶道の֬保のためトレンチを３か所に設定して、遺構・遺物の

検出に౒めた（第３図）。南から北に向けて１～３トレンチとし、調査面積はͦれͧれ425.3ᶷ・

430.4ᶷ・189.3ᶷで、1ܭ
045ᶷである。

ᶃ̍τϨϯν

１トレンチの土層（第５図）は、現耕作土（第１層）下に旧耕作土・床土（第２～４層）が堆積して

おり、ͦの下位に第５層の҉׊色礫ࠞ土がある。この第５層には、एׯのਢܙ器と共に、ೄ文土
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器小片および໻ੜ࣌代後期～ঙ内期の土器小片がࠞじっていた。この下には第６層の୶஡׊色土

が堆積していた。第６層上面はトレンチの北西部がߴく、ここから東ଆ・南ଆに向けて؇΍かに

下る地形をなしている。トレンチ北辺の東西壁でݟると、調査地の西端から໿６̼東ଆでは、第

６層上面は標26.3̼ߴ付近にあり、ͦこから東ଆに向けてঃ々に௿くなる。かわりにͦれを෴う

第５層がঃ々に厚くなりつつ堆積している。第６層は調査地東端から６̼東ଆ付近では、標ߴ

25.85̼のߴさになっており、ͦこで第６層の堆積はऴわっている。ͦこから東にかけては、第

第３図　伊賀寺地区１～３トレンチ主要遺構配置図
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６層の下位にある第８層の୶灰׊色砂礫がಉレϕϧに広がっており、トレンチの東端では΍΍斜

めに上がる堆積となる。このことから、第８層は第６層の下にも͙り込み、第６層の堆積の܏斜

とはٯに、西に下る地形を༗しているものと൑断される。東端付近では、第５層も第８層とಉじ

く、斜めに上がる堆積となっている。࠷ऴతにトレンチ東端付近の第６・７層を南北方向に断ち

第４図　伊賀寺地区１トレンチ検出遺構配置図
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割ったとこΖ、トレンチの北辺付近で第８層がܹٸにམち込み、֬ೝしただけでも໿50ᶲのߴさ

の崖面を形成していた（第４図サブトレンチ内東壁土層）。この第８層の崖面は第５図東壁土層で

もͦの一部がೝめられた。この崖面は、後ड़のように２トレンチ西南の崖ＳＸ29に向けて東西方

向にԆびているとਪ定され、北壁東西土層は、北東から南西に下る܏斜面を΄΅東西方向に࡯؍

していることとなる。第６層の東への܏斜と第８層の西への܏斜は、ͦの斜面のམち込みである

第６図　伊賀寺地区１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ02・炉跡実測図

第５図　伊賀寺地区１トレンチ土層図
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と理解することができる。ͦして、ઌड़の第６層と第８層の܏斜の

ҟなり΍第５・８層がトレンチの東端部分で東ଆに上がる܏斜にな

ることも理解できる。

調査は第５層をআ去した面、第６～８層の௚上で行い、西端では

ঙ内期の竪穴式住居跡・土坑を検出した。トレンチの東半では、小

ピット΍風౗木痕状の土色・土質のҧいを֬ೝしたが、֬実に遺構

と൑断できるものはなかった。また、サブトレンチの断ち割りの中

からは、第６層を中心にしてೄ文࣌代後期の土器片がൺ較త多く出

土したが、この下面では遺構を֬ೝできなかった。

１トレンチでは、トレンチの西半部で、竪穴式住居跡２ج、土坑２ج、ピットを検出した。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第６図）　調査地の南西部で検出した方形の竪穴式住居跡で、5.65ʷ5.8

̼、検出面からの深さは࠷大で40ᶲである。主柱穴は４جを֬ೝし、40～20ܘᶲ、深さ20～25ᶲ

である。北東壁の全部と西北壁・西南壁の一部に周壁溝が作られていた。床面の΄΅中ԝでは、

は、壁جの土坑が重ෳしていた。重ෳ関係から、̘ˠＢˠＡのॱに৽しくなる。Ａ・Ｂの２ج３

面が੺くমけていることから、炉を作りସえたものと൑断した。࠷ॳの炉跡̘は60ᶲʷ60ᶲҎ上、

深さ20ᶲで、内部は஡׊色土で埋まっており、土坑の壁面は一部が੺くমけていた。ͦの北ଆの

炉跡Ｂは、ܘ໿60ᶲ、深さ12ᶲの円形をఄしている。壁面がমけており（第６図右上第３層）、内

部にはম土を含Ή୶஡׊色土（ಉ第２層）で埋まっていた。この炉跡の西ଆに重なって40ܘᶲ、深

さ໿30ᶲのピットＡが掘り込まれていた。前２者とҟなり、壁面はমけておらͣ、埋土にম土も

含まれていなかった。南東辺の中ԝに80ʷ105ᶲ、深さ32ᶲのஷ蔵穴状の土坑が設けられていた。

この土坑の北東۱には、෯50ᶲ、長さ30ᶲ、深さ15ᶲのςラε状の掘り込みがೝめられた。この

土坑内ٴび上面の床面より΍΍上位で壺（第29図107）、ߴഋ（116）が小片となって集中して出土し

た。また、炉跡の西ଆでは、床面・埋土中で、ߴഋ（117）の土器片が集中して出土した。これら

の土器は、住居をഇغするஈ֊で、ஷ蔵穴΍竪穴を埋め໭したࡍに破ࡅした土器をೖれ込んだも

第７図　伊賀寺地区１トレン
チ竪穴式住居跡05実測図

第８図　伊賀寺地区１トレンチ土坑ＳＫ13実測図
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のとࢥわれる。住居跡の埋土は灰׊色粘質土で、周壁溝を埋める位置には第２層のԫ׊色砂質土

が堆積していた。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第７図）　調査トレンチの南西部で検出した。検出面からの深さは࠷大

で12ᶲఔ度で、部分తには２～３ᶲしかない。ఈ面で、෯10ᶲఔ度、深さ２～５ᶲの溝が壁面に

平行して検出されたことから、竪穴式住居跡の竪穴と周壁溝と൑断し、竪穴式住居跡の一部と൑

断した。平面形はހ状または؇΍かな̡字状をఄしており、竪穴式住居跡ＳＨ02とಉじく۱ؙ方

形の住居跡とすると、ͦの南東۱部分、1.6̼ʷ1.6̼のൣғに૬当する。ͦの大部分は調査地֎

である。

౔̨̠޵��（第８図）　トレンチの北西部で検出した土坑で、΄΅東西方向を向く。長辺は࠷

大で1.7̼、୹辺は１̼で、ఈ面は中ԝ部が࠷も深く、検出面からの深さは࠷大で25ᶲを測る。

土坑の南東部は、໿10ᶲ下がってςラε状をఄしており、ͦの形状が竪穴式住居跡ＳＨ02のஷ蔵

穴と近ࣅしている。竪穴式住居が削平を受けたՄೳੑがある。中ԝ部΍΍西ଆのఈ面近くでは、

໻ੜ࣌代後期～ঙ内期の壺・ᙈ（第29図110～112）が破ࡅされた状ଶで検出した。

౔̨̠޵��（第４図）　竪穴式住居跡ＳＨ02の南東に近઀して検出した土坑で、෯1.2̼、長さ

1.5̼Ҏ上で、調査地֎に৳びる。深さは２～５ᶲఔ度で、埋土中よりঙ内期の土器片が出土し

ている。

色砂が埋まっていた。掘׊で、埋土はԫށトレンチの西南۱で検出した井　（第４図）ށ୅Ҫݱ

削を行っていない。

ᶄ̎τϨϯν

２トレンチの現地表面は26.9̼付近で、層序は、現耕作土（15～20ᶲ）下に床土・旧耕作土・旧

床土が15～40ᶲあり、ͦの下位に第３層の҉׊色砂礫土が、໿30ᶲの厚さで堆積している。この

層の下位には、遺構を検出したϕーε面である୶஡׊色砂質土層、灰白色砂礫層が堆積している。

このϕーε面のߴさは、北東部では26.4̼近辺にあり、北西部では26.4̼付近、南西部では26.4

̼付近、南東部では26̼付近にあり、大きくは北西から南東に向けて下る܏斜をなしている。҉

代までの遺࣌代から古෿࣌色砂質土層・灰白色砂礫層上面で、ೄ文׊色砂礫土をআ去した୶஡׊

構を検出した。҉׊色砂礫土中にはೄ文土器片が含まれているが、この下面で古෿࣌代の遺構を

検出したことから、҉׊色砂礫土は古෿࣌代Ҏ߱の堆積層と൑断される。

遺構としては、ೄ文࣌代後期後半の竪穴式住居跡２جҎ上・火葬墓２ج・土壙（墓）16ج、古෿

期不明のピットを検出した。なお、竪穴式住居跡࣌、代のピット࣌代後期の溝・ピット、平҆࣌

ＳＨ01から火葬墓ＳＫ26にかけてのམち込み、竪穴式住居跡ＳＨ25の東ଆをめ͙るހ状のམち込

みは、遺構を検出するために掘り下げたものであり、遺構ではない。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第11図）　トレンチの中ԝ部΍΍東ଆの南辺で検出した半円状の土坑で

ある。竪穴は一辺4.6̼ఔ度の۱ؙ方形もしくは６̼～５ܘఔ度の円形をఄするものと෮ݩでき

る。竪穴の埋土は３層に分かれ、第１層の҉஡׊色砂質土内からは多くの土器が出土したが、ಛ

に第１層下面にషり付く状ଶであった。竪穴のఈ面は南に向けて໿30ᶲ下る܏斜面をなしており、
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第２・３層中からも土器片が出土したが、ͦれͧれ

の土層の下面で土器片が集中する状況ではなかった。

このような土器の出土状況から、竪穴ఈ面および第

１層下面がҟなる࣌期の住居床面であったՄೳੑが

ある。

この竪穴の第３層下面で半円状にฒͿ柱穴４جを

検出した。これらのうち、柱穴̲は竪穴上面で検出

していたことから、ଞの柱跡もまた上面から掘り込

まれたものとਪ測される。ͦの配置から、竪穴式住居跡の主柱を構成していたものとਪ測される

が、遺構のઌ後関係より、竪穴式住居跡ＳＨ01に後出する竪穴式住居があったものとਪ測される。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第11図）　調査地南東部で検出した円形の住居跡で、୹2.8̼ܘ、長3.5ܘ

̼のପ円形をఄし、検出面からの深さは࠷大で20ᶲを測る。主柱穴は検出できなかったが、円形

第９図　伊賀寺地区２トレンチ検出遺構

第10図　伊賀寺地区２トレンチ土層柱状図
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をఄすること、床面中ԝで炉跡と൑断されるম土を検出したことから、竪穴式住居跡と൑断した。

炉跡は50ᶲʷ60ᶲのପ円形をఄし、竪穴の΄΅中ԝに位置している。深さは࠷大で12ᶲで、ఈ面

が੺くমけていた。炉跡の北東ଆは、40ᶲʷ50ᶲの円形をఄした深さ໿20ᶲのピットにより破յ

されている。竪穴の南辺位置には、土壙墓ＳＫ27が上位から掘り込まれている。竪穴式住居跡の

床面௚上の土砂をચড়したが、ݦஶな遺物

をճ収することはできなかった。

࿍跡̨̠��（第13図）　竪穴式住居跡ＳＨ

01の北ଆで検出したম土で、65ᶲʷ75ᶲの

円形をఄする。厚さ５ᶲऑのম土が分布し

ており、炉跡と൑断した。南ଆは、柱穴̲

により一部削られている。竪穴が削平され

た住居の炉とਪ測される。

Ր૴ุ̨̠��（第12図）　トレンチの中ԝ

΍΍南دりで検出した。平面形は

ཛ形をఄしており、124ʷ105ᶲ、

深さ50ᶲの坑に多਺の人骨片がೲ

められていた。埋土をճ収しચড়

したとこΖ໿10LHの骨をճ収し

た。骨は細片となっており、一部

に大きな骨がฒ΂たようになって

いた。骨は一ݟしてόラόラな状

ଶであり、ଞॲで火葬した後に埋

め置かれたものである。

土坑の内部には、࠷下位に５層

第12図　伊賀寺地区２トレンチ炉跡ＳＫ24、ＳＨ25炉跡
実測図

第13図　伊賀寺地区２トレンチ火葬墓ＳＫ03実測図

第11図　伊賀寺地区２トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ01、竪穴式住居跡ＳＨ25実測図
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の஡׊色土を10～20ᶲ、ͦの上にম土・୸が多くࠞじる３・４層が10ᶲఔ度あり、ͦの上位に骨

片を多く含Ή２層の҉஡׊色土が25ᶲఔ度堆積していた。ൺ較త大きめの人骨がฒ΂られていた

のは２層上面である。この上面に஫ޱ土器１఺をೲめており、これを埋める１層の҉׊色土にも

わͣかながら骨片が含まれていた。஫ޱ土器は஫ޱ部がંられて、എ後を割られていた。人骨の

ؑ定によれば、遺֚はす΂て骨が৽઱な状ଶの࣌に火葬されており、গなくとも10ମの人骨がೝ

められ、成人が８ମ、10代後半と５歳Ҏ下の子ڙ各１ମを֬ೝできるが、ͦのஉঁൺは不明であ

る。

３・４層のম土にわͣかに骨片がࠞじることから、遺֚をমいた場所のম土を削りऔって埋め

たと൑断される。２層はඍ細な骨片・骨、୸化物が多くࠞじり、ম土が΄とんどࠞじらないこと

から、火葬ऴྃ後に、地表上に堆積した୸化物・骨と൑断される。２層上面にはൺ較త大きめの

骨がฒ΂られていたので、࠷ॳに大きな骨だけをऔり置いたのであΖう。１層にもඍ細な骨片が

含まれていたが、ͦのྔもわͣかであることから、ҙ図తに骨をࠞೖしたものではなさͦうであ

る。

஫ޱ土器内から出土した୸化物の

์ࣹੑ୸ૉ年代は、暦年較正年代（１

Ў）が1608～1570#.$.（23.8ˋ）、1561

～1497#.$.（44.4ˋ）である。

Ր૴ุ̨̠��（第14図）　火葬墓

ＳＫ03の東ଆ໿８̼のとこΖに位置

している。土壙のن໛は、405ʷ285

（ɸ࠷大）、400ʷ240 （ɸ中ԝ）、深さ

40 （ɸ࠷大50ᶲ）である。ম土・ඍ細

な骨・୸が厚さ10～15ᶲのଳ状には

いっていた。΄΅全面にম土・ඍ細

な骨・୸化物が分布するが、平面త

には４ないし５܈に集中するように

える。火葬墓ＳＫ26では、骨・মݟ

土・୸化物が１セットとなり４～５

をなしていた。これらはඍ細な骨܈

がࢄらばった状ଶであったが、西南

部では಄֖骨・下ֺ骨・࿤骨・௣骨・

長؅骨・ख骨・଍骨とࢶ骨・四ߕݞ

いった全਎の骨が30ʷ12ʷ12ᶲの中

に、四ࢶ長؅骨を中心としてଋͶら

れた状ଶであった。１ମ分の骨を１ 第14図　伊賀寺地区２トレンチ火葬墓ＳＫ26実測図
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か所に集めて埋ೲし、ͦの周ғにম土・୸化物を置くというのが火葬墓ＳＫ26での埋ೲの࢓方で

あったと૝定される。火葬墓ＳＫ03と較΂て骨片はඍ細であり、当ॳ人骨とはؑ定できなかった

が、࢒りの良い一܈をݟつけるにࢸって、人骨とಉ定できた。火葬墓ＳＫ03とಉ様、ߴԹでমか

れている。

内部のੴ΍土壙の壁面がমけていないこと、୸・人骨・ম土のセットが層序をなして堆積して

いないこと、ম土は小さなմとなってࡅかれた状ଶであること、南東部分で検出した人骨はൺ較

త大きく、಄֖骨・下ֺ骨・࿤骨・௣骨・ߕݞ骨・四ࢶ長؅骨・ख骨・଍骨がଋͶられた状ଶで

あることから、ଞॲで火葬された骨・୸化物・ম土が土壙内にೲめられたと൑断した。

土壙内の໿1�2の土砂をચড়してճ収した人骨の૯ྔは໿１LHである。人骨のؑ定の報告にあ

るように、細片が多く、ಛ定できたのは南東部の集骨だけで、֬実なのは１ମだけであるが、ম

土・୸・骨の分布からおͦらく４～５ମҎ上の骨がೲめられている。

埋土中にはೄ文土器片がൺ較త多くࠞじるが、ҙ図తに埋ೲされたようなものは֬ೝできなか

った。ચড়土中より、ۄ（ઠ޸のあるもの）４఺（半ࡋ඼）、ಉੴ質の小破片໿15఺をճ収し、分ੳ

の݁Ռ、ปۄであることが明らかとなった。火葬࣌にண૷されていたものかどうか、෭葬඼であ

るのか、不明である。また、ੴ᭲４఺が出土したが、破ଛしたものである。この΄かに、サψΧ

イトの剝片が多くճ収できた。

土壙内から出土した୸化物の์ࣹੑ୸ૉ年代は、暦年較正年代（１Ў）が1609～1514#.

$.（68.2ˋ）である。

౔̨̠޵��（第15図）　火葬墓ＳＫ26の北東部で検出した土坑で、火葬墓ＳＫ26と重ෳ関係を

༗し、火葬墓ＳＫ26にઌ行するものである。検出࣌には、ݓ大から人಄大のੴが集中し、火を受

第15図　伊賀寺地区２トレンチ土坑ＳＫ20実測図
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けて੺化したੴもࠞじっていた。また、検出面では、わͣかながら、୸・ম土が含まれているの

がೝめられた。検出したੴ礫は、北辺・東辺が௚線తにଗっているようにもݟえたため、当ॳ、

ੴ૊み遺構と૝定したが、࠷ऴతには不定形の土坑の内部にੴをೖれたものと൑断した。南北

1.55̼、東西1.4̼の不੔形な方形をఄし、断面をݟると２ஈの掘形となる。１ஈ目は10～15ᶲ掘

られて、΄΅平らとなり、２ஈ目は、中ԝに70ʷ90ᶲ、深さ25ᶲのପ円形のεϦόチ状の土坑、

北端に30ʷ60ᶲ、深さ10ᶲの長方形の土坑がઠたれている。検出面からの深さは࠷大で33ᶲであ

る。ج本తには、第１層の҉׊色粘質砂が埋土としてあり、この土砂中に୸化物・ম土がわͣか

にೝめられ、しかも਺ミϦఔ度の骨片も਺఺出土した。この第１層の上部にੴ礫がೖっていた。

第１層の下位には第２層の明׊色粘質砂が部分తに堆積していた。骨片がわͣかに出土したが、

土坑の形状が不定形であることから、土壙墓とは൑断できない。火葬墓ＳＫ03・26はともに火葬

した場所のম土をૡきऔっているものとਪ測されることはઌड़したとこΖであるが、土坑ＳＫ20

からはম土・୸化物と共に骨片がわͣかに出土したこと、埋土が２層あり、掘りฦされたとも൑

断できるため、遺֚を火葬した場所ͦのものであるՄೳੑがࢦఠできる。

土壙（墓）は16ج検出した。人骨の出土はݟなかったが、調査地の南東部に集中していること、

近઀して火葬墓ＳＫ03・26を検出したことから、土壙墓と理解して報告する。

౔ᆮุ̨̠��（第17図）　長辺1.3̼、୹辺0.85～1.1̼、深さは0.15̼である。

౔ᆮุ̨̠��（第17図）　トレンチの西南部で検出した土坑で、壁面の立ち上がりは؇΍かで、

南辺にԊって２ஈ墓壙状をఄしている。長辺1.8̼、୹辺0.82̼、深さ࠷大で0.2̼である。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　土壙墓ＳＫ07に੾りউち、土壙墓ＳＫ21に੾り負けている。長辺が

1.25̼、୹辺が0.7̼、検出面からの深さは25ᶲである。東辺は؇΍かに立ち上がるのにରして、

西辺は΍΍Φーόーϋングؾຯに立ち上がる。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　土壙墓ＳＫ06に੾り負けており、長辺1.2̼、୹辺0.7̼、検出面から

の深さ໿10ᶲである。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　土壙墓ＳＫ10の北東ଆに重ෳしており、੾り߹い関係より土壙墓Ｓ

Ｋ10に後出するものである。۱ؙ方形をఄしており、長辺1.15̼、୹辺1.05̼、検出面からの深

さは࠷大で15ᶲである。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　火葬墓ＳＫ26の北部で検出した土坑で、΍΍いびつな長方形をఄす

る。長辺2.2̼、୹辺は1.1～1.4̼、検出面からの深さは࠷大で15ᶲである。埋土は҉ԫ灰色礫ࠞ

土である。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　土壙墓ＳＫ08の南西ଆにあり、੾り߹い関係より土壙墓ＳＫ08にઌ

行するものである。不定形な方形をఄしており、長辺1.1̼、୹辺0.8̼、検出面からの深さは࠷

大で6ᶲである。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　平面形は長方形をఄしており、長辺1.3̼、୹辺0.7̼、検出面からの

深さは࠷大で10ᶲである。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　トレンチの南部で検出した土坑で、長辺1.2̼、୹辺0.7～0.9̼、深さ
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第16図　伊賀寺地区２トレンチ土壙墓実測図（1）
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10ᶲを測る。

౔ᆮุ̨̠��（第17図）　トレンチの南東部で検出した土坑で、長辺1.4̼、୹辺1.05̼、深さ

40ᶲを測る。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　土壙墓ＳＫ06に੾りউつ土坑で、平面は長ପ円形をఄする。長辺1.95

̼、୹辺1.3̼、検出面からの深さ15ᶲである。ఈ面はತԜをఄしている。

౔ᆮุ̨̠��（第17図）　トレンチの南東部で検出したもので、竪穴式住居跡ＳＨ25に੾りউ

つ土壙である。平面は長ପ円形をఄする。長辺1.45̼、୹辺0.65～1.15̼、検出面からの深さは

大60ᶲである。埋土中にわͣかではあるが、ম土・୸化物がࠞじっており、火葬骨をೲめたՄ࠷

ೳੑがある。埋土をચড়したがݦஶな遺物はճ収できなかった。

౔ᆮุ̨̠��　平面形は東辺がӶ֯となる୆形をఄしており、長辺0.8̼、୹辺0.45̼、検出

面からの深さは࠷大で15ᶲである。

౔ᆮุ̨̠��（第17図）　火葬墓ＳＫ26に南半がյされており、現ଘの長さ1.0̼、୹辺は0.7～

0.9̼、検出面からの深さは࠷大で35ᶲである。

第17図　伊賀寺地区２トレンチ土壙墓実測図（2）
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౔ᆮุ̨̠��（第17図）　平面形は۱ؙ長方形で、長辺1.25̼、୹辺0.75̼、検出面からの深さ

は࠷大で７ᶲである。

౔ᆮุ̨̠��（第16図）　南ଆの竪穴式住居跡ＳＨ25に੾りউつ土坑で、平面形は南ଆに΍΍

す΅Ή۱ؙ長方形で、長辺1.6̼、୹辺1.35 。大で30ᶲである࠷検出面からの深さは、（大࠷̼）

֑໘̨̭��　調査地の西南部、溝ＳＤ05の下位で検出した土坑状のམち込みで、西北西－東

南東方向に΄΅௚線తに検出した。検出した深さは໿50ᶲあり、南に向かってさらに深くなる。

壁面は΄΅௚に立ち上がる。埋土は୶஡ԫ色土～஡׊色土で、１トレンチ東端のサブトレンチ内

の堆積土に近ࣅし、ͦの崖面に࿈なるものとਪ定される。内部からಉじく、ೄ文土器片が出土し

ている。

に੾られている。平ށトレンチ南西部で検出した溝で、西端は現代のϞϧタϧ井　��̨̙ߔ

面形はＳ字状をఄしているが、۶ۂ部のۂがりは؇΍かである。東半部の、ੴが్੾れる辺りか

ら北東部にかけてはঃ々にઙくなり、࠷ऴతには検出面とಉじߴさとなってऴわる。෯は࠷大で

1.35̼、深さは࠷大で20ᶲ、૯長໿6.2̼にわたって検出した。南辺溝の埋土中に人಄大のੴが集

中しており、ੴの間でਢܙ器ഋ਎・ഋ֖が΄΅完形の状ଶで検出できた（第30図118～122）。ͦの

ੑ֨は不明である。

ϐοτ̨̥��　トレンチ北辺の中ԝ付近で検出したピットで、内部に΄΅完形のਢܙ器ߴഋ

（第30図123）が正立して出土した。ن໛は45ʷ50ᶲ、深さは15ᶲである。

30ᶲ、深さ５～10ᶲのもܘ、のピットでجトレンチ西辺の中ԝ部で検出した４　��̨̖ྻࡤ

ので、柱間は1.6̼を測る。遺物は出土しなかった。

で、溝ＳＤ05に੾りউつものである。Ϟϧタϧの井ށ調査地の西南۱で検出した井　ށ୅Ҫݱ

。ଆを֬ೝしたށ

ᶅ̏τϨϯν（第19図）

第18図　伊賀寺地区２トレンチ溝ＳＤ05実測図



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡発掘調査報告

-û1-

２トレンチより一ஈߴい水田となっており、現地表のߴさは27.2̼付近である。現地表下໿65

ᶲの間は現代耕作土と床土、旧耕作土・旧床土が堆積している。この下には୶ԫ׊色砂質土・୶

஡׊色砂質土が堆積しており、この上面が遺構検出面である。いわば、耕作土関係の層序の下が、

す͙に遺構面となる。トレンチの南辺部には୶灰色砂礫（ＳＸ37）が堆積しており、ೄ文土器片が

含まれていた。遺構と言うよりも、地形のۼ地に遺物がೖり込んだ状況であった。

検出した遺構には、ೄ文࣌代中期຤の炉跡ٴびͦの周ғの柱ྻからなる竪穴式住居跡、ೄ文࣌

代～平҆࣌代のピット౳を検出した。

࿍跡̨̠��（第21図）　トレンチ中ԝ部分で検出した炉跡である。竪穴式住居跡ＳＨ20床面の

中ԝ΍΍東ଆに位置し、竪穴式住居跡ＳＨ20に伴うものとߟえられる。北東辺には長さ65ᶲ、෯

50ᶲ、厚さ20ᶲの大形のੴがਾえられており、ଞ辺は粘土をషり付けたものである。まͣ、60ʷ

70ᶲ、深さ໿30ᶲの坑を

掘り、坑のఈを第５層で

埋めて੔地し、北東斜面

にੴをਾえてݻ定する。

第５層の上面および坑の

３方向には厚さ２～５ᶲ

に粘（質）土をషり付け

る。また、炉本ମを中心

に110ʷ130ᶲఔ度のൣғ

にも粘（質）土をషり付け

ており、南ଆで໿10ᶲ、

北ଆで໿20ᶲのൣғは೤

により੺化している。火

をසൟに使用したため

に、ੴࡐはমけて੺化し

ており、しかもॎ方向に

ͻび割れており、ੴࡐを

औり上げた࣌఺でόラό

ラになった。炉本ମの粘

土部分もまた、火のため

に੺くม色し、ݻくমけ

ていた。炉の内部には土

器片΍ম土、মけたੴが

٧まっており、これらを

औりআくと、炉本ମのఈ 第20図　伊賀寺地区３トレンチ土層図

第19図　伊賀寺地区３トレンチ検出遺構
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面のম土が長40ܘᶲ、୹25ܘᶲ

のପ円形にૡきऔられていた。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��　炉跡Ｓ

Ｋ19の周ғでは、主柱穴６جと

ஷ蔵穴と൑断される土坑を検出

した。竪穴式住居跡の竪穴部分

がす΂て削平を受けているため、

竪穴式住居跡のن໛は不明であ

るが、΄΅円形にฒͿ柱穴の௚

は、6.3～7.4̼を測る。炉跡Ｓܘ

Ｋ19は柱跡から෮ݩできる住居跡中ԝ部より΍΍東に位置している。炉跡ＳＫ19の北東部分から

東ଆにかけては、ೄ文土器片が広ൣғにࢄらばっており、΄΅ಉ一平面で検出したことから、竪

穴式住居の床面にషり付いていたものと理解できる。主として、北白川̘式期の土器片が出土し

たが、ݩ住٢山～ٶୌ式の土器片も਺఺出土した。

Ҫ̨̚ށ��　トレンチの西南部で検出したੴ૊みの井ށである。現代೶業用の溜井ށで、໿

50ᶲ掘り下げたとこΖで、ੴ૊みが਺ஈ分֬ೝできたが、これらのੴࡐの҆定がѱいため、これ

Ҏ上の掘削をऔり΍めた。2.2̼～2.0ܘである。遺物の出土はなかった。

མͪࠐΈ̨̭��　井ށＳ̚38の東ଆで検出した、長さ4.3̼Ҏ上、෯2.3̼Ҏ上、深さ࠷大で20

ᶲのམち込みである。第20図の３トレンチ南壁土層の第７層୶灰色砂礫に૬当するもので、内部

よりೄ文土器片が出土している。ͦのੑ֨は不明である。

３トレンチの北半では、50～30ܘᶲのピットを多਺検出した。ਢܙ器を出土するものもあるが、

大半はೄ文土器片が出土するものである。柱のฒびにن則ੑはແく、トレンチ南半で竪穴式住居

跡ＳＨ20を検出したことから、北半の柱跡もまた、ೄ文࣌代の竪穴式住居跡の主柱穴とਪ定され

るが、炉跡΍ஷ蔵穴状の土坑の検出もなく、ͦのৄ細は不明である。

�ʣग़౔遺෺

出土遺物には、１トレンチの竪穴式住居跡・土坑から出土した໻ੜ࣌代後期～ঙ内式の土器、

２トレンチのแ含層・土坑・竪穴式住居跡から出土したݩ住٢山式～ٶୌ式のೄ文土器、溝ＳＤ

05から出土した古෿࣌代後期のਢܙ器、３トレンチから出土した北白川̘式２～３期のೄ文土器

がある。཯ྩ期のਢܙ器も３トレンチのピットからわͣかに出土しているが、細片のみで、ৄ細

は不明である。また、נ器΍࣓器も΄とんど出土していない。

ᶃೄจ౔ث

ೄ文土器は主として２・３トレンチで出土した。大まかには３トレンチで出土したものは、北

白川̘式２～３期で、２トレンチ出土のものはݩ住٢山式～ٶୌ式の年代؍が༩えられる。

第22～24図は、北白川̘式の土器܈で、３トレンチＳＨ20床面およびＳＫ19から出土したもの

が΄とんどである。

第21図　伊賀寺地区３トレンチ炉跡ＳＫ19実測図
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１～８は主文様ଳをོଳでғΉものである。１は平ޱԑの深ുで、෯広のޱԑがわͣかにʮくʯ

字状に۶ۂして立ち上がる。ޱԑ部文様ଳには̪ٯ字形に多重௜線が施されており、ͦの྆ଆが

ॎ方向のོଳで区分されている。ޱԑと಑部の間にོଳがあり、主文様をғΉ形となる。಑部に

は、௚線と೾状のਨ下௜線がඳかれている。３トレンチＳＨ20から出土した。２は平ޱԑで、̪

字状にོଳで区ըし、ͦの内部にހ状に多重௜線をඳく。಑部は３本のਨ下௜線があり、ͦの間

にॎの೾状௜線が施されている。ޱԑ端面にೄ文がݟてऔれ、Ｒ̡である。３トレンチＳＫ19か

ら出土した。３はޱԑ端部付近の破片で、ޱԑが֎܏して立ち上がる。ࢗಥ文がॆరされている

方形区ըおよびͦの左ଆはོଳで区分されており、Ӕר文が配されるのであΖう。಑部はＲ̡の

ೄ文地である。３トレンチＳＨ20から出土した。４は೾状ޱԑで、΍΍内࿷して立ち上がるӔר

文がඳかれ、ͦの上方と下方に௜線１৚がඳかれており、ପ円形区ըをなしている。Ӕר文のま

わりには΍΍੝り上がったོଳがݟてऔれる。ޱԑ端部、֎面にはೄ文がݟてऔれるが、ຎ໓の

ため、ৄ細は不明である。２トレンチ南東部҉׊色砂礫から出土した。５～８は、ޱԑと಑部の

のོଳがೝめられる破片である。５はԣ方向のོଳの上辺に௜線がඳかれており、಑部には２ڥ

本のਨ下௜線がݟてऔれる。３トレンチＳＨ20床面から出土した。６はӔר状の௜線の下にོଳ

がある。３トレンチＳＸ37から出土した。７はོଳの上辺に௜線で区ըされており、಑部のೄ文

地がݟてऔれる。３トレンチＳＨ20床面から出土した。８は多重௜線がඳかれており、ͦのԣが

ོଳとなっている。３トレンチＳＨ20床面から出土した。

９・10は、ོଳによる区ըはೝめられͣ、文様ଳのҧいでޱԑ部と಑部のҧいを構成すると൑

断される破片である。９はପ円形区ը文で、ͦの内部はʮくʯ字筆ॱのӋ状௜線でॆరされてい

る。ପ円形区ըଳのԣにはӔר文もしくは半円形の重ހ文が配置されている。ともに、３トレン

チＳＨ20から出土した。10は、Ｓ字の文様の左ଆにӋ状௜線をॆరしたପ円形区ը文を配してい

る。

11・12は上記深ുの文様ଳと൑断されるもので、３トレンチＳＨ20床面から出土した。11はࢗ

ಥ文で、12はӋ状௜線が３ྻඳかれており、ͦれͧれのྻは、左から右方向に向けてඳかれてい

る。

13～20は、ޱԑから಑部を多重௜線で施文する深ുである。文様は、区ը文（13～15）、࿈ހ文

（16～19）、ͦのଞ（20）がある。

13はΩϟϦύー形の器形をなした深ുで、ޱԑ端部௚下に１৚の௜線をҾき、ͦの下にॎ方向

の௜線で೾状文・஛؅文が施されている。ิम޸がઠたれている。３トレンチＳＨ20から出土し

た。14は、15とಉじ໛様構成で、ཬ木ᶘ式のΩϟϦύー形の器形を色ೱく࢒す形状である。ޱԑ

部に１৚の௜線、ͦの下に෯のڱい方形区ը文を３୯位と１৚の௜線を࿈Ͷ、಑部下半にはॎ方

向のਨ下௜線を配する。右ଆはಉ様の໛様が施されているが、左ଆは、ހ状の௜線がඳかれてい

るようである。14は、ೄ文は̡Ｒである。15は14と較΂てޱԑ端部が΍΍上方に立ち上がる形状

を༗する。ೄ文は̡Ｒである。ともに、３トレンチＳＨ20から出土した。16は೾状ޱԑを༗する

深ുで、８୯位に෮ݩできる。ޱԑ下に１৚の௜線がめ͙り、ͦの下にପ円区ը文が施される。
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第22図　伊賀寺地区出土遺物実測図（1）
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さらにͦの下には、７৚の平行に近い多重ހ線文がඳかれ、಑部は３本のਨ下௜線となっている。

ԑ部にもೄ文が施文されており、ೄ文地̡Ｒを施文後に௜線が施文されている。３トレンチＳޱ

Ｋ19から出土した。

17～20は࿈ހ文で文様を構成するものである。17は、೾状ޱԑの೾௖部で、内࿷して立ち上が

る。ޱԑに平行な௜線２৚があり、ͦの下にӔר文がඳかれる。ޱԑ端部、֎面には̡Ｒのೄ文

がݟてऔれる。18は平ޱԑがඳかれ、ޱԑ௚下にପ円形の区ը文、ͦの下にʮのʯ字の௜線をめ

͙らすものである。ೄ文は̡Ｒである。17・18は、３トレンチＳＨ20から出土した。19は３トレ

ンチＳＸ37から出土した。20は、ޱԑ部にං厚した粘土が内ଆにંりۂげられている。ೄ文は̡

Ｒである。多重௜線を༗するもので、೾௖部であるՄೳੑがある。３トレンチＳＨ20から出土し

た。

21は、ޱԑと಑部がʮくʯ字形に۶ۂする深ുである。ʮくʯ字形に内܏する೾状ޱԑを༗し、

８୯位の೾௖部を༗する。ޱԑ௚下にはପ円区ըがあり、೾௖部下の上下に２つのࢦ಄状のもの

によるѹ痕が施されている。ޱԑ部・಑部上半にはӔר文΍区ը文の下に௚線に近い多重ހ線文

をԣ方向に配し、Ҏ下はॎ方向の３৚の௜線とͦの間をॎ૸する̡Ｒೄ文がల։する。３トレン

チＳＨ20から出土した。

22は、ପ円形区ը文を༗する深ുで、ପ円形区ը文のつな͗としてڮ状೺खがつく。区ը文内

部はӋ状௜線がॆరされている。಑部はॎ方向の௜線４本が施文されている。ೄ文はＲ̡である。

３トレンチＳＨ20から出土した。

23は、ޱԑ௚下がແ文の深ുで、ޱԑの下にོଳが１৚め͙り、ͦの下部に重ހに௜線がඳか

れている。３トレンチＳＸ37から出土した。

24・25は、ೄ文のみで施文する深ുである。24は、平ޱԑの深ുで、ޱԑ部は΍΍内ଆに۶ۂ

し、֎面およびޱԑ端部にೄ文を施文する。ޱԑ部はわͣかに内܏して立ち上がる。ೄ文はＲ̡

である。３トレンチＳＫ19から出土した。25は、平ޱԑ深ുのޱԑ۶ۂ部で、ԣ方向にོଳがష

り付けてある。間ִをあけてॎ方向にଳ状の施文をしており、ॎに施されたೄ文は̡Ｒである。

３トレンチＳＨ20の検出࣌に出土した。

26～33はಥى状の山形ޱԑを༗する深ു̘ྨである。26は、ޱԑが内ଆにંれۂがるよう、粘

土がషり付けられている。ೄ文は̡Ｒである。ପ円形区ը文に࿈なるようにٯʮのʯ字形のӔר

文が配置され、周ғは平行の多重ހ線文がඳかれている。27は、山形のޱԑ部ଆ面にԊって２৚

の平行௜線があり、೾௖部には୆形状の山形の多重௜線でඳかれている。端面にはٯʮのʯ字形

のӔר文が施文されている。ೄ文は̡Ｒである。器壁の଻土・ম成౳から、26とಉ一ݸମのՄೳ

ੑがある。ともに、３トレンチＳＨ20から出土した。28は、΍΍間ִを։けて平行する࿈ހ状の

２৚の௜線とॎ方向の２৚の௜線がඳかれており、ଆ面に１৚の௜線がඳかれている。ೄ文は̡

Ｒである。３トレンチＳＸ37から出土した。29は、࿈ހ状の௜線文が྆ଆからඳかれており、端

面には１৚の௜線がඳかれている。ೄ文は̡Ｒである。３トレンチＳＫ19から出土した。30は、

೾௖部中ԝが２本の௜線によって̪字状に区ըされ、ͦの下にӔר文が配置される。྆ଆには࿈
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ԑ部にはೄ文が施文される。ೄ文は̡Ｒである。３トレンチＳＨޱ。状の௜線がඳかれているހ

20から出土した。31は、ޱԑ部ଆ面に平行して３৚の࿈ހ状の௜線がඳかれており、ೄ文は̡Ｒ

である。３トレンチＳＫ19から出土した。32・34は３トレンチＳＨ20から、33は３トレンチＳＫ

33から出土した。35は、ޱԑଆ面に平行した１৚௜線の内ଆに̪ٯ字状の௜線が配置されている。

第23図　伊賀寺地区出土遺物実測図（2）
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端面には２৚の平行௜線がある。３トレンチＳＨ20から出土した。36は、௜線౳の໛様はೝめら

れないものである。３トレンチＳＨ20から出土した。

第24図37～46はઙുである。ʮくʯ字形に۶ۂしたޱԑを༗し、ޱԑ部に文様を施すもの（37～

41）と施さないもの（42～46）がある。37は、಑部から̡字形に۶ۂしたޱԑを༗する。主໛様の

Ӕר文は௿いོଳでғまれており、間を多重௜線でつないでいる。文様ଳの下辺には஛؅文を࿈

Ͷるものである。器面はよくຏかれている。ೄ文は̡Ｒ。３トレンチＳＨ20から出土した。38は、

ͦ、文が施されހԑ部に２৚のΏる΍かな೾状௜線とͦの下に࿈ޱ れͧれの間にೄ文が施される。

３トレンチの東部掘削࣌に出土した。39は、多重௜線で加০されており、図の左下部分には粘土

をషり付けた痕跡がೝめられ、ོଳがめ͙らされていたことがわかる。３トレンチＳＨ20から出

土した。40はޱԑ下に１৚の௜線がめ͙り、ম成前のઠ޸が２޸ೝめられる。ೄ文は̡Ｒである。

第24図　伊賀寺地区出土遺物実測図（3）
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41は平ޱԑで、௜線が１৚め͙る。ともに、３トレンチＳＨ20から出土した。

42は、೺खのついたઙുである。ಥى状の೺खは、྆ଆから஛؅状の原ମでࢗಥしているが、

؏通はしていない。３トレンチＳＨ20から出土した。43・44は、ʮくʯ字にۂがる۶ۂ部に๮状

工۩でԣ位にઠ޸したڮ状೺खがऔり付く。43は、ޱԑ部のପ円形区ը文をԡしҾき௜線でඳい

ている。44は、ڮ状೺खが໿６ᶲの間ִを։けてऔり付いている。ともに３トレンチＳＨ20から

出土した。45はແ文のઙുで、３トレンチＳＫ19周辺から出土した。46は、ޱԑଆ面に̡Ｒのೄ

文が施されている。３トレンチＳＨ20から出土した。

47～50は、３トレンチＳＨ20から出土したఈ部である。３トレンチＳＨ20出土の土器は、ઌड़

のように、北白川̘式２・３期が主ମであることから、これらのఈ部もまた、北白川̘式２・３

期のものと൑断される。

第25・26図はݩ住٢山～ٶୌ式の土器で、主として２トレンチから出土したものである。51～

71は広ޱԑ深ുである。51～56は大きく֎反しながらޱԑ部が上方に։くものである。

51は、広ޱԑ深ുで、ޱԑ端部を面औりしている。ᰍ部と಑部がくびれ、ᰍ部は΍΍֎反する。

ᰍ಑部界に不明ྎながらも１৚のԜ線をめ͙らす。内面にはԣ方向の৚痕が明ྎに࢒るが、֎面

はφσ調੔のため不明ྎである。２トレンチの南壁断ち割り内、崖面ＳＸ29を埋める埋土中から

出土した。52は内֎面共にԣ方向の৚痕がݟてऔれる。２トレンチＳＨ01から出土した。53・54

はともに、内֎面共に֋֪৚痕がݟてऔれる。53はＳＫ08から、54はＳＫ02から出土した。55は

ԑ深ുであΖう。２トレンチＳＫ26北ଆから出土しޱԑ内ଆに１৚のԜ線がめ͙るもので、広ޱ

た。56はޱԑ部に３৚、಑部中ԝに２৚のԜ線文を༗する。２トレンチＳＨ01から出土した。

57～59は೾状ޱԑ深ുである。57は、ޱԑ部۶ۂ௚上にೄ文を̡Ｒに施文した後、２৚の௜線

を平行にめ͙らͤ、ॎ方向にٯʮϊʯ字状に௜線をඳいている。２トレンチＳＨ01内埋土から出

土した。58は೾௖部のಥىで、ج部が厚く作られている。௖部内面には֎面に３޸あけられてお

り、ଆ面にはࢗಥ௜線が上下にඳかれている。２トレンチ南東部の҉׊色砂礫から出土した。59

は೾௖部のಥىで、ج部が厚く作られている。֎面には௜線がඳかれている。２トレンチ南東部

。色砂礫から出土した׊҉

60～63は、ޱԑがʮくʯ字状に۶ۂして立ち上がる平ޱԑ深ുで、෯のڱい௜線がめ͙るもの

（60～62）と෯広のԜ線がめ͙るもの（63）とがある。60～62は、ともに۶ۂ部内面がڧくなでられ

ており、Ｒ̡ೄ文地のޱԑ部に、௜線の間はೄ文をຏফしている。62はޱԑ端部に面औりが施さ

れている。これらは２トレンチの南東部҉׊色砂礫から出土した。63は、ޱԑ部が෯広に۶ۂし、

֎面には෯広の３৚のԜ線がめ͙る。２トレンチＳＫ26の南ଆの҉׊色砂礫から出土した。

64～72はԜ線をめ͙らͤたޱԑで、平ޱԑの深ുもしくはઙുになるものであΖう。64はʮくʯ

字に立ち上がる෯広のޱԑを༗し、４৚のԜ線がめ͙る。２トレンチ南東部の҉׊色砂礫から出

土した。65はޱԑの下部に２৚のԜ線がめ͙る。２トレンチＳＨ01内埋土から出土した。66は平

色砂礫から出土׊ԑઙുで、֎面には２৚のԜ線がめ͙る。２トレンチ火葬墓ＳＫ26南ଆの҉ޱ

した。67は３৚のԜ線がめ͙る。２トレンチの掘削࣌に出土した。68は΍΍֎反するޱԑを༗し、
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第25図　伊賀寺地区出土遺物実測図（4）
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ԑ内ଆにも１৚のԜ線を༗する。２トレンチ中ԝ部の掘ޱ、ԑ部に２৚のԜ線を༗する。またޱ

削࣌に出土した。69は෯広ޱԑ部がΏるく֎反している。端部は面औりしていない。֎面に３৚

のԜ線がめ͙る。２トレンチ東南部の҉׊色砂礫から出土した。70はޱԑが΍΍֎反するもので、

ԑに１৚のԜ線がޱԑ下に２৚のԜ線がめ͙る。２トレンチＳＨ01内埋土から出土した。71はޱ

第26図　伊賀寺地区出土遺物実測図（5）
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め͙る。２トレンチＳＨ01内埋土から出土した。72はޱԑ部が෯広に۶ۂし、֎面に２৚のԜ線

がめ͙る。３トレンチＳＨ20から出土した。

第26図73～77は、಑部からᰍ部に向けていったんす΅み、上方にޱԑが大きく։く形ଶを࣋つ

広ޱԑ深ുである。73はޱԑ部にԜ線が３৚め͙り、粘土をషり付けた上から֋֪ѹ痕が施され

ている。ମ部中ԝにもԜ線の上に粘土ʴ֋֪ѹ痕がなされている。２トレンチＳＫ26および҉׊

色砂礫から出土した。74・75は಑部上半にԜ線が施され、74には௚઀֋֪ѹ痕がなされている。

ともに２トレンチＳＨ01から出土しており、ಉ一ݸମのՄೳੑがある。76～78は深ുのମ部片で

ある。76は、ʮくʯ字形に۶ۂする಑部にԜ線が１৚め͙り、Ԝ線は粘土をష付けたख前で్੾

れている。上半はない。２トレンチＳＨ01から出土した。77は４৚のԜ線の上から௚઀֋֪ѹ痕

がなされている。２トレンチの南壁断ち割り内、ＳＸ29を埋める埋土中から出土した。78は３৚

の௜線があり、上２本の௜線と࠷下部１本௜線の下にはೄ文が施されており、Ｒ̡である。また、

ಥがࢗ状の௜線がඳかれている。௜線྆端にはހ上部の௜線の੾れた఺から上に向かって半円࠷

施されている。２トレンチＳＨ01から出土した。

79～89はઙുまたはുで、79～83が平ޱԑ、84が೾状ޱԑ、85～89がઙുもしくはുମ部片と

൑断するものである。79は、ޱԑに平行௜線でըされ、上下に斜めのࠁみ目が施される。２৚の

௜線の間には、ٯʮϊʯ字状のಥىを༗し、この左右は上下端にࢗಥのある௜線で区ըされる。

器面はר֋৚痕によって調੔されている。２トレンチＳＨ01から出土した。80はޱԑ端部に௺状

の௜線が施文され、ԣ方向に௜線が３৚め͙る。３トレンチＳＫ17から出土した。81は、ೄ文は

̡Ｒで、௜線１৚がඳかれている。２トレンチ南東部҉׊色砂礫から出土した。82は２৚の௜線

がめ͙る。２トレンチＳＨ01内から出土した。83はޱԑ部下に１৚のԜ線がめ͙り、ޱԑ端面に

ԑのઙുで、２৚ޱ色砂礫から出土した。84は೾状׊目が施されている。２トレンチ南東部҉ࠁ

のڱい௜線の間のೄ文地は̡Ｒである。２トレンチＳＨ01から出土した。85は、２本の平行な௜

線により、ຏফೄ文ଳがめ͙る。ೄ文はＲ̡である。２トレンチ南東部҉׊色砂礫から出土した。

86は２৚の௜線と斜ࠁଳで০り、ר֋ճసٖೄ文が施される。２トレンチＳＨ01から出土した。

87は２৚の௜線があり、ͦの下に下ݭの࿈ހ文が施される。௜線の間はຏফされており、௜線と

࿈ހ文の間は֋֪によるٖೄ文である。２トレンチ南東部҉׊色砂礫から出土した。88は２৚の

௜線の間に下ݭ࿈ހ文があり、ೄ文地はＲ̡である。下の௜線と࿈ހ文の間はຏফされている。

２トレンチＳＨ01から出土した。89は３৚の௜線と斜ࠁଳがある。２トレンチＳＨ01北柱穴（第

11図柱穴̲）から出土した。

90～93は஫ޱ土器およびͦれと൑断される破片である。90は、஫ޱ部はܽଛしており、ޱԑ部

എ後もҙ図తに割りऔられている。ᰍ部がくびれた小ܕの広ޱ深ുに஫ޱが付けられた形状をし

ている。஫ޱ部の周ғにはࢗಥ௜線が、７࣌から５࣌の方向にめ͙らされており、಑部上半には

Ԝ線が５৚め͙らされている。ޱԑ端部内面には௜線が１৚め͙り、ͦの端部ଆにࠁみ目がめ͙

り、Ԝ線の下にはಉ方向のࠁみ目を༗する斜ࠁଳがめ͙る。２トレンチＳＫ03から出土した。91

は１৚の௜線とͦの下に࿈ހ状に３状の௜線がඳかれており、上２本の重ހ状௜線の間はࠁみ目
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が施され、下の２本の௜線は్中で్੾れ、ͦの端部にͦれͧれࢗಥが施されている。஫ޱ土器

のମ部片と൑断するものである。２トレンチＳＫ23から出土した。92・93は஫ޱ土器の஫ޱ部で、

92は２トレンチＳＨ01内から、93は２トレンチ҉׊色砂礫層から出土した。

（岩松保・木村ܒষ）

ᶄੴث（第27・28図）

ੴ᭲は７఺出土したが、す΂て一部が破ଛしている。うち４఺は、２トレンチＳＫ03・26から

出土したが、火を受けているかどうかは、不明である。

94は、࢒ଘ長15ᶱ、厚さ2ᶱ、重さ0.25̶である。２トレンチＳＫ03から出土した。95は、࢒

ଘ長14.5ᶱ、厚さ2.9ᶱ、重さ0.5̶である。２トレンチＳＫ26から出土した。96は、࢒ଘ長15.5ᶱ、

厚さ2.4ᶱ、重さ0.34̶である。２トレンチ中ԝ部分のਫ਼査中に出土した。97は長さ24ᶱ、厚さ

2.7ᶱ、重さ0.77̶である。２トレンチＳＫ03から出土した。98は、࢒ଘ長19ᶱ、厚さ3ᶱ、重さ

0.94̶である。２トレンチＳＫ03から出土した。99は、࢒ଘ長21ᶱ、厚さ4.5ᶱ、重さ1.21̶である。

２トレンチＳＫ10から出土した。100は、࢒ଘ長27ᶱ、厚さ3.5ᶱ、重さ1.53̶である。３トレン

チഉ土中から出土した。

は２トレンチ火葬墓ＳＫ26のચড়土から出土している。໿20఺出土しているが、ೈ質なものۄ

もあり、ચড়中に割れたՄೳੑがある。これらのうち、ઠ޸がೝめられるものは４఺あり（101～

104）、加工痕がݟてऔれるものが１～２఺ある。ࡐ質はปۄである（（5）理化学త分ੳ-3）ੴؑࡐ

定参র）。

105はຏ製ੴිの破片で、器壁にԥଧ痕がݟてऔれることから、ୟきੴにస用したものであΖう。

２トレンチＳＫ26から出土した。火を受けた状ଶはೝめられない。重ྔは324̶。106は୆ੴで、

྆面にԥଧ痕がݟてऔれ、ԥଧ痕の位置で੾断されていることから、使用中もしくは使用後に破

ଛしたものとਪ測される。重ྔ1500̶を測ることから、୆ੴとして用いられたものであΖう。１

トレンチの東端部に設けたサブトレンチ内ʕ２トレンチ崖面ＳＸ29からଓく崖面を埋める土砂内

から出土した。

ᶅ໻ੜʙঙ಺ࣜ౔ث

（第29図）

໻ੜ࣌代後期～ঙ内

期にかけての土器が出

土したのは１トレンチ

にݶられ、竪穴式住居

跡ＳＨ02・05、土坑Ｓ

Ｋ13、ͦの΄かのピッ

ト内、แ含層中よりわ

ͣかに出土した。実測

図 に ܝ げ た も の は、第27図　伊賀寺地区出土遺物実測図（6）
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107・109・113～117が竪穴式住居跡

ＳＨ02、110～112が土坑ＳＫ13、108

がแ含層中から出土した。

107は長ᰍ壺で、ମ部下半にࢉ൫ۄ

状のମ部を༗し、ʮϋʯ字形に։くޱ

ᰍ部を༗する。器壁表面はຎ໓のた

め不明である。໿1�2が࢒ଘしている。

୶੺׊色をఄする。10.2ܘޱᶲ、ఈܘ

4.0ᶲ、器15.9ߴᶲである。竪穴式住居

跡ＳＨ02内のஷ蔵穴内の中層から検

出面の΍΍上位にかけて、小片に割

れて出土した。このような出土状ଶ

から、長ᰍ壺を破ࡅし、ஷ蔵穴を埋

め໭す土砂にೖれ込んだものと൑断

される。108は壺のఈ部で、֎面はφ

σ調੔がݟてऔれるが、内面はຎ໓

のため、調੔不明である。色調は֎面が୶ԫ׊色、内面が灰白色をఄしている。ఈܘは10.5ᶲで

ある。竪穴式住居跡ＳＨ05の南西部のแ含層から出土した。

109はᙈのఈ部で、֎面には細かなタタΩ目、内面にはϋέ目痕がݟてऔれる。ఈܘは3.2ᶲで、

୶ᒵ׊色～黒׊色をఄする。竪穴式住居跡ＳＨ02内のஷ蔵穴内から出土した。110～112のᙈఈ部

はＳＫ13から出土した。110は、֎面には細かなタタΩ目、内面にはϋέ目痕がݟてऔれる。ఈ

色をఄする。土坑ＳＫ13から出土した。111は、内面上はϋέϝの後、φσを׊は4.5ᶲで、ᒵܘ

第28図　伊賀寺地区出土遺物実測図（7）

第29図　伊賀寺地区出土遺物実測図（8）
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施しており、֎面はॎ方向のϋέϝがݟてऔれる。色調は஡׊色で、ఈܘは4.3ᶲである。112は、

ఈ4.4ܘᶲである。内面の調੔は不明であるが、֎面はφσで調੔されている。色調は、ఈ部֎

面は黒ൗのために黒色をఄしているが、੺׊色～୶੺׊色である。113・114はＳＨ02から出土し

たものである。113は、壺のఈ部で、内֎面共にຎ໓を受けているが、内面にはわͣかにϋέ状

工۩の痕跡が࢒る。土器の色調は、֎面が୶੺׊色で、内面は୶஡׊色をఄする。ఈ4.2ܘᶲで

ある。114は、ᙈのఈ部で、֎面にはॎ方向のϋέϝがわͣかにݟてऔれ、内面にはࢦでԡさえ

たѹ痕が࢒る。色調は୶ԫ׊色をఄする。ఈ3.8ܘᶲである。

115はുのఈ部で、ఈ部中ԝに஛状の工۩でઠ޸されている。内面には工۩が当たった痕跡が

。色～灰白色をఄする׊、3.8ᶲでܘてऔれるが、内֎面共にφσ調੔で器壁を調੔している。ఈݟ

ＳＨ02から出土した。

116はߴഋのഋ部で、ഋ部の1�2が࢒ଘしている。٭柱部౳の破片も࢒るが、図化できない。ޱ

びٴは24.3ᶲで、灰白色をఄしている。107・109とಉじく、竪穴式住居跡ＳＨ02内のஷ蔵穴内ܘ

ͦの周辺から出土した。117はߴഋで、ഋのମ部は斜め上方に大きく։き、ޱԑ部はʮくʯ字に

柱部～ഋ部下半部にかけてはॎ方向٭、して֎反し、器壁の΄΅全面がຎ໓を受けているがۂ۶

のϔラミΨΩがわͣかに࢒る。全ମの໿1�3の破片が出土した。20.4ܘޱᶲ、ఈ15.9ܘᶲ、器ߴ

16.4ᶲである。色調は୶ԫ׊色である。竪穴式住居跡ＳＨ02の西半部の床面および΍΍上面から

΄΅全ମにわたる破片が出土していることから、竪穴を埋めるࡍに破ࡅしたものと൑断される。

ᶆਢثܙ

ਢܙ器の出土もわͣかであり、２トレンチ溝ＳＤ05から出土したもの（118～122）と２トレンチ

のピットＳＰ18から出土したもの（123）がある。前者は̩Ｋ10、後者は΍΍古く̢̩15～̩Ｋ10

に૬当する。

118は、ഋ֖で、15.2ܘޱᶲ、器5.1ߴᶲである。119はഋ਎で、14.2ܘޱᶲ、器4.9ߴᶲである。

120はഋ਎で、15.2ܘޱᶲ、器5.3ߴᶲである。121はഋ਎で、13.3ܘޱᶲ、器4.8ߴᶲである。122

はഋ਎で、11.4ܘޱᶲ、器4.85ߴᶲである。123はߴഋで、13.6ܘޱᶲ、器9.8～9.4ߴᶲである。ε

Χγは３方向に։けられている。

�ʣখ݁

伊賀寺地区の調査では、ೄ文࣌

代中期຤の竪穴式住居跡とೄ文࣌

代後期の竪穴式住居跡、土壙墓、

火葬墓を検出した。

火葬墓ＳＫ03・26はࢮ後す͙に

মかれた人骨であることが൑明し

た。ೄ文࣌代の火葬骨は、ࢮ後਺

年後に土壙墓を掘りฦし、೑をম

ききったものとߟえられており、第30図　伊賀寺地区出土遺物実測図（9）
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ͦ。をଅすものであるߟ࠶ճの事例はͦのධՁにࠓ のৄ細についてはઌに報告したとこΖであり、

参রされたい
ㅭ㉅８ㅮ

。

ೄ文土器は主として２・３トレンチで出土した。大まかには、３トレンチで出土したものは北

白川̘式２～３期、２トレンチ出土のものはݩ住٢山式～ٶୌ式の年代؍が༩えられる。３トレ

ンチ出土の土器は、竪穴式住居跡ＳＨ20床面と൑断される状況で出土しており、炉跡ＳＫ19のഇ

いものと理解できる。しかし明らかに第25図72のߴとともに、一ׅੑが܈に埋められた土器࣌غ

ようにݩ住٢山～ٶୌ式のものもࠞじっている。

３トレンチの北東ଆでは、府道৽設工事のため、長岡京跡右京第941次調査が実施されており、

ճの調査地でೝめらࠓ、つかっている。ͦのためݟୌ式期と北白川̘式期の遺構がٶ～住٢山ݩ

れるように、２トレンチʹݩ住٢山～ٶୌ式期ʹ調査地南半、３トレンチʹ北白川̘式期ʹ調査

地北半というように、明ྎにੜ活空間を分けていたのではない。北白川̘式期の遺構は２トレン

チでは֬ೝできていないため、２トレンチより南には集མが広がっていなかったՄೳੑはあるが、

গなくともݩ住٢山～ٶୌ式期の遺構も本དྷは３トレンチにも広がっていたと理解する΂きであ

Ζう。竪穴式住居跡ＳＨ20の竪穴が΄΅ফࣦして検出されたことから、本དྷは北白川̘式期とݩ

住٢山～ٶୌ式期の遺構は重ෳしていたのが、後世に竪穴式住居の深さ分が削平されたため、΄

とんどのݩ住٢山～ٶୌ式期の遺構がফࣦしてしまったため、北白川̘式期の遺物ばかりが出土

したのであΖう。竪穴の上から掘り込まれたݩ住٢山～ٶୌ式期の遺構の中でも深いものだけが

ফࣦから໔れ、北白川̘式期の遺物にࠞじって出土したとߟえられる。

一方、２トレンチではݩ住٢山式～ٶୌ式の࣌期にݶ定される。これはڥ؀のม化ʕ例えばՏ

川のҠಈにԠじて、中期຤と後期後葉で集མの઎地場所がมわったのか、本དྷは中期຤の集མが

３トレンチにもల։していたのが、後期後葉ஈ֊までにՏ道のҠಈために削平を受けてしまった

のか、わからない。

２トレンチで検出した遺構の状況からは、ೄ文࣌代の遺構は１トレンチにも広がっていく様૬

をఄするにも関わらͣ、１トレンチではೄ文࣌代の遺構がݟつからない。しかも、１トレンチの

第６層下面はঙ内期の遺構面であり、２トレンチのೄ文࣌代遺構検出面と΄΅ಉじߴさである。

Ҏ上のことから、１トレンチでは広ൣғにೄ文࣌代の遺構が削平されているものとਪ測される。

また、1・2トレンチでは崖面を֬ೝした。この崖面はݩ住٢山～ٶୌ式期の土器を含Ή埋土で

埋まっている。崖面ＳＸ29を東ଆにԆ長すると、１トレンチ東端部の断ち割り内で検出した崖面

に߹கし、２トレンチ西南部分および１トレンチ北端にかけて、΄΅東西に࿈なるものである。

この崖面より南ଆで広ൣғにೄ文࣌代後期の遺構が削平を受けていることが૝定される。遺構面

のଘ൱の状況から、ೄ文࣌代後期～ঙ内ஈ֊のあるஈ֊の小ઘ川流路痕跡と理解した。この崖面

に૬当するམち込みラインは、明30࣏年前後の仮製地図にඳかれている。

ʢ̎ʣ୬Ҫ地区۷ࢼ（第２・32図）

�ʣௐࠪͷ֓ཁ
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樽井地区は長岡京市友岡樽井地内にあり、伊賀寺地区の南東໿150̼にある。このର৅地は長

岡京跡右京ࣣ৚ࡾ๥े二町（ീ৚ࡾ๥े町）に位置する。調査は７月22・23೔に実施し、調査面積

は10ᶷである。

試掘ର৅地の南西໿70̼では、右京第799次調査で試掘調査がなされており、中世Ҏ前には土

地ར用がなされていないか、もしくは、なされていたとしても小ઘ川により広ൣғに削平を受け

ているものとਪ定されている。

樽井地区では、２ʷ５̼のトレンチを設定して、試掘調査を行った。現地表は標24̼ߴで、Ҏ

下、᎟ཚ・੝土が80ᶲ、旧耕作土・旧床土が30～35ᶲ堆積しており、ͦの下位に୙ԫ灰色砂（厚

さ15ᶲ）、灰色礫（厚さ40ᶲ）、୙灰色礫（厚さ45ᶲ）、ͦの下に灰白色砂礫が50ᶲの厚さにわたっ

て堆積しているのを֬ೝした。６層より下は、༙水がਙだしく、トレンチ壁面が่མするݥةも

あったため、層序の記録と࡯؍を行った上で、す͙に埋め໭した。第５～７層はకまりがなく、

एׯの土ࢣ器・ਢܙ器などの土器片を含んでおり、小ઘ川の旧流路内の堆積土砂と൑断した。灰

白色砂礫はこれより上位の砂礫よりݻくకまっており、小ઘ川の൙ཞݯのϕーεとなる大ࡕ層܈

と൑断される。

�ʣখ݁

過去の周辺調査の݁Ռ
ㅭ㉅９ㅮ

と૯߹す

ると、樽井地区周辺では中世ஈ֊

まで小ઘ川の൙ཞݯであり、ݦஶ

な遺構は遺ଘしていないものと൑

断された。　　　　　　　（岩松保）第32図　樽井地区土層断面図

第31図　仮製地図に表れた崖線
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ʢ̏ʣௐࢠ地区۷ࢼ（第33・34図）

長岡京市調子２丁目地内に２か

所の調査トレンチを設定した。本

試掘地周辺では平成17年度にも８

か所のトレンチで試掘調査が実施

された
ㅭ㉅10ㅮ

ճの調査ର৅地にྡ઀ࠓ。

する平成17年度調査の第２トレン

チでは、໻ੜ࣌代の土器を多く含

Ή流路が検出されたため周辺に、

ಉじ࣌代の遺構が広がるՄೳੑが

あった。

第１トレンチは長さ40N、෯

2.5Nのトレンチである。耕作土௚

下は、洪水ੑの堆積物が܁りฦし

てあらわれ、҆定した遺構面はଘ

在していなかった。出土遺物には、

ಸ良・平҆࣌代のਢܙ器・土ࢣ器

があるがຎ໓を受け、࠶堆積した

ものとߟえられる。

第２トレンチは長さ30N、෯ 第33図　円明寺・調子地区調査トレンチ配置図

第34図　調子地区土層断面図
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2.5Nのトレンチである。平成17年度調査の໻ੜ࣌代と古෿࣌代ॳ಄の流路のԆ長上に設定した

が、֬ೝできなかった。耕作土下には洪水ੑ堆積物がଓき、中には平҆࣌代の遺物が含まれる。

৽しい洪水によって流路が破յされ࢒っていないものとߟえられる。

（中川和哉）

ʢ̐ʣԁ໌寺地区۷ࢼ

円明寺地区の調査ର৅地は長岡京右京۝৚ࡾ๥四町、西二๥大路、۝৚৚間南小路ਪ定地付近

に所在し、また、長岡京市調子３丁目に所在する硲
ㆯ㆖ㆾ

遺跡と乙訓郡大山崎町字円明寺小字松田に所

在する松田遺跡にまたがっている。ࠓճの調査では５か所のトレンチを設定して調査を行った。

ͦのうち、２トレンチが長岡京跡右京第939次・松田遺跡、１・３～５トレンチが長岡京跡右京

第940次・硲遺跡にあたる。

�ʣ௕Ԭژ跡ӈژୈ࣍���ɾদా遺跡

小ઘ川に平行して長さ໿30N、෯໿５̼の２トレンチを設定した。現地表面の標ߴはトレンチ

北西۱が14.78̼、南東۱が14.60̼で΄΅水平である。表土の下には層厚໿0.2̼の஡灰色礫層が

広がる。トレンチ南東部໿4�5ではこの下に੨灰色γϧトࠞじり礫が堆積している。標ߴ໿14.3

̼の੨灰色γϧトࠞじり礫の上面で遺構検出に౒めたが、遺構はೝめられなかった。この下には

੺஡色礫層があり、断ち割りを行ったとこΖຏ໓のஶしい平נ片が１఺出土したが、ઈえ間なく

水が༙き、調査はࠔ೉であった。

�ʣ௕Ԭژ跡ӈژୈ࣍���ɾഷ遺跡

ᶃௐࠪ֓ཁ

̍τϨϯν　サントϦー京都Ϗーϧ工場内に設定した５̼ʷ10̼のトレンチである。όラεと

表土の下には礫を含Ήԫ色系の੝土が໿0.5̼ۉ一に堆積している。これは、1977年にサントϦ

ーのഉ水ॲ理施設が଄られた࣌の੝土とߟえられる。ͦの下には旧表土（耕土）がͦのまま࢒って

おり、これをআ去すると、地山面上に正方位を向いた耕作に関࿈する溝が現れた。溝の中にはϏ

χϧඥなどがೖっており、1977年まで耕作されていた畑に伴うものと൑断される。

̏τϨϯν　５̼ʷ10̼のトレンチである。表土・୶྘ԫ色砂・୶灰色γϧト・灰色砂ࠞじり

γϧト（１～４層）が΄΅水平に堆積し、ͦの下に୶੨灰色γϧト（８層）が堆積するが、この上面

は小ઘ川から遠͟かるにしたがって௿くなっていく。この面で遺構検出を試みたが、遺構はೝめ

られなかった。北東辺と南東辺にԊって̡字形にサブトレンチをೖれたとこΖ、୶੨灰色γϧト

から中世前期とみられる土ࢣ器ࡼの小片が出土した。

̐τϨϯν　６̼ʷ30̼のトレンチである。西壁で土層の堆積状況をみると、表土の下にೝめ

られる੝土層の厚さが、トレンチの北໿2�3では໿0.5̼前後であるのにରして南໿1�3では1.0̼

前後と΄΅ഒになっており、੝土Ҏ前は、調査区の南໿1�3が໿50ᶲ௿かった事がわかる。੝土

より下の土層は南に向かって下がる܏斜をج本とする。調査区の北໿2�3には੝土の下にۉ質な

୶྘灰色γϧト（３層）・灰色粘土（４層）と୶灰஡色礫ࠞじり粘質土（８層）が堆積しているが、南

໿1�3ではこれらの層がଘ在ͤͣ、削平されたものとࢥわれる。前ड़の໿50ᶲのൺࠩߴは、この
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第35図　円明寺地区土層断面図・柱状図
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削平によってੜじたものとߟえられる。灰色粘土からは明の੨Ֆ࿶が出土した。

この下には灰色系のγϧト΍粘質土（９～11層）、੨灰色系の粘質土など（12～15層）がബい層状

に堆積するが、調査区の北໿1�4にはこれらの層がೝめられない。

平面తにみれば、これらの層は北北西から南南東に向かって下がる܏斜で堆積しており、小ઘ

川の旧流路の一部にあたっているՄೳੑがߟえられる。これらの層からは、໻ੜ土器、ਢܙ器ഋ

Ｂ・ᙈ、灰ᬵಃ器、נ器࿶、土ࢣ器ഋ・ࡼ、白࣓࿶・ࡼ、੨࣓࿶、ࣨ町࣌代のנ質土器などの΄

か、મ՟（঵ූ通ሟ）、ಔ製౛૷۩（੾Ӌ）が出土した。出土遺物から、ࣨ町࣌代の堆積層とみるこ

とができる。

さらに下層には、礫層（18層～）が堆積する。礫層の上面の標ߴは調査区北端で໿15.5̼、調査

区南端で14.9̼と、南北30̼の間で南が໿0.6̼௿くなっている。一部を重機によって断ち割った

とこΖ、わͣかの掘削で༙水がܹしくなり、গなくとも現地表下3.5̼付近までは礫層がଓくこ

とを֬ೝしたのみで、断面図の作成などは不Մೳであった。礫層の上部からはਢܙ器ഋＢ・࿶・ᙈ、

土ࢣ器ࡼ、黒色土器࿶、נ器࿶、נ、મ՟などが出土したことから、ח૔࣌代に堆積したものと

期のわかる遺物は出土しなか࣌、器小片を֬ೝしたのみでࢣえられる。重機掘削のഇ土から土ߟ

った。

̑τϨϯν　６̼ʷ30̼のトレンチである。表土の下には୶灰色砂礫、୶྘灰色γϧト、灰ԫ

色礫ࠞじりγϧト、੺஡色砂礫が堆積する。この੺஡色砂礫は、֯礫を含Ήこと、粒度がͦΖっ

ていないことなどから、٬土のՄೳੑがߟえられる。ͦの下に堆積する੨灰色粘土の上面でਫ਼査

したが、遺構はೝめられなかった。੨灰色粘土層からは、土ࢣ器נ、ࡼ器࿶、נ質土器などの小

片が出土した。੨灰色粘土層の一部を重機によって断ち割ったとこΖ、標12.75̼ߴ付近で現れ

る黒色礫ࠞじり粘質土まで੨灰色系の粘質土がଓく。్中に礫ࠞじりの層΍灰色のڧい層があっ

てԿ層かに分かれるものとࢥわれるが、表土௚下の୶灰色砂礫からの༙水のܹしい流ೖによって

壁面が่མし、断面図の作成は不Մೳであった。重機による断ち割りでは遺物はೝめられなかっ

た。

ग़౔遺෺（第36図）　１は４トレンチ҉੨灰色礫ࠞじり粘質土から出土したಔ製౛૷۩の੾Ӌで

ある。長さ43ᶱ、෯23ᶱ、厚さ２ᶱを測る。֎ԑ部はՖห状に加工されている。表面は水平方向

の研ຏ痕がみられるが、௳に઀する面にはಛに調੔を施さない。ܪ穴は27ᶱʷ9.5ᶱを測る。２

は４トレンチଆ溝の҉੨灰色礫ࠞじり粘質土から出土した঵ූ通ሟである。2.51ܘᶲ、厚さ0.8ᶱ

を測る。

ᶄ·ͱΊ

長岡京跡右京第939・940次調査では、小ઘ川に近いトレンチ΄ど༙水がܹしく、小ઘ川から཭

れたトレンチでも小ઘ川に平行する方向の堆積土が֬ೝされ、全ମに小ઘ川の旧流路にあたって

いるՄೳੑがߟえられるが、４トレンチでは下層に砂礫層が厚く堆積しているのにରして、５ト

レンチでは下層に粘質土が厚く堆積しているなど、堆積土の様૬はෳࡶであることが൑明した。

代Ҏ߱で࣌૔חஶな遺構は検出されなかったものの、出土遺物からみて、これらの層の形成がݦ
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あることが൑明するなど、周辺の地形のมભをߟえるうえでو重な஌ݟがಘられた。

（森島康雄）

ʢ̑ʣཧԽֶ෼ੳ

�ʣਓࠎͷؑఆ

京都府長岡京市に所在する伊賀寺遺跡の発掘調査においてೄ文࣌代後期の火葬墓4,03と火葬

墓ＳＫ26よりম骨が出土し、発掘現場でऔり上げられた後、೑؟解๤学త調査を行った。ম骨は

断片తなものが多く、１ᶲにຬたない破片については人骨か्骨であるのかಉ定することはࠔ೉

であったが、２～３ᶲఔ度の小断片では人骨とಉ定できるものが֬ೝできた。人骨は、灰白色΍

白色になるまでমかれており、収ॖ΍ม形が目立つ。ͦれͧれの土壙ごとに人骨の࢒ଘ状況、ੑ

ผ、ࢮ๢࣌の年ྸ、පมなどಛ記事߲、ম成についてͦの所ݟを報告する。

ᶃՐ૴ุ4,��

ʻ࢒ଘ状況ʼ

出土した人骨は断片తに࢒ଘしており、いͣれもমかれたものばかりである。人骨は、಄֖骨

から଍のࢦ骨まで΄΅全਎の骨を֬ೝできるが、小さな断片΍破片となり、保ଘ状ଶは良くない。

ଘ骨࢒。ଘしており、いͣれもΤφϝϧ質が୤མし、৅է質が࿐ఄした状ଶである࢒էも਺఺ࣃ

には਺఺の重ෳ部位が֬ೝでき、࠷も多かったのは下ֺ骨右ଆのࣃ૧部分で９఺重ෳしている。

಄֖骨のଞの部位では、左ଆ಄骨の֎耳道周辺部分が７఺、下ֺ骨右ଆの関અಥىが７఺、下ֺ

骨ΦトΨイ部分が６఺重ෳしており、಄֖骨Ҏ֎の部位では、左ߕݞ骨関અᜰからӊޱಥى周辺

にかけての部分が６఺、上࿹骨の遠位端、ई骨とᒷ骨の近位端、ක֖骨でも３఺から４఺重ෳし

ている。ಛに下ֺ骨で重ෳする部分がよく࢒っているようである。また、これら重ෳする骨より

もさらにएい子ڙの࣠௣΍ई骨が࢒ることから、火葬墓ＳＫ03にはগなくとも10ମ分の人骨が࢒

るとߟえられる。

ʻੑผʼ

ଘする部位がいͣれも断片తであり、ম成による骨の収ॖ΍ม形があるため、ੑผを֬実に࢒

第36図　円明寺地区出土遺物実測図
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൑ผできる部位は֬ೝできない。しかし、එ上ོىが発ୡした前಄骨、֎後಄ོىが発ୡした後

಄骨、厚く大きなڳ骨ฑ、骨ମがଠくے֯ࡾ付ண部の発ୡした上࿹骨が֬ೝできることから、こ

れらのಛ௃を࣋った骨についてはஉੑの遺骨のՄೳੑがߟえられる。一方、؟ᜰ上ԑがӶい前಄

骨、֎後಄ོىの発ୡがऑくബい後಄骨、՚ᇋな๹骨、細く՚ᇋな上ࢶ骨が֬ೝできることから、

これらのಛ௃を࣋った骨は、ঁੑのものであるՄೳੑがߴい。いͣれの骨についても保ଘ状ଶが

ѱいため、ੑผに関してはՄೳੑをࣔすだけであるが、உঁの骨が࢒ଘするようである。

ʻࢮ๢࣌の年ྸʼ

大多਺の骨は成人のものであり、਺఺のみ子ڙの骨を֬ೝできる。成人骨の中でৄ細なࢮ๢࣌

の年ྸをਪ定できるものは਺఺のみしかない。ͻとつは׮骨の破片で、ઋ骨との関અ部分である

耳状面の形ଶから૖年（25～40歳）ఔ度の人のものと൑明した。ଞには਺఺の಄֖骨片があり、๓

߹線の内൘部分のみが༊߹しているのを֬ೝできたことから、૖年Ҏ上の人の遺骨とਪ測できる。

子ڙの骨では、下ֺ骨、࣠௣、ई骨ͦれͧれの小断片３఺からࢮ๢࣌の年ྸをਪ定できた。下ֺ

骨は関અಥىのみが࢒り、ͦのサイζから10代後半あたりとਪ定できる。࣠௣は左௣ٷからᑜಥ

、みであることから３～４歳にୡしていたことがわかる。さらにࡁ߹が༊ىる。ᑜಥ࢒部分がى

３～４歳のݸମの࣠௣とൺ較するとサイζがかなり小さくなっていることから、মかれたことで

大きく収ॖしたとߟえられるので、３～４歳からͦれ΄ど経過しない年ྸ、およͦ４歳前後あた

りでࢮ๢したとਪ定する。ई骨は右の近位関અ部分のみが࢒る。この関અ部分のサイζは৽ੜࣇ

ฒみであるが、ं׈部分の形ଶが৽ੜࣇのͦれよりも明ྎであることからより発育がਐんだஈ֊

にあるとߟえられ、およͦ１歳前後にୡしていたՄೳੑがある。さらに、ম成による骨のサイζ

の収ॖもྀߟするඞ要がある。骨の収ॖ཰に関してはいくつかのݟ解があり、࠷小で̌ˋ、࠷大

で30ˋ୆の収ॖ཰とある（஑田
1981�- TIPNQTPO
2005）。ͦこで、ं׈部分の長さをج४にして

30ˋ収ॖした場߹を૝定すると、収ॖ前の骨のサイζは５歳ఔ度の༮ࣇのサイζに૬当する。よ

ってこのई骨は、１歳前後から５歳ఔ度までの間にࢮ๢した༮ࣇの骨とߟえられる。ଞに子ڙの

骨とಉ定できるものは֬ೝできなかったが、子ڙの骨は成人骨よりも੬くյれ΍すいので、多ྔ

に࢒ଘする破片の中に含まれているՄೳੑはे分ある。

ʻපมなどಛ記事߲ʼ

පมとして、ม形ੑ関અ঱のٙいがある下ֺ骨関અಥىの小断片を２఺֬ೝできる。左右ͦれ

ͧれ１఺ͣつあり、྆方ともに関અ部分が前後方向にബくなりม形している（図版第19̰・̱）。

ଞにපมはೝめられなかったが、多くの骨がম成によりม形し破片となっていることから、ଞに

もපม΍ଛইなどがあったՄೳੑは൱定できない。

ಛ記事߲として、ੜ前におけるࣃէの୤མ痕をあげられる。下ֺ骨の੾ࣃから小ӓࣃまでのࣃ

૧部分で一部または大部分がٵ収されてด࠯しているのを֬ೝできる。これらは３ݸମ分֬ೝで

き、１ମは中੾ࣃからおͦらく第１小ӓࣃまでのࣃ૧、２ମ目は੾ࣃ部分とࢥわれるࣃ૧、３ମ

目はࣃݘと第１小ӓࣃ部分のࣃ૧がด࠯している。ࣃ૧のด࠯は、ੜきている間にԿらかの理༝

でࣃが୤མし、ͦの部分のࣃ૧がٵ収されてੜじる。ࣃの୤མ理༝は分からないが、ೄ文人のൈ
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によるものかもしれなࣃも風शతなൈ࠯૧ดࣃ風शはよく஌られる所であり、これら下ֺ骨のࣃ

い。

ʻম成ʼ

人骨の断片΍破片を࡯؍すると、ม形しているものが਺多く֬ೝできる。骨表面に深い亀྾が

ೖり、಄֖骨などのፏ平骨は反りฦり、長骨では長࣠方向΍ԣ方向のྠ状の割れ΍よじれがੜじ

ている（図版第19下ஈ骨）。ম成による人骨のม化について4UFXBSU（1979）΍஑田（1981）を参ߟに

すると、上ड़の火葬墓4,03の人骨にݟられるม形は、ೈ部૊৫が࢒る৽઱骨の状ଶでমかれた

ことによりىこったとߟえられる。また、ম成Թ度のҧいによる骨の色調ม化について#VJLTUSB-

とUCFMBLFS（1994）は、ൺ較త௿いԹ度（200ˆから300ˆ）でমかれた骨は஡色΍黒色であるが、

էにおいてম成Թ度がࣃ、ఠする。さらにࢦԹ（800ˆ）でমかれた骨は੨灰色΍白色になるとߴ

໿500ˆҎ上になると、Τφϝϧ質部分が剝཭し৅է質が࿐ఄした状ଶとなる（#VJLTUSB- BOE-

GPMETUFJO
- 1973）。火葬墓ＳＫ03の人骨の色調は、灰白色΍白色をఄしており、࢒ଘする਺本の

ではΤφϝϧ質が全て୤མし、৅է質が࿐ఄした状ଶであることから、ৄ細なম成Թ度は定かࣃ

でないがߴԹでম成したとߟえられる。Ҏ上のことから、火葬墓4,03から出土した人骨は、ࢮ

後ͦれ΄ど経過する間もなく、ߴԹで火葬されたと૝定できる。

ᶄՐ૴ุ4,��

ʻ࢒ଘ状況ʼ

মかれてม形した人骨が断片తに࢒る。小さな破片となって࢒る骨が大半でಉ定できるものは

গないが、土ごとऔり上げられた骨は大きな断片状で࢒るためかΖうじて形がわかる。࢒ଘする

部位は、಄֖骨、下ֺ骨、࿤骨、௣骨、ߕݞ骨、四ࢶ長骨、ख骨、଍骨と΄΅全਎の骨を֬ೝで

きるがいͣれも部分తにしか࢒らない。また、いͣれの骨にも重ෳする部位はなく、ผݸମとߟ

えられるようなҟなったಛ௃をもつ部位も֬ೝできないことから、গなくとも１ݸମ分の人骨が

あるといえる。

ʻੑผʼ

ੑࠩをݦஶにࣔす部位が࢒らないため不明。

ʻࢮ๢࣌の年ྸʼ

ৄ細は不明であるが、子ڙの骨とࢥわͤるようなものは֬ೝできͣ、四ࢶ長骨では骨端の༊߹

が完ྃし、骨ମのサイζが大人ฒみに大きいことから成人の遺骨が࢒ଘすることは֬ೝできる。

ʻපมなどಛ記事߲ʼ

පม΍ଛইなどはೝめられない。破片状のものが多く、ม形もஶしいので、検出できないだけ

かもしれない。

ʻম成ʼ

四ࢶ長骨では長࣠方向΍ԣ方向の深い亀྾、ᎇれがೝめられ、಄֖骨΍ߕݞ骨などのፏ平骨΍

௣骨の表面にも深く亀྾がೖっている。また、骨の色調は灰白色΍白色にม色している。こうし

たಛ௃から、火葬墓ＳＫ26の遺骨は、ೈ部૊৫が࢒る৽઱骨の状ଶにあるとき、すなわちࢮ後ͦ
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れఔ࣌間が経たないうちにߴԹでমかれたとਪ測できる。

ᶅ·ͱΊ

火葬墓ＳＫ03ならびにＳＫ26から出土した人骨は、いͣれもࢮ後まもなくೈ部૊৫が࢒る状ଶ

のときにߴԹで火葬された人の遺骨とਪ測できる。また、火葬墓ＳＫ03においては、গなくとも

10ମ分の人骨がଘ在し、成人உঁならびに໿５歳Ҏ下の༮ࣇ΍10代後半の子ڙの遺骨が࢒るՄೳ

ੑをࢦఠできた。さらに、火葬墓ＳＫ26においては、গなくとも１ମ分の成人の遺骨が࢒ること

が൑明した。

（京都大学大学院理学研究Պ自然人ྨ学研究ࣨ・大ᤵ༝ඒ子）
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�ʣ์ ࣹੑ୸ૉ೥୅ਪఆ

ᶃଌఆର৅ࢼྉ

伊賀寺遺跡は、京都府長岡京市下海印寺下内田地内に所在する。測定ର৅試料は、２US.ＳＫ03

஫ޱ土器内の土৕から出土した୸化物（NP.1ɿIAAA-81011）、２US.ＳＫ26から出土した୸化物

（NP.2ɿIAAA-81012）である。

ᶄଌఆͷҙٛ

火葬墓ＳＫ03とＳＫ26の前後関係΍ಉੑ࣌を֬ೝする。出土遺物から、ともにೄ文࣌代後期と

൑断される。

ᶅԽֶॲཧ޻ఔ

（１）ϝε・ピンセットを使い、ࠜ・土౳の表面తな不७物をऔりআく。

ॲ理（AAAɿADJE-AMLBMJ-ADJE）により内面తな不७物をऔりআࢎ、ॲ理、ΞϧΧϦॲ理ࢎ（２）

く。࠷ॳのࢎॲ理では1NのԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺࣌間ॲ理する。ͦの後、௒७水で中ੑになる

までرऍする。ΞϧΧϦॲ理では1Nの水ࢎ化φトϦ΢Ϝ水༹ӷ（80ˆ）を用いて਺࣌間ॲ理する。

なお、AAAॲ理において、ΞϧΧϦೱ度が1Nະຬの場߹、表中にABAと記ࡌする。ͦの後、௒

७水で中ੑになるまでرऍする。࠷後のࢎॲ理では1NのԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺࣌間ॲ理した後、
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௒७水で中ੑになるまでرऍし、90ˆでס૩する。رऍのࡍには、遠心分཭機を使用する。

（３）試料をࢎ化ಔと共にੴӳ؅に٧め、真空下で෧じ੾り、500ˆで30分、850ˆで２࣌間加೤

する。

（４）ӷମ஠ૉとΤタϊーϧ・υライΞイεのԹ度ࠩをར用し、真空ラインで二ࢎ化୸ૉ（$O⒪）

をਫ਼製する。

（５）ਫ਼製した二ࢎ化୸ૉからమを৮ഔとして୸ૉのみをந出（水ૉでؐݩ）し、グラフΝイトを

作製する。

（６）グラフΝイトを内１ܘᶱのΧιーυに٧め、ͦれをϗイーϧにはめ込み、加଎器に૷ணす

る。

ᶆଌఆํ๏

測定機器は、3.7タンσϜ加଎器をϕーεとした ⒢$-A.4ઐ用૷置（NE$-1FMMFUSPO- 94D)-2）

を使用する。測定では、ถ国国立標४ہ（NI4T）からఏڙされたγϡ΢ࢎ（)OYᶘ）を標४試料と

する。この標४試料とόックグラ΢ンυ試料の測定もಉ࣌に実施する。

ᶇࢉग़ํ๏

（１）年代஋のࢉ出には、-JCCZの半ݮ期（5568年）を使用する（4UVJWFS-BOE-1PMBTI-1977）。

（２） ⒢$年代（-JCCZ-AHFɿZS#1）は、過去の大ؾ中 ⒢$ೱ度が一定であったと仮定して測定され、

1950年をج४年（0ZS#1）として૎る年代である。この஋は、Ў �$によってิ正された஋である。

14$年代とࠩޡは、１ܻ目を四ࣺޒೖして10年୯位で表ࣔされる。また、 ⒢$年代のޡ （ࠩʶ1М）は、

試料の ⒢$年代がͦのൣࠩޡғにೖる֬཰が68.2ˋであることをҙຯする。

（３）Ў �$は、試料୸ૉの �$ೱ度（ �$� �$）を測定し、ج४試料からのͣれをࣔした஋である。

ಉ位ମൺは、いͣれもج४஋からのͣれを千分ภ （ࠩ̄）で表される。測定には質ྔ分ੳܭあるい

は加଎器を用いる。加଎器により �$� �$を測定した場߹には表中に（A.4）と஫記する。

（４）Q.$（QFSDFOU-.PEFSO-$BSCPO）は、標४現代୸ૉにରする試料୸ૉの ⒢$ೱ度の割߹であ

る。

（５）暦年較正年代とは、年代がط஌の試料の ⒢$ೱ度をݩにඳかれた較正ۂ線とরらし߹わͤ、

過去の ⒢$ೱ度ม化などをิ正し、実年代に近ͮけた஋である。暦年較正年代は、 ⒢$年代にରԠ

第37図　暦年較正年代グラフ
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する較正ۂ線上の暦年代ൣғであり、１標४ภ （ࠩ1Мʹ68.2ˋ）あるいは２標४ภ （ࠩ2Мʹ

95.4ˋ）で表ࣔされる。暦年較正ϓϩグラϜにೖ力される஋は、下一ܻを四ࣺޒೖしない ⒢$年代

஋である。なお、較正ۂ線および較正ϓϩグラϜは、σータの஝積によってߋ৽される。また、

ϓϩグラϜのछྨによっても݁Ռがҟなるため、年代の活用にあたってはͦのछྨとόーδϣン

を֬ೝするඞ要がある。ここでは、暦年較正年代のࢉܭに、IOU$BM04σータϕーε（RFJNFS-FU-BM-

2004）を用い、OY$BMW4.0較正ϓϩグラϜ（#SPOL-RBOTFZ- 1995　-#SPOL-RBOTFZ- 2001　#SPOL-

RBNTFZ
-WBO-EFS-1MJDIU-BOE-8FOJOHFS-2001）を使用した。

ᶈଌఆ݁Ռ

 ⒢$年代は、ＳＫ03஫ޱ土器内から出土した୸化物（NP.1ɿIAAA-81011）が3260ʶ40ZS#1、Ｓ

Ｋ26から出土した୸化物（NP.2ɿIAAA-81012）が3280ʶ40ZS#1である。２఺はൣࠩޡғ内で一க

し、ಉ࣌期の所࢈と൑断される。暦年較正年代（1М）は、NP.1が1608～1570#$（23.8�）・1561～

1497#$（44.4�）、NP.2が1609～1514#$（68.2�）である。２఺の୸ૉ含༗཰は共に60ˋҎ上であり、

े分な஋であった。また、化学ॲ理および測定内༰にも໰୊がແく、ೄ文࣌代後期と༧૝された

調査所ݟとも੔߹తであることから、ଥ当な年代とߟえられる。

（加଎器分ੳ研究所（ג））

測定൪߸ 試料名 औ場所࠾
試料形
ଶ

ॲ理方
法

Ў �$（̄）
（A.4

Ў �$ิ正あり
-JCCZ-AHF
（ZS#1）

Q.$（�）

IAAA-81011 NP.1
2US
4,03-஫ޱ土器内

土৕
୸化物 AAA -25.91ʶ0.88 3
260ʶ40 66.62ʶ0.30

IAAA-81012 NP.2 2US
4,26 ୸化物 AAA -24.64ʶ0.95 3
280ʶ40 66.48ʶ0.31

ʦ�2400ʧ

測定൪߸
Ў �$ิ正なし 暦年較正用

（ZS#1）
1М暦年代ൣғ 2М暦年代ൣғAHF（ZS#1） Q.$（ˋ）

IAAA-81011 3
280ʶ30 66.50ʶ0.28 3
262ʶ36

1608#$--1570#$-
（23.8�）

1561#$---1497#$-
（44.4�）

1622#$---1450#$
（95.4�）

IAAA-81012 3
270ʶ40 66.53ʶ0.29 3
279ʶ38
1609#$---1514#$-
（68.2�）

1663#$---1652#$
（-1.4�）

1641#$---1454#$
（94.0�）

ʦ参ߟ஋ʧ

参ߟ文ݙ

4UVJWFS-..-BOE-1PMBTI-).A.-1977-DJTDVTTJPO�-RFQPSUJOH-PG- ⒢$-EBUB
-RBEJPDBSCPO-19
-355-363

#SPOL-RBNTFZ-$.-1995-RBEJPDBSCPO-DBMJCSBUJPO-BOE-BOBMZTJT-PG- TUSBUJHSBQIZ�- UIF-OY$BM-1SPHSBN
-

RBEJPDBSCPO-37（2）
-425-430

#SPOL-RBNTFZ-$.-2001-DFWFMPQNFOU-PG-UIF-RBEJPDBSCPO-1SPHSBN-OY$BM
-RBEJPDBSCPO-43（2A）
-355-

363
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#SPOL-RBNTFZ-$.
-WBO-EFS-1MJDIU- +.- BOE-8FOJOHFS-#.-2001- �8JHHMF-.BUDIJOH�- SBEJPDBSCPO-EBUFT
-

RBEJPDBSCPO-43（2A）
-381-389

RFJNFS
-1.+.-FU-BM.-2004-IOU$BM04-UFSSFTUSJBM-SBEJPDBSCPO-BHF-DBMJCSBUJPO
-0-26DBM-LZS-#1
-RBEJPDBSCPO-

46
-1029-1058

�ʣੴؑࡐఆ

͸͡Ίʹ

代後期後半の墓坑から出土し࣌ճの分ੳ調査では、伊賀寺遺跡の発掘調査で検出されたೄ文ࠓ

たྨۄのੴࡐのछྨをಛ定することを目తとして、ബ片作製࡯؍を行った。

ᶃࢼྉ

ೄ文࣌代後期後半の墓壙（ＳＫ26）からは、ઠ޸加工痕のあるۄ製඼とͦのࡐ料としてར用され

たとみられるੴࡐ破片が水ચબผによりந出されている。ࠓճの分ੳは破յ分ੳになることから、

調査担当者と協ٞの上、ந出されたੴࡐ破片のうち、೑؟తにۄ製඼とಉ質と൑断されるੴࡐ破

片をબ୒し、分ੳ用試料とすることとした。分ੳにڙした試料の状況は写真撮影を行い図版とし

てࣔした。なお、ＳＫ26ચড়土の細片試料は、೑࡯؍؟ではท岩、チϟート、྘色千ຕ岩、྘色

岩、ปۄが֬ೝされた。

ᶄ෼ੳํ๏

ബ片のݦඍؑڸ定は、岩ੴを0.03̼̼の厚さにബく研ຏし、ݦඍڸ下で࡯؍すると、岩ੴを構

成する߭物の大部分はಁޫੑとなり、߭物のੑ質・૊৫などが࡯؍できるようになるということ

をར用している。

試料はඍ小のため、ΤϙΩγ系थࢷによりแ埋ॲ理を施し、ബ片用のチッϓとする。ˌ180～

�800の研ຏࡎを用いて研ຏ機上で研ຏした後、ͦのチッϓをϓレύラートにషり付ける。ϓレ

ύラートにషり付いたチッϓをμイϠϞンυΧッターにてബく੾断した後、੾断面をˌ180～

�800の研ຏࡎを用いて研ຏ機上で厚さ0.1ᶱҎ下まで研ຏする。さらに、ϝϊ΢൘上でˌ2500の

研ຏࡎを用いて正֬に0.03ᶱの厚さに調੔する。ϓレύラート上でബくなった岩ੴബ片の上にΧ

όーΨラεをషり付け࡯؍用のബ片とする。ബ片はภޫݦඍڸを用い、下方ϙーラーおよび௚交

ϙーラー下において࡯؍・記ࡌを行う。

ᶅ݁Ռ

ภޫݦඍڸ下の࡯؍では岩ੴの構成߭物および૊৫の記ࡌ岩ੴ学తなಛ௃を明らかにした。各

構成物のྔൺは、ബ片上の࡯؍面全ମにରして、多 （ྔʼ50�）、中 （ྔ20～50�）、গ （ྔ5～

20�）、ඍ （ྔʻ5�）およびきわめてඍ （ྔʻ1�）というج४で目ࢹにより൑定した。ݦඍؑڸ定に

記࡯؍しては下方ϙーラーおよび௚交ϙーラー下で撮影した写真をఴ付した。Ҏ下に各試料のࡍ

。Ռについてड़΂る݁ࡌ

岩ੴ名ɿੴӳ-྘泥ੴ-セϦサイト岩

岩ੴの૊৫ɿ交代状૊৫	SFQMBDFNFOU-UFYUVSF
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原岩の૊৫が完全にফ໓しているม質交代岩である。

主成分߭物

セϦサイトɿ多ྔଘ在し、粒࠷ܘ大0.15ᶱのଞ形で不定形൘状～ણҡଋ状をఄし、ऑい配向ੑ

をࣔして広ൣに分布する。

྘泥ੴɿ中ྔଘ在し、粒࠷ܘ大0.12ᶱのଞ形でણҡଋ状をఄし、୶྘色をࣔす。セϦサイトと

共ੜして広ൣに分布する。೑؟తに྘色をఄする部分において粗粒なものが分布する。

෭成分߭物

ੴӳɿඍྔଘ在し、粒࠷ܘ大0.25ᶱのଞ形で不定形状をఄし、セϦサイト΍྘泥ੴの粒間を埋

めて఺在する。

྘྿ੴɿきわめてඍྔଘ在し、粒࠷ܘ大0.02ᶱのଞ形で不定形状をఄし、ے状に配ྻして分布

する。

ᶆ࡯ߟ

ปۄは、細粒、մ状៛ີ質なۄ਷で、不७物を含み、各छの色調をࣔす。ߟ古学の分໺では、

第38図　試料および剝片
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ಛに྘色の色調をࣔすۄ਷またはੴӳなどのγϦΧ߭物からなるものにରしてปۄの名শが使用

される。ͦのଞ、このようなγϦΧ߭物Ҏ֎にも、྘色をఄするม質ڽ灰岩などもปۄとされる

場߹も多い。ࠓճの分ੳ試料は、ภޫݦඍ࡯؍ڸの݁Ռ、ੴӳ-྘泥ੴ-セϦサイト岩という交代

岩とؑ定された。ੴӳ含༗ྔはগないが྘泥ੴ、྘྿ੴといった྘色ม質߭物を含Ήことにより、

྘色の色調をఄし、೑؟తにปۄに近い岩૬となっている。したがって、ߟ古分໺におけるปۄ

に֘当するੴࡐとみなすことができる。

近ـ、中国、北཮地方におけるปۄおよびปۄ様岩の࢈地としては、਺か所ఔ度が஌られてい

る。໻ੜ࣌代後期から古෿࣌代にかけて੝んに使用されていた島ࠜݝ松ߐ市Ֆઋ山をॳめとして、

ฌݝݿ๛岡市のۄ୩、ฌݝݿ山南市のੴށ、ੴ川ݝ小松市の฾ࡵ・ಹ୩、෋山ݝ細ೖ村の細ೖ、

৽ׁࠤݝ౉島のԐീといった原࢈地が現在のとこΖ明らかとなっている（࿴Պ
- 2006）。分ੳ試料

は、γϦΧ߭物からなるయܕతなปۄとはҟなっており、良質なปۄが࢈出するՖઋ山のような

えにくい。試料の構成߭物である྘泥ੴ、྘྿ੴ、セϦサイトといったม質߭ߟ地のものとは࢈

物のछྨは、৽第لࡾ中৽世のいわΏるグϦーンタフ地域に࢈出するม質交代岩と共通するಛ௃

を༗している。したがって、࢈地のಛ定は೉しいものの、グϦーンタフの分布するฌݝݿ北部΍、

෱井ݝ北部といった地域がまͣ࠾औ地域として૝定される。成分分ੳσータなども加えて、ࠓ後

検౼していくඞ要があるだΖう。

（ύϦϊ・サーϰΣイג式会ࣾ）

Ҿ用文ݙ

࿴Պ఩உ-
-2006
-ปۄ製ྨۄのՊ学త分ੳ࠷৽成Ռ.-ߟץق古学
-94
-100-102.

̏ɽ·ͱΊ

ճの府道関࿈遺跡の調査は、発掘調査は下海印寺地区で１か所、試掘調査は樽井地区、調子ࠓ

地区と円明寺地区の３か所で実施した。伊賀寺地区ではೄ文࣌代の火葬墓΍土壙墓、竪穴式住居

跡、ঙ内期の竪穴式住居跡を検出した。ͦれにରして、試掘調査の݁Ռは、旧小ઘ川の൙ཞݯに

あたっており、ݦஶな遺構・遺物は֬ೝできなかった。

小ઘ川流域では、࿬山遺跡、友岡遺跡、下海印寺遺跡でೄ文集མが֬ೝされており、ࡢ年度の

右京第927次調査ではೄ文࣌代中期຤の集མを調査した。ࠓճの伊賀寺遺跡では、北端の３トレ

ンチではೄ文࣌代中期຤の竪穴式住居跡を検出し、２トレンチ南半ではೄ文࣌代後期後半の居住

域と墓域を֬ೝした。また、火葬墓は৽઱な遺֚をমいたものであり、ैདྷのೄ文期の火葬にର

するݟ解とはҟなるものである。これらの成Ռのৄ細は調査の概要でड़΂たとおりである。

ճの右京第943次調査と平行して、周辺地では府道関࿈事業として右京第910・941次調査΍ࠓ

第二֎؀関࿈調査として第947次調査が行われており、ಛに北東ଆにྡ઀した第右京910・941次

調査では、ೄ文期の竪穴式住居跡΍土坑、多਺の遺物が出土している。ࡢ年度に調査を実施した

右京第927次調査でもೄ文࣌代中期の竪穴式住居跡΍土坑が検出されており、ࠓճの調査地の所

在するஈٰ上には、広ൣғにೄ文࣌代中期຤、後期後半期の集མが広がっていることが分かって
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きた。目を広げて、小ઘ川流域では、下海印寺遺跡΍࿬山遺跡、友岡遺跡などでೄ文࣌代の集མ

跡が֬ೝされており、ࠓճの伊賀寺遺跡の成Ռは、小ઘ川流域におけるೄ文ࣾ会を෮ݩする上で、

重要な஌ݟとなった。

現在、府道関࿈事業の右京第910・941次調査の出土遺物の੔理がਐめられており、ͦれらの成

Ռとซͤてࠓճの伊賀寺遺跡の成Ռをଊえていくඞ要があΖう。

（岩松　保）

஫１　ʮ京都第二֎؀状道路関係遺跡平成15年度発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査概報』第113࡭　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2005

஫２　ʮ京都第二֎؀状道路関係遺跡平成17年度発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査概報』第124࡭　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2007

஫３　ʮ京都第二֎؀状道路関係遺跡平成16年度発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査概報』第118࡭　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）　2006

஫４　஫２にಉじ

஫５　京都大学片山一道・大ᤵ༝ඒ子・ઘ୓良・千葉๛・෋井ᚸ、文化財研究所ಸ良文化財研究所松井ষ・

ؙ山真ԝ、島ࠜ大学山田康弘、大山崎町教育委員会ྛږ・寺ౢ千य़・古ؓ正ߒ、長岡京市教育委員

会中ඌल正・小田ۅ३・中島皆෉、長岡京市埋蔵文化財センター岩崎੣、向೔市教育委員会中௩良

஫６　஫１にಉじ

஫７　ʮ京都第二֎؀状道路関係遺跡平成19年度発掘調査報告ʯ（『京都府遺跡調査報告集』第131࡭　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2008

஫８　岩松保・大ᤵ༝ඒ子ʮ長岡京市伊賀寺遺跡出土の火葬墓についてʯ（『京都府埋蔵文化財৘報』第107

߸　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2008

஫９　஫１にಉじ

஫10　஫２にಉじ



-þ1-

４．長岡京跡右京第910次☘þĈĕĖIę-ü☲ĕĕě-ú地区☙・
941次☘7ĈĕĖĖċ-ü☲ĖIę-þ☲ĕĕě-û地区☙・友岡遺跡・
伊賀寺遺跡発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

この調査は、ੴݟ下海印寺線地方道路交付 （ۚ֗路）事業に伴う事前調査であり、京都府乙訓土

木事務所の依頼を受け実施した。

調査地は、長岡京市友岡西畑、下海印寺伊賀寺・下内田に所在する。小ઘ川左؛のՏ؛ஈٰと

ͦの北ଆに広がる௿位ஈٰ上に立地する。付近の標ߴは、27.1～30.1̼である。長岡京の৚๥෮

にあたり、৽（࿡町े・ޒे・๥۝ࡾ৽৚๥ではീ৚）四町े・ࡾे・๥े一ࡾによると、ࣣ৚ݩ

৚๥のࣣ৚大路・ീ৚৚間北小路・西ࡾ๥๥間西小路が૝定される位置にあたる。また、旧ੴ器

。代から中世にかけての集མ遺跡である友岡遺跡、伊賀寺遺跡のൣғにも含まれる࣌

周辺での調査状況は、調査地西ଆ40̼で、現NTT建物建設に伴い昭和56年度に実施された右

京第70次調査
ㅭ㉅１ㅮ

では、旧ੴ器࣌代から近世にࢸる遺物が出土した。６世ل຤～７世ل前半の竪穴式

住居跡７ج、土坑１ج、西ࡾ๥๥間西小路、ࣣ৚大路北ଆ溝のՄೳੑがࢦఠされている溝、ח૔

代後期の竪穴式住居跡は右࣌が検出されている。古෿ྻࡤ・ج代の掘立柱建物跡６౩・土坑３࣌

京第324次調査
ㅭ㉅２ㅮ

でも検出されている。北ଆの右京第118次調査
ㅭ㉅３ㅮ

では、྘ᬵ火ࣷなどの出土から寺院

第１図　調査地位置図（国土地理院　1�25
000　京都西南部・ཎ）
１.調査地　２.伊賀寺遺跡　３.友岡遺跡　４.᯶岡ഇ寺
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関࿈の施設がਪ定されている。また、右京第661次調
ㅭ㉅４ㅮ

査

ではח૔࣌代の掘立柱建物跡、長岡京期の東西溝౳が検

出されている。右京第42
ㅭ㉅５ㅮ

3・43
ㅭ㉅６ㅮ

4次調査では、古෿࣌代～

中世の遺物が出土している。

本道路事業に伴う友岡遺跡内の調査では、右京第78
ㅭ㉅７ㅮ

7・

82
ㅭ㉅８ㅮ

9・856次調査
ㅭ㉅９ㅮ

が北ଆで行われている。右京第787次調

査では、平҆࣌代前期・ח૔࣌代の掘立柱建物跡の一部

が検出された。調査地のす͙北ଆとなる右京第829次調

査では、ඈௗ࣌代の溝２৚、長岡京期の৚๥内の୐地を

細分する区ը溝と૝定されている溝が検出されている。

ͦれらとともに、平҆࣌代前期～中期の掘立柱建物跡２

౩、ח、ࡤ૔࣌代には井ށ΍溝とともに多਺の柱穴が検

出された。右京第856次調査では、12世ل後半～14世ل

前半にかけての遺物とともに、多਺の柱穴が検出された。

南ଆのՏ؛ஈٰ上では、道路༧定地内΍第二֎؀状道

路建設に伴う右京第90
ㅭ㉅10ㅮ

7・94
ㅭ㉅11ㅮ

3・947次調査で、ೄ文࣌代

中期຤～後期後葉の遺物とともに竪穴式住居跡・土坑・

火葬人骨を埋ೲした墓壙΍、古෿࣌代前期・後期の竪穴

式住居跡、長岡京期の区ը溝など多くの遺構が検出され

ている。このように、周辺では多くの調査が行われ多大

な成Ռが上がっている。加えて、௿位ஈٰ上では、古෿

。代の遺構が֬ೝされている࣌૔ח～代後期࣌

調査は、平成19・20年度の２年度にわたって実施した。

現地調査は、平成19年度（右京第910次調査）は当調査研

究センター調査第２課調査第２係長森正、ಉ主任調査員

増田孝彦、ಉઐ໳調査員஛井࣏雄が担当した。調査期間

は、平成19年７月26೔～平成20年１月30೔、調査面積は、

1
200ᶷである。平成20年度（右京第941次調査）は、調査

第２課調査第１係長小஑׮、ಉ主任調査員松井஧य़・増

田孝彦、ಉ調査員ੴ崎ળߴ・ٱ໺ཅ子が担当した。調査

期間は、平成20年４月24೔～10月31೔、調査面積は2
200

ᶷである。本調査報告は、増田が執筆した。

調査にあたっては、長岡京市教育委員会・（財）長岡京

市埋蔵文化財センター・京都府教育委員会・京都府乙訓

土木事務所・地ݩ自࣏会・近ྡ住ຽの方々をはじめとす第２図　トレンチ配置図
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る関係ॾ機関からごࢦಋ・ご協力をいた

だいた。現地作業・੔理作業については、

ิॿ員・੔理員の協力をಘた
ㅭ㉅12ㅮ

。記してײ

ँしたい。

なお、調査に係る経費は、全ֹ、京都

府乙訓土木事務所が負担した。

̎ɽௐࠪ֓ཁ

調査は、平成19年度に１～４トレンチ、

平成20年度に５～８トレンチの調査を実

施した（第２図）。本調査報告では、１～

７トレンチまでの調査݁Ռをͤࡌている。

８トレンチは多くの遺構・遺物を検出し

たため、次年度に報告することとする。

また、３・５トレンチについては、土砂

置き場の関係上２分割し、反సして調査

を実施した。Ҏ下、年度ごとに調査݁Ռ

を報告する。

ʢ̍ʣฏ੒��೥౓ௐࠪ

調査地は೶業用水路により分断されており、北からॱに１～４トレンチを設定した。調査地の

現状は、１・２トレンチは畑地、３トレンチは水田、４トレンチはறं場跡地であり、多ྔの੝

土が施されていた。重機により表土掘削を行い、遺物แ含層֬ೝ後は、人力掘削により遺構検出

に౒めた。

調査地のج本層序（第３図）は、1トレンチ・２トレンチ東ଆ断面をみると、北ଆには畑地に伴

う表土が໿0.3～0.5̼ఔあり、ͦの下は１トレンチでは୶஡׊色礫ࠞじり土、２トレンチＳＢ180

南端付近では、水田の床土に૬当する୶ԫ灰色土がともに0.15̼ある。ͦの下層は、部分తに஡

色土系の遺物แ含層が２層にわたり0.2～0.3N堆積し、上層が中世の遺構検出面となり、下層׊

第３図　トレンチ土層柱状図

第４図　１・５トレンチ平面図
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はಸ良࣌代・平҆࣌代の遺物แ含層となっている。แ含層をআ去すると、ԫ׊色粘質土の地山面

となり、大半の遺構はこの面で検出した。３トレンチは、耕作土໿0.15̼をআ去すると、ബい床

土層が0.1̼ఔあり、ͦの下層にはݎくしまったࢎ化物層が໿３DNあり、ͦの下が遺構検出面で

ある地山面となる。４トレンチは、றं場଄成に伴う੝土をআ去すると、削平を受けた地山面で

あった。調査地全ମの遺構検出面は、西から東に؇΍かにߴくなる自然地形を成している。遺構

の࢒ଘ状況は、後世の削平がஶしい３・４トレンチではѱく、แ含層が֬ೝされた１・２トレン

チでは良޷であった。遺構がرബな部分は、削平によりফ໓したとߟえられ、４トレンチの竪穴

式住居跡の遺構࢒ଘ深度がઙいのは、これを物ޠるものとߟえられる。地山面は、ԫ׊色粘質土

がϕーεとなるが、自然地形のى෬により部分తにஈٰ礫が࿐出したり、礫とԫ׊色粘質土がࠞ

在する部分もೝめられた。遺構はԫ׊色粘質土内に掘削されたものは深く、掘削్中でஈٰ礫に

あたったものはઙい܏向がೝめられた。また、２トレンチで旧ੴ器຤～ೄ文࣌代ॳめとߟえられ

る༗ܪઑ಄器΍、３トレンチでೄ文࣌代中期後半の竪穴式住居跡が検出されたことにより、ԫ׊

色粘質土下層での遺構の༗ແを֬ೝするため、２・３トレンチにサブグϦッυを設定し֬ೝ調査

を行った。２・３トレンチ長࣠の中ԝ部分に３̼間ִで２̼四方のサブグϦッυを各６か所、ܭ

12か所設定し、面తにஈٰ礫まで人力掘削を行

ったが、遺構・遺物は֬ೝされなかった。

各トレンチごとに検出された遺構の概要を報

告する。

̍ʣݕग़遺ߏ

検出された主な遺構としては、中世の溝・土

坑・柱穴、長岡京期の掘立柱建物跡・溝・土坑・

柱穴、ඈௗ࣌代の竪穴式住居跡、࣌期不明の掘

立柱建物跡、ೄ文࣌代の竪穴式住居跡などがあ

る。਺多く検出された柱穴には、ࠜੴが࢒るも

のもೝめられたが、建物跡をಛ定するまでには

。らなかったࢸ

ᶃ̍τϨϯν（第４図、図版第３）

トレンチ中ԝ部分で、東西にԆびる溝とͦの

南ଆで土坑および柱穴を検出した。

１トレンチ　（第４図、図版第３）��̨̙ߔ

から５トレンチにかけて検出したもので、北西

から南東方向にԆびる。南ଆに溝状のམち込み

（ＳＫ100－１・２）を検出したため、これにڬ

まれる土ྥ状の遺構が૝定されたが、ＳＫ

100－１は５トレンチଆにԆびないため、土ྥ第５図　２・６トレンチ平面図
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状の施設ではなく土坑であることが明らかとなった。ＳＤ01のԆ長部分は５トレンチで検出した。

溝෯0.75～1.1̼、深さ0.32～0.4̼を測り、2.5̼分を検出した。５トレンチも含めると全長9.5̼

を検出したことになる。内部埋土は҉ԫ灰׊色土・҉黒灰色土からなり、נ器片がগྔ出土した。

第６図　掘立柱建物跡ＳＢ40・179・180実測図
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12～13世ل代とਪ定される。

౔̨̠޵���ʵ （̍第４図、図版第３）　東壁で検出したପ円形の土坑で、長࣠1.8̼、୹࣠1.5̼、

深さ0.6̼を測る。遺物は小片化した土ࢣ器がগྔ出土した。

౔̨̠޵���ʵ （̎第４図、図版第３）　西壁で検出した土坑である。１̼ʷ3.2̼分を検出した。

深さは0.7̼を測り、断面形はレンζ状をఄする。遺物は小片化した土ࢣ器がগྔ出土した。土

坑ＳＫ100－１・２とも溝ＳＤ01とಉじ面より掘り込まれていることから、中世の遺構とߟえら

れる。

ᶄ̎τϨϯν（第５図、図版第４）

トレンチ中ԝ部分の南北、南端の東西を耕作に伴う溝΍֧ཚによる削平を受けていたが、遺構

の࢒ଘ状況が良޷なトレンチである。中ԝ部東ଆには長岡京期Ҏ߱のแ含層も一部࢒ଘしていた。

検出された遺構には、掘立柱建物跡・溝・土坑・柱穴がある。南端のแ含層中からはੴף、東ଆ

からはଳۚ۩などの出土があった。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第６図、図版第５）　トレンチ南端で検出した。耕作に伴う溝などによ

り削平を受けるが、東西１間（4.9̼）、南北１間（3.3̼）の正方位建物跡で、柱穴の掘形は一辺１

～1.2̼、深さ0.1～0.45̼を測る。࣌期は長岡京期である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第６図、図版第６）　トレンチ南西端で２間分（3.65̼）のみ検出した。

柱穴の掘形は一辺0.6̼、深さ0.18～0.42̼を測る。主࣠は

N31 8˃である。柱間ੇ法は2.15̼、1.4̼である。柱穴検出

面で長岡京期のਢܙ器֖が出土しているが、ࠞೖ遺物のՄ

ೳੑがある。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第６図、図版第７）　トレンチ中

ԝ部の南東壁دりで検出したもので、ྊ間１間（2.1̼）、ܻ

行３間（5.6̼）を֬ೝした。６トレンチଆにԆびるものであ

るが、６トレンチଆの柱૝定位置に、後世の耕作に伴う溝

があり、柱穴が削平されたようでଘ在しない。また、これ

より南東方向にԆびないため、２間ʷ３間ఔ度の建物がਪ

定される。柱間ੇ法はྊ間2.1̼、ܻ行1.8̼・２̼・1.8̼

である。෮ݩされるن໛は、ྊ間4.2̼ʷܻ行5.6̼となる。

柱穴の掘形は΄΅方形で一辺0.6～0.9̼、深さ0.38～0.5̼を

測る。掘形内にはࠜੴが࢒るものがある。主࣠はN64 E˃で

ある。ਢܙ器ഋ（第17図４）が柱穴検出面から出土したが、

建物の࣌期をࣔすものとはߟえにくい。

トレンチ北端で　（第５・７図、図版第４・６）��̨̙ߔ

検出した東西溝で、２・６トレンチڥ付近では௚線తでな

く、北ଆにٷなりに΍΍ுり出す。６トレンチではＳＤ02

第７図　溝ＳＤ02・30断面図

第８図　土坑ＳＫ146実測図
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にઌ行する。溝෯0.4～1.1̼、深さ0.38～0.5̼を

測り、11.5̼を検出した。６トレンチを含めると

19̼となる。溝のޯ配は西から東に؇く下がる。

削平を受けるためＳＤ02とಉ一面より掘り込ま

れる。埋土は上から୶ԫ灰色土・୶灰׊色土・

器がগྔ出土ࢣ色土である。細片化した土׊҉

している。

ＳＤ　（第５・７図、図版第４・６）��̨̙ߔ

30に平行して検出した。６トレンチԆ長部分で

は南ଆに௚֯にۂがる。溝෯0.4～1.0̼、深さ

0.05～0.4̼を測り、６トレンチଆの南北方向の

溝はઙくなる。区ը溝とߟえられ、２トレンチ

で東西5.7̼、６トレンチで東西５̼、南北7.5̼

分を検出した。溝のޯ配は東西が西から東に、南北が北か

ら南に؇く下がる。埋土は上から׊色土・୶׊色土・҉׊

色土であり。内部埋土より長岡京期の土ࢣ器ഋ、土അが出

土した。

౔̨̠޵���（第８図、図版第４）　２トレンチ北دりで

検出したもので、ＳＫ150と੾り߹う。長辺1.45̼ʷ୹辺0.83

̼、深さ0.32̼を測る長方形の掘形を༗する。主࣠はN56.5˃

Eである。土坑中ԝ部北西壁にԊって土ࢣ器ࡼが５ຕ出土し

た。土坑の形状΍遺物の出土状況から土坑墓とߟえられる

が、木׹౳の痕跡は֬ೝできなかった。12世ل後半～13世

。期がਪ定される࣌前半のل

౔̨̠޵���（第９図、図版第６）　土坑ＳＫ146と西ଆが੾り߹いＳＫ146にઌ行する。一辺

2.7̼、深さ0.28̼の竪穴式住居状の掘形を࣋つ。中ԝ部に௚0.4̼～0.35ܘ、深さ0.13Nの柱穴が

あり、ͦの南ଆに0.6̼ܘ、東ଆに0.2̼ܘの୸ࠞじりのম土が広がる。内部から土ࢣ器ᙈが出土

している。ಸ良࣌代後半とߟえられる。

஁໶࿍-（第５・10図）　２トレンチの中ԝ部で鍛冶炉１、ＳＫ150南ଆで鍛冶炉２を検出した。

鍛冶炉１は΄とんど破յされており、0.5̼ܘ、深さ0.11̼の掘形はೝめられたが、西ଆは破յに

伴う掘形のようで、炉床ཪଆのඃ೤した部分はೝめられなかった。東ଆは、炉床ཪଆに੺色にඃ

೤した部分が࢒ଘしていた。内部はম土΍炉壁がࠞೖしていた。鍛冶炉２は、0.5̼ܘ΄どのম

土の広がりのみである。フイΰӋޱの૷ண痕΍鍛冶炉を෴う建物跡は、֬ೝすることができなか

った。鍛冶炉１・２とも掘形内΍周辺の土砂を࠾集・水ચい、࣓ੴにより内༰物の࠾औを行った

とこΖ、ともに鍛଄ണ片・粒状ᕥ・小మ片・小మմが࠾औでき鍛冶炉であることが明らかとなっ

第９図　土坑ＳＫ 150 実測図

第 10 図　鍛冶炉１実測図
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た。

ᶅ̏τϨϯν（第11図、図版第４）

西ଆは削平によるためか遺構のີ度がগなかったが、トレンチ東ଆでは掘立柱建物跡、中ԝ部

で土坑、南端で竪穴式住居跡、全域で柱穴を検出した。また、中ԝ付近の地山面上では༗ܪઑ಄

器が出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第12図、図版第７）　トレンチ北端で検出した。南北２間（5.7̼）、東

西１間Ҏ上（３̼Ҏ上）の正方位૯柱建物

跡である。柱穴の掘形は一辺0.7～1.1̼、

深さ0.3～0.38̼のن໛を測る。柱間ੇ法

はྊ間３̼・2.7̼、ܻ行３̼の౳間ִで

ある。ਢܙ器ഋＢ（第17図22・23）が出土

した。࣌期は、長岡京期である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第12図、図版

第７・８）　トレンチ中ԝ部南東壁دり

で検出した。東西３間（4.6̼）、南北２間

（3.2̼）Ҏ上の૯柱建物跡とߟえられる。

主࣠はN70 E˃である。柱穴の掘形は、方

形で一辺0.6～１̼、深さ0.2～0.35̼を測

る。柱間ੇ法はྊ間1.4̼・1.8̼、ܻ行

1.5̼の౳間ִである。࣌期は不明である。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第13図、図版

第８・９）　南端で検出したもので、大

半が調査地֎になるものとࢥわれる。不

正形な円形ないし方形を成すとߟえら

れ、明֬なଆ壁を༗さͣ、レンζ状に໿

20DN掘込まれる。７トレンチで住居の一

端が検出されなかったため、５̼ఔのن

໛が૝定される。内部埋土は２層からな

り、上層からは、ম土・୸にࠞじって細

片化したೄ文土器΍ୟきੴ・ੴਲ਼が出土

した。下層は、গྔのೄ文土器が出土し

た。出土遺物からೄ文࣌代中期後半の࣌

期がߟえられる。この࣌期に૬当する遺

構・遺物は、南方の１ஈ௿いՏ؛ஈٰ上

の８トレンチから多ྔに出土している。第11図　３・４トレンチ平面図
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౔̨̠޵���（第14図、図版第

８）　中ԝ付近で検出した。一辺

2.5ʷ2.7̼の方形の掘形を༗し、

深さ0.54̼を測る。主࣠はN14.5˃

8である。ن໛から井ށを૝定

して掘削を行ったが、ஈٰ礫に

ୡした࣌఺で掘削が中断されて

おり、ఈ面は中ԝ部に礫が集中

しており、これらとともに長岡

京期にൺ定されるਢܙ器・土ࢣ

器、およびೄ文࣌代のੴ᭲が出

土した。

ᶆ̐τϨϯν（第11図、図版第

９）

றं場଄成に伴い削平を受け

ており、全ମతに遺構の࢒ଘ状

況はઙいものであった。検出さ

れた遺構は、掘立柱建物跡・竪

穴式住居跡・柱穴である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第15図、

図版第９）　トレンチ中ԝ部で検

出した正方位建物跡である。࠺

部分を検出していないので֬定

はできないが、東西２間（５̼）、

南北４間（13.5̼）Ҏ上の建物跡と

えられる。南北の柱間は2.7̼ߟ

の౳間ִである。柱穴の掘形は

方形で一辺0.6～0.8̼、深さ0.1～

0.3̼を測る。南端は、7トレンチ

で検出されなかったため、検出

された建物南端よりあと一間分

Ԇびるものとߟえられ、５間Ҏ

上の建物跡ともߟえられる。遺

物は出土しなかったが、ＳＢ40・

ＳＢ120ಉ様、正方位建物である 第12図　掘立柱建物跡ＳＢ120・121実測図
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ことから、長岡京期とߟえられる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第16図、図版第10）　トレンチ

南壁دりで検出した。掘立柱建物跡ＳＢ130に一部յさ

れ、住居西壁の一部を検出したのみで、遺ଘ状ଶがѱい。

主柱穴はೝめられない。一辺໿４̼の竪穴式住居が෮ݩ

される。西壁にΧϚυがଘ在していた痕跡をࣔすପ円形

のম土面を、東西0.8̼、南北0.5̼のൣғで検出した。西

ଆ掘込みଆ壁は0.15̼֬ೝした。西壁での主࣠はN39 E˃

である。右京第70次調査で検出された住居跡も柱穴を༗

さͣ、ن໛తにもࣅている。床面からਢܙ器֖・￼が出

土した。７世ل前半とߟえられる。

�ʣग़౔遺෺

平成19年度調査で出土した遺物には、ೄ文土器・ਢܙ

器・土ࢣ器・נ・土അ・フイΰӋޱ・ੴ器・ੴ製඼・ۚ

ଐ製඼・鍛冶ੜ࢈関࿈遺物などがある。

ᶃ遺ߏग़౔遺෺（第17図、図版第17・18）

１・２・３はਢܙ器ഋ#֖である。１は、２トレンチ

ＳＰ87から出土した。内面にかえりが付き、ๅचつまみ

がつくものである。２・３は、ๅचつまみがつくが、内

面にかえりは付かない。２は２トレンチＳＰ01から、３

はＳＢ179柱穴検出面から出土した。４はਢܙ器ഋであ

る。12.4ܘޱDN、器4.05ߴDN。ＳＢ180から出土した。

５は、ਢܙ器ഋ#でＳＢ40から出土した。ߴ୆の位置が

ఈ部とମ部の۶ۂ部の΍΍内ଆにある。ಸ良࣌代後半～

長岡京期。６～11は土ࢣ器ࡼでＳＫ146から出土した。

いͣれも完形඼で、６～10は、ମ部֎面上半はφσ、下

半はϢϏΦサΤ、11は内面にミΨΩの痕跡が࢒る。６～10は、9.4～9.3ܘޱDN、器1.45ߴ～

2.05DN。11は、14.4ܘޱDN、器3.1ߴDN。色調は明஡׊色である。12世ل後半～13世ل前半の࣌

期がਪ定される。12・13は、土ࢣ器ഋである。12は２トレンチＳＰ01から出土した。13.4ܘޱDN

で小ৼりである。ޱԑ部はφσ、ମ部はミΨΩが࢒る。色調は஡׊色である。13は、ＳＤ02から

出土した。内֎面ともϤίφσを施す。17ܘޱDN。14は、ＳＤ02から出土した土അである。前

ݛ質風字ܙ色である。15は、ＳＰ01から出土したਢ׊಄部をܽଛする。色調は஡・٭と後右٭྆

の破片である。使用痕が࢒る部分は黒色にม化している。16は、土ࢣ器ᙈである。ＳＫ150から

出土した。ಸ良࣌代後半である。17は、フイΰӋޱである。ઌ端付近はߴ೤により੨灰色にม色

する。２トレンチＳＰ27から出土した。18は２トレンチＳＰ04から出土した、྘色ڽ灰岩のۄの

第13図　竪穴式住居跡ＳＨ190実測図

第14図　土坑ＳＫ140実測図
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原ੴである。ೈ質のもので、྘灰白色をఄする。所ଐ࣌期は不明であるが、右京第943次調査で

は火葬骨埋ೲ土壙からปۄが出土しており、ೄ文࣌代にଐするՄೳੑもある。19は、ＳＢ175柱

穴内から出土した౐ੴである。౐面は４面で୶ԫ׊色である。࢒ଘ長７DN、࢒ଘ෯４DN、である。

第15図　掘立柱建物跡ＳＢ130実測図
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砂岩製。22・23は、ＳＢ120から出土した

ਢܙ器ഋ#である。ߴ୆の位置がମ部から

ఈ部の۶ۂ部にある。ಸ良࣌代後半～長

岡京期。22～25は、ＳＫ140から出土した。

22はਢܙ器ഋ#֖、23はഋ#である。24は、

ਢܙ器ᙈで18.8ܘޱDN、֎面はճసφσ、

内面はಉ心円文タタΩである。25は、土

ԑ部はϤίφσ、ଞはޱ。器ഋであるࢣ

ϢϏΦサΤ・φσ、内面はφσを施す。

࣌色である。ಸ良׊15DN、色調は஡ܘޱ

代後半～長岡京期。26はਢܙ器୹ᰍ壺で

ある。３トレンチＳＰ110から出土した。

27は土ࢣ器ߴഋである。小片であるが、

ഋ部内面はφσ、౵部は８面΄どの面औ

りをするとࢥわれる。28～32はＳＨ190から出土した。28～30はೄ文土器深ുでಉ一ݸମとࢥわ

れる。28はޱԑ下の文様ଳ、29はମ部中位部分の破片でॎ方向の௜線がみられる。30はఈ部片で

ある。31は、Ֆቋ岩質砂岩製のຏੴで1�2が࢒ଘする。32は砂岩製のੴ器とߟえられるが、研ຏ

面のみで用్は不明である。これらの遺物はೄ文࣌代中期とߟえられる。33・34は２トレンチＳ

Ｐ147から出土した。33は、施ᬵಃ器࿶である。షり付けߴ୆で、内面に施ᬵされ灰྘׊色に発

色する。ߴ୆の一部にもᬵが付ணしている。平҆࣌代前期。34は、土ࢣ器ುである。ޱԑはϤί

φσ、ମ部֎面はϋέϝ、内面上半ϋέϝ、下半はφσ࢓上げを施す。32.4ܘޱDN、色調は஡׊

色である。35・36は竪穴式住居跡ＳＨ175から出土した。35はഋ֖Ｂで内面にฦりを༗し、ๅच

つまみをもつ。11.4ܘޱDN、器3.4ߴDNの完形඼である。ඈௗ࣌代。36は￼で、ମ部のみのもので、

ᰍ部とମ部をҙࣝతにܽଛさͤた痕跡がೝめられる。ݞ部に２৚の௜線をめ͙らͤ、ͦの間に۳

ඳ೾状文をೖれる。޸は斜め上方に໿3.5NN஫ޱ状にಥ出している。古෿࣌代後期。

ᶄแؚ૚ग़౔遺෺（第18図、図版第18）

37～46はแ含層出土のものである。37・38はਢܙ器ഋＢ֖である。37はๅचつまみがつき、内

面にかえりが付く。38は内面にかえりが付かない。39～41はഋＢである。内֎面ともճసφσを

施す。42は、ਢܙ器壺̡ఈ部である。40はߴ୆がఈ部内دりに付されるが、΄かは۶ۂ部付近に

඼であり、౵部は９面の面औりを施す。44は、粘൘ܕഋである。大ߴ器ࢣ୆を付す。43は、土ߴ

岩製ݛ片である。45はੴףである。火成岩製で、ߴさ8.4DN、෯8.4DN、厚さ4.9DN、重ྔ305̶。

全ମが丁ೡにຏかれている。಄部はි形に面औりし、下半は全周に෯６ᶱ、深さ1.5～２ᶱの線

部ఈ面ج。まれるࠁがめ͙り、広端面中ԝにॎに෯６～８ᶱ、深さ２～３ᶱの๰਴形のԜみがࠁ

は、レンζ状に４～4.5ᶱԜΉ。一部ണ཭後に࠶研ຏした痕跡がೝめられる。また、੺色إ料が

付ணしたような痕跡も࢒り、全ମにృ布されていたՄೳੑもある。上下にිとԜみにより、྆ੑ

第16図　竪穴式住居跡ＳＨ175実測図
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۩༗を表現したようにݟえる。46は、３トレンチԫ׊色粘質土上の地山面で検出した༗ܪઑ಄器

である。小ܕのもので、ઌ端とܪ部の一部をܽく。現ଘ長4.4DN、෯1.6DN、厚さ４NN、重さ3.5

̶である。明ྎなܪ部を࣋たないものである。ੴࡐは੺みがかったチϟートである。਎部断面は

二౳辺֯ࡾ形を成し、丁ೡなԡѹണ཭により調੔される。47は、ＳＫ140から出土したԜج式ແ

ੴ᭲である。一部ܽଛするが、長さ3.05DN、෯1.5DN、厚さ0.45DN、重さ1.8̶。サψΧイト製ܪ

第17図　出土遺物実測図（１）
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である。48は、ＳＤ176から出土したੴਲ਼である。ઌ端をܽଛするが長さ2.8DN、෯1.5DN、厚さ

0.3DN、重さ1.2̶。サψΧイト製である。49は、మ地ۜ૷のଳۚ۩である。方形のശ状のమ൘２

ຕでൽଳをڬみ込み、ۚಔのම２本で௲じる。ൽଳの๓いしΖには、਑ۚを๓い込んでいたよう

で、２本の਑ۚが࢒ଘする。ཪଆのശ状の൘には૭があり、௻りख状のものがڬみ込まれている。

මをআきଳۚ۩全ମが、ۜ૷である。࣌期はわからない。

ʢ̎ʣฏ੒��೥౓ௐࠪ

トレンチ名は、平成19年度調査トレンチにଓけた。調査地は１トレンチ東ଆ（５トレンチ）、２

トレンチ東ଆ（６トレンチ）、４トレンチ南ଆ（７トレンチ）である。平成19年度調査ಉ様、６トレ

ンチをআいて、೶業用水路΍ཬ道により分断されており、トレンチを઀߹することはできなかっ

た。調査前の状況は、５トレンチが公Ԃ・建物跡地、６トレンチがறं場跡地、７トレンチは水

田であった。調査は重機により表土をআ去し、遺物แ含層֬ೝ後は、人力掘削により遺構検出に

第18図　出土遺物実測図（２）
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౒めた。

̍ʣݕग़遺ߏ

検出された主な遺構としては、

中世の掘立柱建物跡・溝・土坑・

柱穴、長岡京期の溝・土坑・柱

穴がある。਺多く検出された柱

穴は、建物跡をಛ定するまでに

はࢸらなかった。

ຊ૚ং（第３図）　各トレンج

チともྡ઀する平成19年度調査

トレンチとಉ様な堆積状況をな

しているが、５トレンチは༡۩

΍建物ૅجにより֧ཚを受ける

部分がೝめられた。６トレンチ

はறं場表土下に旧耕作土・床

土があり、ͦの下層はԫ׊色粘

質土の地山面となるが、部分తにബく遺物

แ含層が࢒る所もݟられた。７トレンチは

耕作土をআ去すると、໿３DNのࢎ化物層

があり、ͦの下は地山面となる。また、南

西ଆは௿位ஈٰの୆地の端にあたり、自然

地形が܏斜し࢝める部分に位置する。各ト

レンチごとに検出された遺構の概要を報告

する。

ᶃ̑τϨϯν（第４図、図版第11）

֧ཚ΍削平を受け遺構の࢒ଘ状況は良く

なかったが、検出された主な遺構として、

中世の土坑・溝・柱穴、平҆࣌代掘立柱建

物跡・柱穴などがある。

、南端より１トレンチのԆ長部７̼を検出した。溝෯0.7～１̼　（第４図、図版第12）��̨̙ߔ

深さ0.36̼を測る。６トレンチଆにԆ長部がೝめられないため、５・６トレンチ間のະ調査部分

に通じているものとࢥわれる。

౔̨̠޵���（第19図、図版第12）　５トレンチ中ԝ部で検出した。一辺2.3ʷ2.1̼、深さ0.15̼

を測る΄΅方形の掘形を༗する。検出面上の土坑西دりの1.5̼四方に0.3̼～0.1ܘఔの礫が集中

している。土坑ఈ面中ԝより東دりが柱穴状に長１̼ܘʷ୹0.9̼ܘ、深さ0.37̼のପ円形状に掘

第19図　土坑ＳＫ222実測図

第20図　土坑ＳＫ298実測図
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り込まれる。この中には礫は含まれない。

検出面の礫にࠞじって黒色土器࿶・土ࢣ器

Ӌזが出土した。13世ل代とਪ定される。

改葬に伴うഇ墓とߟえられる。

౔̨̠޵���（第20図、図版第13）　５ト

レンチ南東دりで検出した。長1.7̼ܘʷ୹

深さ0.1̼を測るପ円形土坑であ、1.6̼ܘ

る。土坑中ԝに１̼ܘ΄どのൣғに５ܘ～

15DNの礫が集中する。礫の下は୹0.9̼ܘʷ

長1.2̼ܘ、深さ0.15̼のପ円形状に掘り込

まれる。この中には礫は含まれない。礫に

ࠞじってנ器片がগྔ出土した。13世ل代

とਪ定される。ＳＫ222ಉ様、改葬に伴う

ഇ墓とߟえられる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第21図、図版第

12）　５トレンチ中ԝ部で検出した、平面

形のいびつな建物跡である。南北２間（西

ଆ3.3̼、東ଆ３̼）、東西４間（6.2̼）を測

る。北ଆܻ行は、反స調査を行ったࡍのڥ

部分に当たり、削平してしまったのか֬ೝ

できなかった。主࣠はN68 E˃である。掘形

はج本తには円形であるが、۱ؙ方形に近い円形のものもある。௚ܘないし一辺0.35～0.8̼、深

さ0.3～0.58̼を測る。柱穴内より土ࢣ器・黒色土器片が出土した。平҆࣌代前期とਪ定される。

ᶄ̒τϨϯν（第５図、図版第13・14）

２トレンチدりを南北にԆびる耕作に伴う溝は、東ଆは֧ཚにより削平を受けている。検出さ

れた遺構は溝・土坑・柱穴などがあるが、࣌期をಛ定できないものが多い。

２トレンチのԆ長部であり、ＳＤ02を੾る東西溝で　（第５・７図、図版第13・14）��̨̙ߔ

ある。溝෯0.7̼、深さ0.22～0.39̼、長さ7.5̼を検出した。東端は֧ཚにより削平を受ける。

えߟ２トレンチのＳＤ02のԆ長部分である区ը溝と　（第５・７図、図版第13・14）��̨̙ߔ

られる。２トレンチからଓく東西溝が６トレンチで南に۶ۂする。東西５̼、南北7.5̼分を検

出したので、２トレンチで検出した分と߹わͤて東西は૯長10.7̼を測る。南北部分は෯0.4̼～

0.5̼、深さ0.05̼を測り、北から南に؇く܏斜する。長岡京期である。

ᶅ̓τϨϯν（第22図、図版第14・15ʣ

表土௚下が遺構面であり、遺構の࢒ଘ状況はઙいものであったが、中世の土坑、長岡京期のഇ

。土坑・溝・柱穴を検出したغ

第21図　掘立柱建物跡ＳＢ330実測図
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౔̨̭޵���（第23図、図版第15）　７トレンチ北دりで検出した。一辺1.9ʷ1.75̼、深さ0.3̼

を測る΍΍୆形状の掘形を༗する。土坑内中位に20～５ܘDNఔの礫が北دりに１ʷ1.5̼のൣғ

に集中する。土坑ఈ面は、レンζ状にԜΉ。５トレンチの土坑ＳＫ222΍ＳＫ298のような１ஈ下

がる掘り込みはない。礫にࠞじって古෿

を中心にগྔנ・代、長岡京期の土器࣌

の土ࢣ器小ࡼ片が出土した。中世とߟえ

られる。ＳＸ222・298ಉ様、改葬に伴う

ഇ墓のՄೳੑがߴい。

౔̨̠޵���（第24図、図版第15・16）

　７トレンチ中ԝ部で検出した。平面形

は、ॎ長の୆形状をఄし、西ଆが広く東

ଆがڱい。長さ４̼ʷ広端辺長2.5̼・ڱ

端辺長0.8̼、深さ0.25̼を測る。土坑内

からは、長岡京期のਢܙ器・土ࢣ器・נ

にࠞじって、ೄ文࣌代のੴ᭲・ຏੴ、古

෿࣌代後期のਢܙ器が出土した。出土状

況から、長岡京期のഇغ土坑とߟえられ

る。

̎ʣग़౔遺෺

平成20年度調査で出土した遺物には、

ਢܙ器・土ࢣ器・黒色土器・נ・製Ԙ土器・

土അ・ੴ器などがある。

ᶃ遺ߏग़౔遺෺（第25・26図、図版第

17）

50・52は、黒色土器࿶である。内֎面

とも黒色ॲ理をする。50はఈ部片である

が、ݟ込み部分にີなミΨΩが施される。

52は、内֎面・ݟ込み部分ともີなミΨ

Ωを施しているが、遺ଘ状ଶが΍΍ѱい。

６DNを測る。50はＳＫߴ15DN、器ܘޱ

222、52はＳＰ309から出土した。10世ل

後半～11世لとਪ定される。51は、土ࢣ

器Ӌזである。ઙいԳ状のମ部に小さく

ಥ出する௳をつけたものである。֎面は、

௳Ҏ下がϢϏΦサΤ、௳下方にഗが付ண

第22図　７トレンチ平面図

第23図　土坑ＳＫ263実測図



京都府遺跡調査報告集　第 1úú ࡭

-ÿÿ-

している。内面はφσ調੔する。13世ل中ࠒとߟえられる。19.1ܘޱDN。ＳＫ222から出土した。

53・54は、ਢܙ器ഋである。53は、小ܕで古෿࣌代後期後半のഋで、ఈ部はϔラέζϦ後φσ調

੔する。10.4ܘޱDN、器3.9ߴDN、色調は҉੨灰色である。ＳＫ230から出土した。54は、ߴ୆

がఈ部端に付される。内֎面ともճసφσである。ＳＰ223から出土した。55は、土ࢣ器ഋである。

֎面はϔラέζϦ、内面はφσを施す。13.6ܘޱDN、器3.7ߴDN、色調は஡׊色である。ＳＤ

232から出土した。56・57は、ਢܙ器ഋＢ֖である。57はٖๅच状のつまみをもつഋ֖である。

ఱ井部֎面はϔラέζϦ、ଞ

はճసφσである。ܘޱ

13DN、器1.45ߴDN。色調は

҉੨灰色である。ಸ良࣌代

຤期～平҆࣌代ॳ期。58は

ਢܙ器ഋＢである。ఈ部の

破片で、色調は੨灰色であ

る。

59～75はＳＫ221から出土

した。59はਢܙ器ഋＡ、60・

61ਢܙ器ഋＢである。59は、

ఈ部ϔラέζϦ、内֎面と

もճసφσである。ܘޱ

13.9DN、器3.9ߴDNである。第25図　出土遺物実測図（３）

第24図　土坑ＳＫ221実測図
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第26図　出土遺物実測図（４）
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色調は明੨灰色である。60・61はఈ部端にషり付けߴ୆が付される。内֎面ともճసφσである。

ఈ部はϔラέζϦである。62は、ਢܙ器ࡼである。16ܘޱDN、器2.9ߴDN、色調は明੨灰色であ

る。ఈ部֎面はϔラ੾り、ଞはճసφσを施す。63～66は、ਢܙ器壺である。64・65はߴ୆がఈ

部端に付される。64は、ఈ部にࢳ੾りの痕跡が࢒る。66は、૒耳壺でݞ部にୀ化した೺खをऔり

付けている。内֎面ともճసφσ࢓上げ。色調は҉੨灰色である。֎部全ମに自然ᬵが付ணする。

67・68は土ࢣ器ࡼである。67は21.4ܘޱDN、器2.95ߴDN、色調は஡׊色である。68は֎面の全

面にϔラέζϦを施す。69～71は、土ࢣ器ഋである。69は、ޱԑ部Ϥίφσ、ମ部下半φσ࢓上

げ。色調は஡׊色である。13.6ܘޱDN、器3.8ߴDNである。70・71はޱԑ部Ϥίφσ、ଞはϔラ

έζϦ、内面はφσを施す。色調は੺஡׊色である。72～75土ࢣ器ᙈである。ޱԑ部はϤίφσ、

ମ部֎面はϋέϝ、内面はޱԑ部Ϥίφσ調੔。72は15.7ܘޱDN、74は24ܘޱDNである。76は、

土അである。左前٭のみܽଛする。77はՖቋ岩質砂岩製のᏏੴである。78は、一部ܽଛするԜج

式ແܪੴ᭲である。長さ2.35DN、෯1.75DN、厚さ0.25DN、重さ0.6̶。サψΧイト製である。こ

れらの遺物は、ੴ器をআき長岡京期である。79～81はＳＸ263から出土した。79はਢܙ器ഋ਎で

ある。色調は灰色で、ఈ部֎面はϔラέζϦ、ଞはճసφσを施す。12.8ܘޱDN、器3.8ߴDN。

古෿࣌代後期。80・81はਢܙ器֖Ａでޱԑ端部を内ଆにרき込Ή。８世ل後半。

ᶄแؚ૚ग़౔遺෺（第27図）

82・83はਢܙ器֖である。82は、ఱ井部֎面に๽書がೝめられるが、൑ಡできない。ಸ良࣌代

後期～長岡京期。83は、ਢܙ器ഋ#֖でఱ井部ϔラ੾り、内֎面ともճసφσである。84は、ਢ

#器付ܙ器ഋである。ఱ地は不明である。ఈ部はϔラ੾り、ଞはճసφσである。85・86はਢܙ

である。いͣれもߴ୆がఈ部端近くに付される。87は、྘ᬵಃ器࿶で削出しߴ୆で、଻土は明灰

色、ᬵは྘׊色に発色する。11～12世88。لは、土ࢣ器ഋでޱԑ部はϤίφσ、֎面ఈ部付近は

ϢϏΦサΤ、内面はφσであ

る。18.8ܘޱDN。89は、土ࢣ

器ᙈで20.2ܘޱDNである。ຎ

໓がஶしい。90は、製Ԙ土器

である。上半のみ遺ଘし֎面

はφσ、内面はϢϏΦサΤで

ある。ମ部にൺしてܘޱがڱ

く、厚さが1.5DNあり分厚い。

଻土に長ੴ・ੴӳを含Ή。色

調は஡׊色である。91・92は、

Ԝج式ੴ᭲である。一部ܽଛ

するが、91は長さ1.95DN、෯

1.5DN、厚さ0.35DN、重さ0.9̶。

92は長さ1.95DN、෯1.7DN、厚第27図　出土遺物実測図（５）
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さ0.25DN、重さ0.7̶。サψΧイト製である。

̏ɽ·ͱΊ

、ઑ಄器は地山௚上で出土したものであるがܪճの調査成Ռについて؆୯にまとめておく。༗ࠓ

周辺ではಉじ୆地上に立地する下海印寺遺跡、右京第70次調査でも出土しており、旧ੴ器࣌代຤

～ೄ文࣌代ॳめにかけての遺跡が広ൣғに広がっていることをࣔࠦするものである。

３トレンチ南端で検出したೄ文࣌代中期の竪穴式住居ＳＨ190は、８トレンチ周辺で行われた

Տ؛ஈٰ上の調査で、ೄ文࣌代中期຤～後期後葉にかけての遺物΍竪穴式住居跡・土߅が多く検

出されており、୆地上にも集མが広がっていることが明らかとなった。また、ೄ文࣌代൩期とߟ

えられるੴףは、京都府下では２例目の出土であり、ͦの分布は中部地方を中心として出土する

もので、地域間交流があったことをࣔすとともに、周辺に当֘࣌期の遺構のଘ在をࣔࠦする。

ඈௗ࣌代の竪穴式住居跡΍แ含層出土の遺物などからすると、右京第70次調査で検出された竪

穴式住居跡とಉ࣌期のものであり、ࠓ後集མのൣғが広がっていくものとߟえられる。８トレン

チ周辺では６世ل前半～中ࠒの住居跡が検出されているが、６世ل後半Ҏ߱の住居跡はೝめられ

ない。６世ل後半になると、集མは北方の୆地上にҠಈしたՄೳੑもߟえられる。

調査地周辺では、平҆࣌代～ח૔࣌代の遺構遺物が多く検出されたが、これらにൺ΂ると長岡

京期の遺構・遺物は΍΍গない状況であった。ࠓճの調査で検出された建物跡については、正方

位をࣔすものでࠓ後、長岡京の土地ར用をߟえる上で重要な資料となる。また、ಉ࣌期の土അが

出土したこと΍ഇغ土߅のଘ在など、周辺部にも長岡京に関する遺構が広がっているՄೳੑがあ

る。

期不明の建物跡ＳＢ179・180に関しては方形の掘方を༗するもので、第70次調査で֬ೝされ࣌

ているものとಉ方向を向く܏向がある。周辺の調査݁Ռからすると、長岡京期Ҏ後、平҆࣌代前

期には東にৼる܏向があり、平҆࣌代後期には࠶び正方位に໭るとࢦఠされている。右京第70次

調査検出の建物跡については、13世لにこの周辺がઁ関Ոの૳Ԃとなったことから、૳׭クラε

のఛ୐とも位置ͮけられている。࣌期・建物跡をಛ定することはできなかったが、２جの鍛冶炉、

フイΰӋޱの出土など鍛冶ੜ࢈関࿈遺構・遺物については、右京第70次調査で竪穴式住居跡から

మᕥが出土していることから古෿࣌代のՄೳੑもあるが、周辺の遺構・遺物の検出状況からする

と、平҆࣌代のఛ୐内に付ਵする鍛冶工๪であったともߟえられる。

（増田孝彦）

஫１　ڮߴඒٱ二΄かʮ長岡京跡右京第70次（7ANOIR地区）調査概要ʯ（『長岡京市文化財調査報告書』第

長岡京市教育委員会）1982　࡭９

஫２　木村ହ彦ʮ長岡京跡右京域の調査　第324次（7ANOIR-2地区）調査ུ報ʯ（『長岡京市埋蔵文化財セン

ター年報』昭和63年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1990

஫３　㝪৳一࿠ʮ長岡京跡右京の調査　右京第118次（7ANNN.地区）調査概報ʯ（『長岡京市埋蔵文化財セ

ンター年報』昭和57年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1983
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஫４　中島皆෉ʮ長岡京右京第611次（7ANNN.-2地区）調査概要ʕ長岡京跡右京ࣣ৚ࡾ๥े町、友岡遺跡ʯ

（『長岡京市文化財調査報告書』第42集　長岡京市教育委員会）2001

஫５　中ඌल正ʮ長岡京跡右京域の調査　右京第423次（7ANN,$-3地区）調査概報ʯ（『長岡京市埋蔵文化財

センター年報』平成４年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1992

஫６　中島皆෉ʮ長岡京跡右京域の調査　右京第434次（7ANN,$-3地区）調査概報ʯ（『長岡京市埋蔵文化財

センター年報』平成５年度　（財）長岡京市埋蔵文化財センター）1993

஫７　஛井࣏雄ʮ６．長岡京跡右京第787次（7ANNN.-4地区）・友岡遺跡発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査

概報』第111࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2004

஫８　஛原一彦ʮ４．長岡京跡右京第829次（7ANNN.-5地区）・友岡遺跡発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査

概報』第115࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005

஫９　ށ原和人ʮ４．長岡京跡右京第856次（7ANNN.-6地区）・友岡遺跡発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査

概報』第118࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2006

஫10　中川和哉ʮ15.平成19年度京都第二֎؀状道路関係遺跡ʯ（『京都府埋蔵文化財৘報』第106߸　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

஫11　岩松保・大ᤵ༝ඒ子ʮ長岡京市伊賀寺遺跡出土の火葬墓についてʯ（『京都府埋蔵文化財৘報』第107

߸　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

஫12　ਿࡔ・޺وߐ内༟ࢤ・木村ܒষ・סໜ年・ఱ஑ࠤӫ子・松下道子・Ѩ保༔ر・山本໻ੜ・中島ܙඒ子・

山川幸೫・ߥ川ਔՂ子・෱島厚子
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５．魚田遺跡第７次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

ճの調査は、平成20年度一ൠ府道෋໺૳ീ഼線地方道路交付ۚ事業に伴う発掘調査を京都府ࠓ

建設交通部の依頼を受けて実施した。魚田遺跡は、ീ഼市岩田南辺部と京田辺市の大住北辺部に

またがる໻ੜ࣌代から中世までの遺物ࢄ布地として஌られる遺跡である。ࠓճの調査地は、京田

辺市大住大峯に位置し、遺跡ൣғの北東部分での遺構の֬ೝを目తとした試掘調査である。

現地調査は、平成20年10月６೔～11月12೔の期間実施した。調査面積は、230ᶷである。調査は、

調査第２課長ิ݉ࠤ調査第３係長ੴ井ਗ਼࢘ならびにಉ調査員村田和弘が担当し、現地調査および

報告については村田が担当した。ෟࡌとした魚田遺跡周辺の地形および破堤堆積物の࡯ߟについ

ては、増田෋࢜雄（ಉࣾࢤ大学理工学部・当調査研究センター理事）・伊౻༗加（ಉࣾࢤ大学工学

研究Պ）・ࡔ本ོ彦（ಉࣾࢤ大学ௌߨੜ）ࠤ・ ౻ஐ೭（京都大学大学院理学研究Պ）が執筆した。また、

現地調査にあたって

は、京田辺市教育委員

会ならびに京都府教育

委員会、各関係機関の

方々にごࢦಋ・ご教ࣔ

をಘた。記してँײし

たい
ㅭ㉅１ㅮ

。

なお、調査に係る経

費は、全ֹ、京都府建

設交通部が負担した。

̎ɽҐஔͱڥ؀

京田辺市は、京都府

南部に広がる南山৓平

໺の΄΅中ԝに流れる

木௡川の左؛に位置す

る。西部はੜۨ山地に

࿈なるٰྕ地ଳで、東

部は北に流れる木௡川

第１図　調査地と周辺の遺跡（国土地理院　1�25
000　ཎ・Ӊ࣏）
　１.魚田遺跡（ࠓճの調査地）　２.৽田遺跡　３.໳田遺跡　４.ঁ୩ԣ穴܈　
　૬߹遺跡　８.西村遺跡　９.向୩遺跡.７　܈松井ԣ穴.６　܈ԣ穴ࡔߥ.５　
　10.大住ं௩古෿　11.大住南௩古෿　12.ޱ஥୩古෿܈
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によって形成されたԭ積地が広がってい

る。魚田遺跡の調査は、これまで６度の

調査が実施されている
ㅭ㉅２ㅮ

。

周辺の遺跡として、北西ଆには໻ੜ࣌

代～古෿࣌代の集མ跡で、竪穴式住居跡

΍掘立柱建物跡、溝などの遺構が検出さ

れた৽田遺跡
ㅭ㉅３ㅮ

、東ଆにඈௗ࣌代の竪穴式

住居跡などが検出された໳田遺跡、南ଆ

には中世の集མ跡である向୩遺跡΍西村

遺跡などが所在する。南西ଆのٰྕ੄部および୩地形には、古෿࣌代後期にଐするঁ୩・ࡔߥԣ

穴܈΍松井ԣ穴܈などがあり、さらに南ଆの୩ے੄部にはޱ஥୩古෿܈が所在する（第１図）。ീ

഼市の南東部から京田辺市の北端部のٰྕおよび平໺部は、਺多くの遺跡が集中して分布する地

域である。

̏ɽௐࠪ֓ཁ

ճの調査地は、魚田遺跡においても北東端部にあたり、京田辺市大住大峯に所在する。調査ࠓ

は、遺構を֬ೝするための試掘調査として、調査ൣғ内に３か所の試掘トレンチを設定し調査を

実施した（第２図）。まͣ、重機による表土掘削を行い、遺構とࢥわれる溝が֬ೝできた粘土層の

҆定面まで掘削した。ͦの後、人力による掘削作業を行い遺構の検出作業をਐめた。試掘トレン

チとして設定した調査地区を東からॱに１～３トレンチとݺশし、遺構の֬ೝ作業を行った。

ʢ̍ʣୈ̍τϨϯν　調査地内の東端部に設定した調査区である。現地表面から20DNఔで現代

の耕作面である黒色土の堆積層があり、ͦの௚下から໿1.6̼の深さまでは、਺度にわたる木௡

川の൙ཞ（洪水破堤）によって堆積した砂の堆積層がଓき、໿1.9Nで粘土質の҆定面を֬ೝした

（第３図）。遺構の֬ೝ作業を行ったが、遺構・遺物は֬ೝできなかった。さらに、下層遺構を֬

ೝするために３か所の断ち割り（໿1.5̼）を行ったが、10DN前後の砂と粘土層のޓ層がଓくのみ

であった。しかしながら、トレンチ壁面では、木௡川の洪水破堤によって形成された地形΍洪水

砂の堆積状況が良޷に࢒っており、調査地周辺の地形の成Ҽに関して良いσータをಘることがで

きた。

ʢ̎ʣୈ̎τϨϯν　調査地の中ԝ部に設定した調査区である。現地表面から20DNఔで現代の

耕作面、ͦの௚下໿1.5̼の深さまでは木௡川の൙ཞ（洪水破堤）による਺層の砂の堆積層、໿

1.8Nで粘土質の҆定面を֬ೝした（第４図）。粘土質の҆定面には、人力で掘削された溝状の遺

構を֬ೝした。溝は、南北方向に໿１̼の෯で౳間ִに掘り込まれている。溝のఈ部には、অな

どの耕۩使用痕跡が࢒っていた。また、一部であるが東西方向に区੾られたものも֬ೝした。溝

の埋土は、洪水による砂で一度に埋まった状況が֬ೝできた。溝状の遺構は、Կらかの耕作溝と

第）ࡼ器ࢣえられるが、用్については不明である。この溝の埋土（第４図第６層）からは、土ߟ

第２図　調査トレンチ配置図
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６図１・２）΍近

世の土器片が਺

఺出土している

が、洪水による

堆積のため、この遺構の࣌期をࣔすՄೳੑは௿い。下層遺構を֬ೝするために２か所の断ち割り

（໿1.2̼）を行ったが、30DN前後の粘土層より下層は洪水による砂の堆積層であった。

ʢ̏ʣୈ̏τϨϯν　調査地内の西端部に設定した調査区である。現地表面から20DNఔで現代

の耕作面、ͦの௚下໿1.5̼の深さまでは木௡川の൙ཞ（洪水）による਺層の砂の堆積層、໿1.8N

で粘土質の҆定面を֬ೝした（第５図）。粘土質の҆定面で、２トレンチとಉ様の溝状の遺構を֬

ೝした。溝は、南北方向に໿1.3̼の෯で౳間ִに掘り込まれて、ఈ部にはঅなどの耕۩痕跡が

っていた。下層遺構を֬ೝするために２か所の断ち割り（໿1.2̼）を行ったが、10DN前後の粘࢒

土層より下層は洪水による砂の堆積層であった。砂の堆積層（第５図第９層）から、古෿࣌代のਢ

、器ᙈの破片（図版第６－（3）出土遺物６）が出土したがࢣ器ഋ਎・壺の破片（第６図３～５）΍土ܙ

こちらも洪水による堆積のため、この層の࣌期をࣔすՄೳੑは௿い。

̐ɽ·ͱΊ

ճの調査は、遺跡ൣғおよび遺構の֬ೝが目తの試掘調査であったが、౳間ִに掘り込まれࠓ

た溝܈をআいて遺構は֬ೝできなかった。ࠓճ、第２・３トレンチで֬ೝした౳間ִに掘り込ま

れた溝܈は、ৄ細な࣌期については不明であるが、おͦらくは近現代の耕作によるものとਪ測さ

れる。また、粘土層の上下では、各トレンチの断面࡯؍により木௡川の൙ཞによる洪水砂の堆積

状況が֬ೝでき、ͦの堆積状況の࡯؍から、൙ཞによる水および砂は主として北西方向に流れて

いたことがわかった。また、過去にෳ਺ճの൙ཞによる砂の堆積があることも֬ೝできた。

期をࣔす遺構のଘ在は֬ೝできなかったが、後世の木௡川の洪࣌ճのର৅地内には、明֬なࠓ

水破堤によって遺構がফࣦしたՄೳੑもߟえられる。　　　　　　　　　　　　　　（村田和弘）

஫１　調査参加者�川原ಯ࢘・松ݩষಙ・村上༏ඒ子・長ඌඒܙ子・大村५子

　　　ごࢦಋ・ご教ࣔを௖いた方（ܟশུ）ɿ増田෋࢜雄（ಉࣾࢤ大学理工学部・当調査研究センター理事）、

ୋ໺一ଠ࿠（京田辺市教育委員会）

஫２　ୋ໺一ଠ࿠ʮ魚田遺跡第１次・第２次発掘調査概報－大住地区΄場੔උ事業地内の調査　ͦの１ʯ（『田

辺町埋蔵文化財調査報告書』第22集　田辺町教育委員会）1997

　　　中村周平ʮ大住地区府Ӧ΄場੔උ事業関係遺跡発掘調査概要　魚田遺跡第６次・西村遺跡・໳田遺跡ʯ

（『京都府遺跡調査概報』第107࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2003

஫３　ୋ໺一ଠ࿠ʮ৽田遺跡発掘調査概報ʯ（『京田辺市埋蔵文化財調査報告書』第27集　京田辺市教育委

員会）1999

　　　౵井ਸ࢙・岡崎研一΄かʮ৽田遺跡第５次発掘調査概要ʯ・ʮ৽田遺跡第６次発掘調査概要ʯ（『京都

府遺跡調査概報』第94࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2000

第６図　出土遺物実測図
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ෟࡌ　京都府京田辺市魚田遺跡付近の地形と洪水破堤堆積物

増田෋࢜雄（ಉࣾࢤ大学理工学部）・伊౻༗加（ಉࣾࢤ大学工学研究Պ）

ஐ೭（京都大学大学院理学研究Պ）౻ࠤ・（ੜߨ大学ௌࣾࢤಉ）本ོ彦ࡔ

̍ɽ͸͡Ίʹ

魚田遺跡の発掘トレンチ壁の地層

を࡯؍することができた。݁࡯؍Ռ

とこの付近の地形΍表層地質の解ੳ

から、魚田遺跡付近の地形の成Ҽに

関して৽しい஌ݟをಘることができ

たので報告する。

̎ɽాڕ遺跡ͷ地఺ͱपลͷ地ܗ

魚田遺跡付近の地形は、畑作地と

してར用されているඍߴ地と、ͦの

周辺の࣪田としてར用されてきた௿

地、௿地にࠁまれた流路跡、さらに

在する集མ（岩田、内ཬなど）の੝ࢄ

り土がಛ௃である。

魚田遺跡は標15.5̼ߴ΄どのඍߴ地

上にあり、周ғの௿地より１N΄ど

ܕく（第７図）、ԣ断面はかま΅こߴ

をしている。ס૩した畑作地からな

るඍߴ地は、1948年（昭和23年）に撮

影された空中写真（第８図）で༰қに

ࣝผできる。この࣢
㆗㆚ㆎ

形（ϩ－ブ状）を

したߴまり地形は、調査地఺の໿

500N東方を北流する木௡川の洪水破

堤（堤๷ܾյ）による堆積地形とߟえ

られている（大໼・ٱ保1993、২村΄

か2007）。この堆積地形の形成࣌期について、大໼・ٱ保（1993）は1860年（ສԆݩ年）のʠ大住੾レʡ

代後期かͦれҎ߱、田辺町教育委員会（1997）࣌ށߐに、২村΄か（2007）は（ໆ஑土地改良区1962ڊ）

は1896年（明29࣏年）の洪水でつくられたとし、このඍߴ地をͻとつの砂礫堆（大ๆ砂堆ɿ২村

2007）としてࣝผしている。また、このඍߴ地からऄ行しながら北西流する流路跡（第７図、第８

図）と、南ଆのඍߴ地との間の流路状の௿地は、旧Տ道とされている（大໼・ٱ保1993）。২村（2008）

は南ଆの流路跡について、1802（ڗ和２）年と1815（文化12年）の破堤に伴う洪水流がこの地形తな

第７図　京都府京田辺市魚田遺跡の位置
国土地理院1�25
000ʮཎʯʮӉ࣏ʯに、20DN間ִの౳ߴ線と、大໼・
地ʡとʠ流路跡ʡの一部をߴ保（1993）の地形分ྨ図からʠඍٱ
加筆。

第８図　魚田遺跡付近の様子
˓印が࡯؍地఺。1948年撮影の空中写真。第１図とಉൣғಉε
έ－ϧ。
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Ԝ地を流れたとߟえている。

要するに、魚田遺跡のあるඍߴ地はߐ

期の破堤堆࣌຤期Ҏ߱のൺ較త৽しいށ

積物からなるもので、周辺の流路跡はߐ

後期Ҏ߱の旧Տ道あるいは൙ཞ流の流ށ

路とߟえられている。

̏ɽഁఅଯੵ෺

第1トレンチの断面で࡯؍できた地層

は、全層厚が໿3.2̼で、土৕層、耕作

土層、泥層、砂層、砂礫層であった（第

３図）。݁࡯؍Ռから、これらはՏ川の

൙ཞ原堆積物がݯىで、泥層は洪水൙ཞ

水のු༡物質ݯىで、砂層と砂礫層は破

堤堆積物であり、土৕化した層΍人間が

改มした層を含Ήことがわかった。

耕作土には、耕作۩で෯10～15DNで

40～60度の֯度で耕した݁Ռできたとߟ

えられる、長さ10～20DNのޓ層状のಛ

௃తな構଄がೝめられた（第９図）。また、

地表面近くには厚さ20～40DNの༗機質

とࢥわれる黒色の砂質土（第３図の第３

層）がみられ、深さ໿１Nのۼ地（Ԝ地）

を埋積していた。この黒色層には耕作に

使われたとߟえられるϏχーϧ製の໢΍

ඥ΍೶ༀାなどが含まれ、࠷近40～50年

Ҏ内の堆積物とߟえられる。

泥層（第３図の第13層）は厚さ５～

30DNで、砂質΍γϧト質の粘土が主で、ࠜ痕΍ੜ痕（૥穴΍જり痕）がみられた。泥は൙ཞ水の

ු༡物質である୙りから௜積したもので、いわΏるʠ൙ཞ原泥層ʡである。

砂層と砂礫層は、木௡川がӡൖする堆積物のಛ௃であるՖቋ岩ྨݯىの߭物粒子から構成され、

細粒な砂はԫ色、粗粒な砂は白色、砂礫層は灰色をఄする（第10図）。砂層と砂礫層は、一部جఈ

での৵৯でܽけるが泥層΍耕作土層・土৕層で区੾られる。すなわち、ͦれͧれҧった࣌期に堆

積した層であることがわかる。このトレンチ断面（第３図）では、厚さ５～60DNの砂層と砂礫層

が６～８ຕ（第３図のʲ１ʳ～ʲ６ʳ層）ೝめられた。一ຕの砂層΍砂礫層の内部構଄は、ൺ較త

୯७で、Կຕもの層が厚く重なるということはなく、また、重なった層の中で粒ܘが上方に細粒

第９図　上部の黒灰色粘質土（第３図の３層）の下部に
　　-　　--みられる耕作痕（εέ－ϧはͶじりח）

第10図　トレンチ北壁にみられる破堤堆積物（̡ ２ʳ～ʲ５ ）r
砂礫層（̡ ２ʳ層）は୩状に分布し、写真の右から左に܏斜し
た（東から西に流れてできた）フォ－セット面をもったトラフ
も破堤場所に近い࠷斜交層理をࣔす。これは調査地఺ではܕ
堆積物といえる。反ରに下部の細粒砂層（̡ ５ʳ層）は破堤堆
積物のԑ辺૬をࣔす。下部の細粒砂層（̡ ５ʳ層）の厚さが໿
45DN。
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化あるいは厚さが上方にബ層化する

ということもない。これはՏ川の流

路堆積物（増田1988、1998、1999、

2004）ではないことをࣔしている。ま

た、砂層の一部（例えば̡ ３ 層r΍̡ ４ʳ

層）には、下位の泥層から上方に઴Ҡ

し粗粒化するものがみられ、洪水൙

ཞ堆積物のಛ௃（増田・伊੎԰1985、

ླ木2000）をࣔす。

砂層΍砂礫層には水流下で૟流ӡ

ൖされた݁Ռできた堆積構଄が発ୡ

する。一ຕの層の内部の堆積構଄の

ม化から、層が堆積するときに࣌間

とともに、あるいはଆ方に水理৚݅

が࿈ଓしてม化していた様子がಡみ

औれる。例えば、細礫まじり粗粒砂

層（第3図ʲ３ʳ層）では、下部（厚さ

18DN）の平行葉理から、上部（厚さ

30DN）の平൘ܕ斜交葉理へと઴Ҡし

ている（第11図）。平行葉理は水流Τ

ωϧΪーのよりߴい৚݅下で砂床上

にできる平׈床の痕跡であり、斜交

葉理はより௿いΤωϧΪー৚݅下に

おける砂堆（σϡーン）のҠಈによっ

てできる構଄である（増田1988、1999）。しかも斜交葉理の֯度はこの粒度での҆ଉ֯より小さく

（15～30度）、砂のྔڅڙが多かったこと（増田2004、2005）をࣔしている。すなわち、この砂層は

ਰする流れから形成されたものであることがわかる。ͦして上部が耕作土ݮが多くしかもྔڅڙ

化していることから、洪水൙ཞ堆積物であるといえる。またผの例として、細粒砂層（第３図、

第10図ʲ５ʳ層）では、下部は೾状のフォーセット葉理が下位の砂質泥の׊色土৕にμ΢ンラッ

ϓして前ਐܕをとって堆積している（第12図）。これはྔڅڙの多い場でできるクライミング構଄

であり、上部は平行葉理に઴Ҡしている（第12図）。この砂層は、泥質であることからも、広がる

൙ཞ水から堆積ྔの大きいΧレントϦッϓϧを伴ったフォーセット葉理としてٸ଎に堆積し、さ

らに流଎の増加あるいは堆積のਐ行による水深のݮগなどからߴい水理৚݅の平׈床にมわった

とࢥわれる。しかもこの砂層は泥質でありながら砂質部は分ڃ（౫ଡ）が良いことから、かなり҆

定した流れから、すなわちより下流ଆでの堆積をࣔしている。

第11図　礫まじり粗粒砂層にみられる平行葉理
--------------------------（下部）と斜交葉理（上部）
下部から上部へと水流のΤωϧΪーが௿下したことがわかる。
また、斜交葉理の܏斜方向からը面の右から左への流れで堆積
したことがわかる。（εέ－ϧはͶじりח）

第12図　細粒砂層（第3図ʲ５ʳ層）にみられるクライミング
--------------フォーセット葉理（下部）と平行葉理（上部）
下部は写真の右から左に向かって砂の堆積がਐ行していったこ
とが、フォ－セット葉理の܏斜方向からわかる。堆積構଄のҧ
いから、下部から上部へと水流のΤωϧΪーが増加したことが
わかる。（εέーϧは長さ10DN）
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も粗粒な砂礫層（第３図ʲ２ʳ層）࠷

は、جఈが৵৯面であることが多く、

ଆ方で厚さが大きくม化し、西北西－

東南東方向に৳びた深さ50Nの୩状

地形がみられた（第３図、第10図）。

砂礫層にはๆがうͶった砂堆（σϡー

ン）のҠಈによってできるトラフܕ斜

交層理（増田、2004）がみられる（第10

図）。トレンチ西方では砂礫層は厚さ

と粒度をݮじる。下位の土৕層には

人工తなԜತがみられる（第10図）。

調査地఺内の西ଆのผのトレンチで

は、ಛ௃తな人工の掘削穴をこの砂

礫層が埋めਚくしている（第13図）。

田辺町教育委員会（1997）によれば、

色砂の洪水堆積׊ճの発掘地఺の南西方໿250N付近でもಉ様のʠ耕作溝ʡの上を白灰色～白ࠓ

物が෴っており、分布標ߴ΍層序からਪ定すると、この砂礫層ʲ２ʳ層）に࿈ଓするとࢥわれる。

Ҏ上のことから砂層΍砂礫層は洪水൙ཞ堆積物で、破堤΍ӽ流に伴ってӡばれたものであると

いえる。しかも堆積ྔが多いことから΄とんどは破堤堆積物であるといえよう。すなわち、この

付近の木௡川の流路堆積物にみられる中礫～大礫が含まれること、耕作土΍土৕を෴って堆積し

ていること、ݯڅڙに近い場での堆積とࢥわれる粗粒な層ではଆ方での厚さのม化が大きく、ԑ

辺部に堆積したとߟえられる細粒層では一定の厚さで水平に堆積していること、ڧさが࣌間とと

もにม化する流れから堆積していること、周辺では൙ཞ原の泥層にҠりมわっていること、堆積

がԿ度も܁りฦしていることなど、破堤堆積物であることをڧくࣔしている。

ここで֬ೝできた破堤堆積物の堆積年代は現在のとこΖܾめることができない。破堤堆積物の

堆積年代を木௡川の洪水記録からਪ定してみよう。࠷も৽しいʲ１ʳ層は、Ϗχ－ϧ製඼が含ま

れる黒色層の上位にあることから（第3図）、昭和34年9月（伊੎࿷୆風）の破堤洪水（২村΄か2007）

によるՄೳੑが大きい。この地఺で࠷も粗粒なʲ２ʳ層はͦの黒色層の下位にあることから、

1896年（明29࣏年）の堤๷ܾյに伴うՄೳੑがߴい。このਪ定は、すでにड़΂たように、̡ ２ʳ層

に࿈ଓするとࢥわれる西にྡ઀する地఺でのʠ洪水砂層ʡにରする田辺町教育委員会（1997）によ

る。これより下位で࠷も厚くしかも細粒（遠方༝དྷ）であるʲ５ʳ層は、この調査地より΍΍上流

఺での大きな破堤の出དྷ事、1860年のいわΏるʠ大住Ϊレʡに༝དྷするとߟえている。

̐ɽ޲ྲྀݹ

洪水破堤堆積物とߟえられる砂層΍砂礫層には、すでにड़΂たように、堆積構଄がみられる。

ͦれらは流れの中でఈ面に形成された小地形（ϕッυフォーϜ）の痕跡である。例えば、斜交葉理

第13図　泥層に掘られた人工の溝に洪水流が流れ込んで堆積し
た破堤堆積物の含礫砂層（白色部）。泥層の破յ片がࠞೖしてい
る。（上ɿεέ－ϧは長さ１̼、下ɿεέ－ϧのͶじりחは長さ
32DN）
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΍斜交層理はΧレントϦ

ッϓϧ΍σϡ－ンのフォ

ーセット面の痕跡で、࠷

大܏斜方向がͦの場所で

の流れの下流方向をࣔす

（増田・岡崎1983）。トレ

ンチで࡯؍できる堆積構

଄から堆積࣌の流れの方

向（古流向）をٻめると、

西北西へあるいは北西へ

の流れをࣔすものが多い

（第14図）。すでにड़΂た

ʲ２ʳ層がつくる小さな流

路構଄（第３図、第14図）

の৳びの方向も西北西－東南東であった。古流向は、破堤堆積物の砂層΍砂礫層が木௡川からも

たらされたものであることをࣔしている。

̑ɽඍߴ地ͱ௿地্ͷྲྀ路跡ͷܗ੒

魚田遺跡のある畑作地からなるඍߴ地は、６～８ຕҎ上の砂質΍砂礫質の破堤堆積物の層が重

なっており、1ຕの厚い層からなる、すなわち1ճの破堤事݅でつくられたものからなるのではな

いことがわかった。これはす͙西方での調査݁Ռ（田辺町教育委員会1997）からも、洪水砂層がෳ

਺ຕଘ在するようにみえることと調和తである。

ඍߴ地付近にある旧Տ道とされた流路跡（第８図）は、表層部の地下地質（関西ݍ地൫৘報協ٞ

会、2008）からみると、表層の泥層΍砂層が৵৯されてできており、表面だけにみられる৵৯地

形であることがわかる。すなわち、流路下に流路堆積物の厚い砂質層΍、流路ఈのラグ堆積物の

礫層がみられないことから、ʮ旧Տ道ʯではなく、破堤さͤた洪水流が泥質の൙ཞ原上につくっ

た৵৯ੑの流路跡であるといえる。空中写真൑ಡ΍地形分ྨ図（大໼・ٱ保1993）から൑断すると、

これらの流路跡は破堤堆積物の集߹ମであるඍߴ地付近から発ੜしているようにみえる。

地から北西に向かうものは、೾長໿800～1000̼ߴも明ྎな流路跡である魚田遺跡のあるඍ࠷

でऄ行をしている（第７図）。ऄ行೾長は形成した洪水流ྔ΍平ۉ流ྔと関係するから（຀໺΄か

1981）、この೾長からすると現在の木௡川本流の洪水流ྔよりは小さいことがわかる。

魚田遺跡のあるඍߴ地はす͙南のඍߴ地（第８図、২村2008の໳田砂堆）΍周辺の小さなඍߴ地

と一࿈の堆積地形を形成しているՄೳੑが地下表層地質（関西ݍ地൫৘報協ٞ会2008）からਪ定で

きる。すなわち࿈ଓする粗粒な堆積物にࢥえる。破堤によってඍߴ地に堆積がおこり、ͦの洪水

൙ཞ流が൙ཞ原上に流路跡をつくったのである。つまり、ඍߴ地と流路跡は破堤に伴ってつくら

れた一࿈の地形で、流路跡には破堤部の෮旧がなされるまで洪水後もՏ川流が流れたとࢥわれる。

第14図　トレンチ壁（北壁と南壁）で測定した古流向
流向はࢴ面上方を北として流下方向をܭ࣌ճりの֯度で表ࣔ。破堤堆積物が
西あるいは北西へӡばれて堆積したことがわかる。写真はॎԣのॖईがҟな
ることに஫ҙ。
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木௡川が大きく۶ۂする大住付近では過去にԿճも破堤した記録があり（水1990ށ、大໼・ٱ保

1993、২村΄か2007、ླ木2008）、これらの地形がزճかの破堤に伴って形成されてきたという

。している࣋ࢧえをߟ

̒ɽ·ͱΊ

京都府京田辺市の魚田遺跡のトレンチで࡯؍できた地層の形ଶ、堆積様式、古流向と、周辺の

地形、地下地質、および洪水記録などから、魚田遺跡がある畑作地としてར用されているඍߴ地

は、木௡川の洪水破堤（堤๷ܾյ）による堆積物がԿຕも重なってできたもので、ͦれに伴う流路

跡は、洪水流が௿地面の上を流れてできた৵৯地形であることがわかった。

（ँࣙ）京田辺市教育委員会のୋ໺一ଠ࿠ࢯには文ݙをご教ࣔ௖いた。記してँײします。
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（1）蔵垣内遺跡全景（南上空から）

（2）A地区全景（上空から、左が北）
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（1）D－１・E－１地区全景（上空から、右が北）

（2）G地区全景（上空から、左が北）
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（1）A地区ＳＫ358近景（南から）

（2）Ａ地区ＳＫ358近景
　-（上から、左上が北）

（3）Ａ地区ＳＨ327近景（南西から）
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（1）Ａ地区ＳＨ327竃近景
　-（南西から）

（2）Ａ地区ＳＨ315近景（南東から）

（3）Ａ地区ＳＨ315竃近景
　-（南西から）



ଂ֞಺遺跡ୈ 図版ୈ　࣍�� �

（1）Ａ地区ＳＨ328近景（南東から）

（2）Ａ地区ＳＨ315内遺物出土状況
　-（南東から）

（3）Ａ地区ＳＨ311近景（南から）
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（1）Ｄ－１地区ＳＤ45近景
　-（西から）

（2）Ｄ－１地区ＳＤ45内
　-遺物出土状況（南西から）

（3）Ｄ－１地区ＳＫ39近景
　-（南から）
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（1）Ｄ－１地区ＳＨ105・ＳＫ104
　-近景（北東から）

（2）Ｄ－１地区ＳＨ105竃近景
　-（南東から）

（3）Ｄ－１地区ＳＢ14近景
　-（南から）
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（1）Ｄ－１地区ＳＫ50近景
　-（北西から）

（2）Ｇ地区ＳＫ41近景（北から）

（3）Ｇ地区ＳＫ39近景（南から）
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伊賀寺地区

大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版ୈ�

（1）１トレンチ南西部全景（北西から）

（2）１トレンチ北東部全景（西から）
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伊賀寺地区

（1）１トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ02全景（南東から）

（2）１トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ05全景（南西から）

（3）１トレンチ土坑ＳＫ13全景
（西南西から）
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伊賀寺地区

（1）１～３トレンチ全景（上が北）

（2）２トレンチ全景（南西から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版ୈ�

	1


	2


伊賀寺地区

（1）２トレンチ火葬墓ＳＫ03全景（南西から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ03全景（上が南）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版ୈ �

	1


	2


	3


伊賀寺地区

（1）２トレンチ火葬墓ＳＫ03土層
（南西から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ03
完掘状況全景（南東から）

（3）２トレンチピットＳＰ18内
　-遺物出土状況（東から）
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伊賀寺地区

（1）２トレンチ溝ＳＤ05全景（北から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ26全景（南東から）



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版ୈ �

	1


	2


	3


伊賀寺地区

（1）２トレンチ火葬墓ＳＫ26内
人骨検出状況（南西から）

（2）２トレンチ火葬墓ＳＫ26内
人骨検出状況（北から）

（3）２トレンチ火葬墓ＳＫ26
完掘状況（南西から）
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伊賀寺地区

（1）２トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ01全景（北西から）

（2）２トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ25全景（北から）
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伊賀寺地区

（1）２トレンチ土坑ＳＫ20
検出状況（北から）

（2）２トレンチ土坑ＳＫ20
半割状況（東から）

（3）２トレンチ土坑ＳＫ20
完掘状況（西から）
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伊賀寺地区

（1）１トレンチ東端部
　-サブトレンチ（南から）

（2）１トレンチ東端部
　-サブトレンチ内検出崖面
　-（南西から）

（3）２トレンチ崖面ＳＸ29全景
（東北東から）
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伊賀寺地区

（1）２トレンチ土壙墓ＳＫ07・06・
21・09（南から）

（2）２トレンチ土壙墓ＳＫ21・09
（西から）

（3）２トレンチ土壙墓ＳＫ02
（東から）
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伊賀寺地区

（1）２トレンチ土壙墓ＳＫ27
（東から）

（2）２トレンチ土壙墓ＳＫ19
（北から）

（3）２トレンチ土壙墓ＳＫ11
（西から）
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伊賀寺地区

（1）３トレンチ全景（南から）

（2）３トレンチ全景（北から）
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伊賀寺地区

（1）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ20全景（南東から）

（2）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ20床面遺物出土状況
（北西から）

（3）３トレンチ炉跡ＳＫ19
完掘状況（北東から）
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伊賀寺地区

（1）出土遺物１

（2）出土遺物２
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大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版ୈ��
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伊賀寺地区

（1）出土遺物３

（2）出土遺物４
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伊賀寺地区

（1）出土遺物５

（2）出土遺物６
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伊賀寺地区

出土遺物７
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伊賀寺地区

出土遺物８
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大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版ୈ��

（1）調査トレンチ全景（南から）

（2）東壁土層（西から）

୬Ҫ地区



大山崎大枝線道路改良事業関係遺跡　図版ୈ ��

ௐࢠ地区

（1）１トレンチ全景（北から）

（2）２トレンチ全景（西から）

（3）２トレンチ東壁（西から）
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ԁ໌寺地区

（1）長岡京跡右京第939次・
松田遺跡２トレンチ全景
（南東から）

（2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
1トレンチ全景（北東から）

（3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
３トレンチ全景（南東から）
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ԁ໌寺地区

（1）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
３トレンチ東壁（西から）

（2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
４トレンチ全景（南から）

（3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
４トレンチ西壁（東から）
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ԁ໌寺地区

（1）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
４トレンチ南壁（北から）

（2）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
５トレンチ全景（西から）

（3）長岡京跡右京第940次・硲遺跡
出土遺物



௕Ԭژ跡ӈژୈ ���ɾ࣍��� ɾ༑Ԭ遺跡ɾ伊賀寺遺跡　図版ୈ࣍ �

（1）調査地全景１～３トレンチ（上が北）

（2）調査地全景１～８トレンチ（上が北東）
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（1）調査地全景３・４トレンチ（上が南東）

（2）調査地全景１～３トレンチ（上が北西）
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（1）１・２トレンチ調査前全景
（南西から）

（2）３・４トレンチ調査前全景
（北東から）

（3）１トレンチ全景（南から）
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（1）２・３トレンチ全景（北から）

（2）２トレンチ土坑ＳＫ149
検出状況（北東から）

（3）２トレンチ土坑ＳＫ149
遺物出土状況（南東から）
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（1）２トレンチＳＫ149完掘状況
（北東から）

（2）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ40（北から）

（3）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ40（西から）
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（1）２トレンチ溝ＳＤ02・30全景
（西から）

（2）２トレンチ土坑ＳＫ150
（北から）

（3）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ179（北西から）



௕Ԭژ跡ӈژୈ ���ɾ࣍��� ɾ༑Ԭ遺跡ɾ伊賀寺遺跡　図版ୈ࣍ �

（1）２トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ180（南西から）

（2）３トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ120・121（南西から）

（3）３トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ120（西から）
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（1）３トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ121（南西から）

（2）３トレンチ土坑ＳＫ140
-（南から）

（3）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ190遺物出土状況（西から）
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（1）３トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ190完掘後（南西から）

（2）４トレンチ全景（東から）

（3）４トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ130（北から）
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（1）４トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ175（南東から）

（2）４トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ175（北西から）

（3）４トレンチ竪穴式住居跡
ＳＨ175遺物出土状況（東から）
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（1）５トレンチ調査前全景
（南西から）

（2）５トレンチ西半分全景
（東から）

（3）５トレンチ東半分全景
（南西から）
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（1）５トレンチ掘立柱建物跡
ＳＢ330（北西から）

（2）５トレンチ土坑ＳＫ222
（南から）

（3）５トレンチ土坑ＳＫ222
完掘状況（南から）
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（1）５トレンチ土坑ＳＫ298
-（南から）

（2）６トレンチ調査前全景
（南から）

（3）６トレンチ全景-（北から）
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（1）６トレンチ全景-（北西から）

（2）７トレンチ調査前全景
（南から）

（3）７トレンチ全景（南から）
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（1）７トレンチ土器溜まりＳＫ
221・不明遺構ＳＫ263（北から）

（2）７トレンチ不明遺構ＳＫ263
（東から）

（3）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
（東から）
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（1）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
遺物出土状況（北から）

（2）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
二耳壺出土状況（西から）

（3）７トレンチ土器溜まりＳＫ221
完掘状況（東から）
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図版ୈ　࣍遺跡ୈ̓ాڕ �

（1）調査地遠景（西から）

（2）調査前全景（南から）

（3）第１トレンチ重機掘削
作業風景（東から）



図版ୈ　࣍遺跡ୈ̓ాڕ �

（1）第１トレンチ全景（西から）

（2）第１トレンチ人力掘削
作業風景（北西から）

（3）第１トレンチ東壁断面
（西から）



図版ୈ　࣍遺跡ୈ̓ాڕ �

（1）第１トレンチ北壁断面①

（2）第１トレンチ北壁断面②

（3）第２トレンチ全景（西から）



図版ୈ　࣍遺跡ୈ̓ాڕ �

（1）第２トレンチ溝状遺構掘削
作業風景（南から）

（2）第２トレンチ溝状遺構
完掘状況（南から）

（3）第２トレンチ溝状遺構
完掘状況（東から）



図版ୈ　࣍遺跡ୈ̓ాڕ �

（1）第２トレンチ南壁断面
（南から）

（2）第２トレンチ南壁と溝状遺構
（北から）

（3）第３トレンチ全景（西から）



図版ୈ　࣍遺跡ୈ̓ాڕ �

（1）第３トレンチ南壁と溝状遺構
（北東から）

（2）第３トレンチ南壁と溝状遺構
（北から）

（3）出土遺物
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;りがな ;りがな ίーυ 北Ң 東経 調査期間 調査面積 調査原Ҽ
所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡൪߸ 　ʄ　˄　˅ 　ʄ　˄　˅ ᶷ

くらがいちいͤきだい
じΎういちじ

蔵垣内遺跡第11次

きΐうと;かめお
かしちとͤちΐう
こくͿしたんだ・
ͻΖがいち・しΐ
うだ・うちがきう
ち
京都府亀岡市千歳
町国分四反田・広
垣内・正田・内垣
内

26206 37 35˃2˄19˅ 135˃34˄57˅ 20071015
～

20080310

2
480 道路建設

ながおかきΐうあとう
きΐうだいきΎうͻΌ
くごじΎうさんじ
長岡京跡右京第953次

きΐうと;なが
おかきΐうしにし
のきΐうちない
京都府長岡京市市
西の京地内

26209 96
97

34˃56˄41˅ 135˃41˄30˅ 20080924
～

20081203

720 道路建設

ながおかきΐうあとう
きΐうだいきΎうͻΌ
くさんじΎうはちじ、
きΎうͻΌくよんじΎ
うじ（は͟まいͤき）、
きΎうͻΌくよんじΎ
うさんじ（いがじいͤ
き）、きΎうͻΌくさ
んじΎうきΎうじ（ま
つだいͤき）
長岡京跡右京第938次、
940次（硲遺跡）、943次
（伊賀寺遺跡）、939次
（松田遺跡）

きΐうと;ながお
かきΐうししもか
いいんじいがじ、
ちΐうしにちΐう
め、ちΐうしさん
ちΐうめ、おとく
に͙んおお΍ま͟
きちΐうあ͟えん
みΐうじこあ͟ま
つだ
京都府長岡京市調
子２丁目、調子３
丁目、下海印寺下
内田・友岡樽井、
乙訓郡大山崎町字
円明寺小字松田

26209

26303

96
97
104
107
23

34˃54˄54˅ 135˃41˄13˅ 20080507
～

20080730

1
805 道路建設

ながおかきΐうあとう
きΐうだいきΎうͻΌ
くじΎうじ・きΎう
ͻΌくよんじΎういち
じ・ともおかいͤき・
いがじいͤき
長岡京跡右京第910次・
941次・友岡遺跡・伊
賀寺遺跡

きΐうと;ながお
かきΐうしともお
かにしはた、しも
かいいんじいが
じ・しもうちだ

京都府長岡京市友
岡西畑、下海印寺
伊賀寺・下内田

26209 2002
96
97

34˃54˄58˅ 135˃41˄16˅ 20070726
～

20080130
20080424
～

20081031

1
200

2
200

道路建設



うおたいͤきだ
いななじ

魚田遺跡第７次

きΐうと;きΐ
うたな΂しおお
すみおおみͶ
京都府京田辺市
大住大峯

26212 34˃50˄59˅ 135˃44˄34˅ 20081006
～

20081112

230 道路建設

උߟɿ北Ң・東経の஋は世界測地系にͮجく。
所収遺跡名 छผ 主な࣌代 主な遺構 主な遺物 ಛ記事߲

蔵垣内遺跡第11
次

集མ跡 ೄ文
໻ੜ
ඈௗ
平҆

土坑・方形周溝墓
竪穴式住居跡
掘立柱建物跡・土坑

ೄ文土器・ੴ᭲
໻ੜ土器
土ࢣ器・ਢܙ器
土ࢣ器・נ器・白࣓

ೄ文࣌代ૣ期の土
器が出土

長岡京跡右京第
953次

都৓ なし ೄ文土器・ੴ器・ਢܙ器・
灰ᬵಃ器・נ

長岡京跡右京第
938次、940次（硲
遺跡）、943次（伊
賀寺遺跡）、939
次（松田遺跡）

集མ跡 ೄ文
໻ੜ
中世

竪穴式住居跡・火葬墓・土壙墓
竪穴式住居跡
流路跡

ೄ文土器・ੴ᭲
໻ੜ土器
੾Ӌ・મ՟

ೄ文࣌代中期のੴ
ғい炉、ೄ文࣌代
後期の火葬墓

長岡京跡右京第
910次・941次・
友岡遺跡・伊賀
寺遺跡

集མ跡 ೄ文
古෿
ಸ良
平҆
૔ח

竪穴式住居跡
竪穴式住居跡・ピット
掘立柱建物跡・溝・土坑・ピット
掘立柱建物跡・土坑・ピット
土坑・ピット

土器・ੴף・༗ܪઑ಄器
ਢܙ器・土ࢣ器
ਢܙ器・土ࢣ器・土製඼
ਢܙ器・黒色土器
土ࢣ器・נ器・製Ԙ土器

ೄ文࣌代の集མが
ల։
ੴף・༗ܪઑ಄器
が出土

魚田遺跡第７次 集མ跡 近現代 耕作溝 ਢܙ器・土ࢣ器 木௡川の破堤によ
る堆積層を֬ೝ

所収遺跡名 要 ໿
蔵垣内遺跡第11次 ೄ文࣌代ૣ期のԡܕ文土器をはじめ、໻ੜ࣌代中期の方形周溝墓΍土器׹墓、ඈௗ࣌代の竪

穴式住居跡をෳ߹తに検出した。亀岡ຍ地を代表తするෳ߹遺跡であることが൑明した。
長岡京跡右京第953次 南西から北東方向への൙ཞによる自然流路などを検出したが、明֬な遺構は検出できなかっ

た。แ含層中にϩーϦングを受けたೄ文࣌代のୟੴ΍໻ੜ࣌代のຏ製ੴ݋、白๟期のנ片な
どが出土した。

長岡京跡右京第938次、
940次（硲遺跡）、943次（伊
賀寺遺跡）、939次（松田遺
跡）

右京938次調査では໻ੜ࣌代から平҆࣌代の遺物が洪水による࠶堆積から出土した。硲遺跡・
松田遺跡では小ઘ川旧流路の古代から中世にかけての堆積状況が明らかとなった。伊賀寺遺
跡ではೄ文࣌代中期຤の竪穴式住居跡とೄ文࣌代後期の竪穴式住居跡・火葬墓・土壙墓、໻
ੜ࣌代後期の竪穴式住居跡などを検出した。

長岡京跡右京第910次・
941次・友岡遺跡・伊賀寺
遺跡

৚๥෮ݩでは右京ࣣ৚ࡾ๥े一・ेࡾ・े四町にあたる。ೄ文࣌代中後期の土器΍ੴ器、൩
期のੴף、ඈௗ࣌代の竪穴式住居跡、長岡京期から平҆࣌代の掘立柱建物跡を検出した。
小ઘ川にྡ઀する代表తなෳ߹遺跡である。

魚田遺跡第７次 魚田遺跡の北東端にあたる地఺で、遺構の֬ೝを目తとした試掘調査を実施した。近現代と
ஶな遺構は検出できなかったが、木௡川の破堤による砂の堆積状況ݦをআいて܈われる溝ࢥ
を஌るうえで良޷なσータをಘた。
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